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　　　　▽〔現在　海境四年〈16才〉七月一四日〕△




　例えば、の話をしよう。

　いま、僕の目の前に立っているのが〝死んだはずの人間〟だったとする。では、それは幽ゆう霊れいだろうか？　幽霊だとしたら〝そいつとキスした〟のはおかしくないか？

　そう。さっき僕は、幽霊とキスをした。

　おまけに彼女は、生前よりも若い。出で逢あった頃ころは高校生ぐらいなのに、いまは小学校低学年ぐらい。例えば、の話ならありえるけど、それが現実として突きつけられれば、こう言わざるを得ない。

　ありえない──と。




「スネイクたんを地じ獄ごくに叩たたき堕おとして────魂たましいごといただく」

　僕にキスしたあと、目の前の幼女はそう告げた。

　銀ぎん髪ぱつをポニーテールにしている。右と左で瞳ひとみの色が違う。

　元の姿は凛り々りしくもクールな顔立ちだったけど、いまは幼女化してほっぺたがぷくぷくだ。
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「アルマ……」

　僕が呟つぶやいたのは、この女の子の名前。いや、名前というよりはＩＤなんだけど。

　僕はこの女の子と『シュラフト』っていう海戦をモチーフにしたオンラインゲームで知り合った。でも、彼女は亡くなった──はず。なのに、目の前に居る。年ねん齢れいも違う。どうなっているんだ……？

　僕らがいま居るのは、海上にある柩きゆう艦かんエルフリーデの戦せん闘とう指し揮き所しよ。巡じゆん洋よう戦せん艦かんっていう原げん子し力りよく空くう母ぼよりでっかい艦の、艦内だ。艦内って言っても天井が二つに分かれて開き、オープンカーみたいな状態。海も、空も、見えている。

「地じ獄ごくに叩たたき堕おとす……？」

「うむ」

「待てよ。そんな話の前に……アルマ……だよね？　幽ゆう霊れいじゃないよね？」

「アルマだが、本来の魂たましいはあそこにある」

　そう答えてアルマが指差したのは、僕の後ろにある巨きよ大だいな柩ひつぎだ。高さは一〇メートルくらい。全ぜん貌ぼうは見えないけど、少なくとも長さは三〇メートルを超こえているはず。

　正式名称は《柩ひつ区ぎく画かく》だ。

　柩区画の中には、悪あく魔まめいた容貌の半人半艦の巨人が収納されていて、僕はついさっき、その巨人を操あやつって《天てん使し》の首を刎はねたばかり……。

　はは……何言っているか判わからないよな。僕にも、何が何だか……。

「あの巨人は何なんだ？」

「聖せい骸がい機きだ」

「襲おそってきた天使は、いったい……」

「質問は色々とあろうが、まずは交渉しなくては」

「交渉……？」

「生きていいかを、な」

　アルマは眼がん帯たいをつけながら、言葉を続ける。いま気づいたけど、アルマは戦せん闘とう服ふくを着ている。幻げん体たいなのだろうか？

「わたしはいま次じ元げん壊かいそのものなのだよ──スネイクたん」

「次元壊って、確か〝世界が滅ほろぶ原因〟だよね……？　えっと、よく判らないな。次元壊っていうのは異次元にある、みたいに思っていたんだけど」

「そうだな」

「いま、ここにあるの？　アルマがそう？」

「そうだ。天使を葬ほうむったことで、わたしに次元壊が移った。ゆえに連中はわたしを始末するかもしれない」

「連中？」

「メーア・シュロス財団」

「財団は僕らの味方だろ？」

「味方だろうな。だが、味方の目にも危険と映る。だから、さっきの連中はわたしたちに銃じゆうを向けてきたのだ」

　さっきの連中、っていうのは銃を持った強きよう襲しゆう部ぶ隊たいだ。僕らを拘こう束そくしようとしていた。

　事情が判わからない。もっと話さなきゃダメだ。

「もう一度、ちゃんと答えてくれよ。おまえはアルマなんだよな？」

「おそらく」

「おそらく？」

「エルフの精神に収められているアルマの記き憶おくを受うけ継ついで、切り離された存在らしい」

「らしい？」

「《亡なき骸がらの涙なみだ》には謎なぞが多い。わたし自身や、作った連中にも判らないほどに。ただ判るのは、わたしの核かくとなる部分が、聖せい骸がい機きに持って行かれたということ……」

「とにかく、おまえがアルマってことで間違いはない？」

「その理解でいいだろう」

「なら、充分だ」

「充分？」

　僕は腕を伸ばし、アルマを抱きしめる。

「……あ…………」

　アルマが驚おどろきの声を発する。

　《亡骸の涙》という幽ゆう艦かんに対抗するための試作決戦兵器だったアルマは、生まれたときから失敗作で、死は確定済みだった。普通の肉体を持つことさえ叶かなわず、死んでいった。

　そのアルマが、いま、こうして普通の肉体を持って、生き返った。

「不完全だろうと、構かまうもんか」

　こんな嬉うれしいことはない。こんな奇跡はない。

「おまえがアルマならそれでいいよ。僕にとって失えない存在だ。帰ってきてくれてありがとう。アルマ」

　声が掠かすれる。胸が震ふるえて、ちゃんと声が出ない。それぐらい嬉しい。

「スネイクたん……」

「おかえり。アルマ」

　ぎゅっと──。小さなアルマも僕を抱き返す。

「ただいま」

「……──あああっ！」

　叫さけび声ごえがした方向を見ると、びしょ濡ぬれになった少女が僕らを睨にらんでいる。

　エルフリーデ──縮ちぢめてエルフって呼んでいる。

　僕のクラスメイトで、滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんにおいては同じ艦かん隊たいのチームメイト。スタイルもいいし、アイドル並みに可か愛わいいけど、性格に問題があるヤツだ。

「二人で何をやっていますか！」

　エルフが歩あゆみ寄よってくる。めっちゃ睨にらんでいる。

　僕はアルマから身を離した。

「何って、単に……」

「愛情たっぷりのハグをしたのだ、妹たん」

「ハァ!?　師し匠しようの愛情はエルフのものですよ！」

「誰だれが決めたのだ？」

　おいおいアルマ。そんなケンカ腰に……。

　二人はしばらく睨み合っていたけど、何かに気づいて同時に空を見上げる。

　大きな音が響ひびいてきた。僕も空を仰あおぎ見みる。

　アルマが呆あきれたように呟つぶやく。

「やっとおでましか」

　機影がある。巨きよ大だい水すい上じよう機きだ。胴どう体たいがない。あるのは翼つばさだけ。翼が機体そのものなんだ。翼の下に浮うき舟ふねがあり、上には二〇基ものプロペラエンジンがついている。

「…………何あれ……？」

「エアライナー・ナンバー４。一九二〇年代に設計したまま計画が頓とん挫ざし、遂ついに飛ぶことのなかった機体。あいつは懐かい古こ趣しゆ味みでな」

「あいつ？」

「メーア・シュロス財団の総責任者、ブルクハルト・エプシュタイン──」

　アルマを始末しようとしているヤツが、来たってわけか。




　　　　▽△




　エアライナーの機体から、搭とう乗じよう用ようの階段が降りてきたので、僕らは海を渡ってその階段へと向かう。

　エルフたちはフュルギアと呼ばれる存在。フュルギアは《艦装クライド》という能力を持っている。彼女らの肉体を柩きゆう艦かんという海上兵器に物質変換する能力だ。

　フュルギアはアメンボみたいに海面を立って歩く能力も備えている。ついでに僕も歩くことができる。コマンダーといって、フュルギアをサポートする役割なので、海面歩行能力を分けて貰もらえるってわけ。

「いらっしゃいませ」

　機内に入ると、出迎えたのはメイド服を着た金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女性だ。僕らを案内していく。

　通路の床には赤あか絨じゆう毯たんが敷しかれ、壁かべにはタペストリーがかけられている。機内というよりは、宮きゆう殿でんみたいな豪ごう華かさ。

　真まっ直すぐな通路に出た。両側にドアがいくつもある。二メートル間かん隔かくくらいで、部屋としては妙に狭い気がする。出入りしているのは白衣を着た研究者たち。ドアが開くとき、波しぶきが撥はねた。──って。あのドア、見み覚おぼえある。

「演習空間のドアじゃないの……？」

　ドアの前に立ってノブを握ろうとすると、僕の足元が床を離れて、三〇センチくらい浮く。

「ちょッ！　何これ!?」

「行くぞ。スネイクたん」

　僕の身体からだを宙ちゆうに浮かせているのは、アルマだ。キスされるちょっと前に、こいつは念ねん動どう力りよくを使い、僕らを拘こう束そくしようとした強きよう襲しゆう部ぶ隊たいを海に放り投げた。

「開けるな」

「判わかったから、下ろして！」

　アルマがめくっている眼がん帯たいを戻すと、僕の足は床についた。あの色違いの瞳ひとみから念動力が発されているのかも知れない。

「こちらです」

　案内されたのは、広い執務室だ。高そうなアンティークの家具に、照明はシャンデリア。

　執しつ務む机づくえの前に男が立っている。

　ビジネススーツ姿のブルクハルト理事長。イケメンだけど、強こわ面もて。そして筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう。

　彼の足元に黒いものがある……ってッ！　ライオンッ!?

　絨毯に寝そべっているのは、どう見ても黒いライオンだ。

　メイドさんは、ブルクハルトに被害報告レポートを渡す。ブックレットだけど、開けるとホログラム・ウインドウが出て、街まちの被害の様子が映し出される。

　……そうだ。母さんが居るはずの僕の自宅がレーザー攻こう撃げきをくらったんだ。忘れていた。どうなったんだろう。生存は絶望的だ。判っているけど……。

　僕の視線に気づいたのだろう。ブルクハルトはウインドウを叩たたいて、動画を一枚、僕の方に投げ渡してくる。そこに映っている人物を観みて、思わず声を上げてしまった。

「……母さん!?」

　避難所で闇やみ子ことおにぎりを食べている。

「君のご家族は、ノインたちが救出したよ」

「ノイン？」

「失礼。君たちは彼女を〝小こ町まち〟と呼んでいるのだったね」

　理事長は、僕たちを机の手前にあるソファに招く。

「安心したかね。まあ座ってくれたまえ。話がある」

　とりあえず母さんが無事なら、当面はこっちの問題に集中できる。

　アルマの話が本当なら、ブルクハルトが強きよう硬こうな対応をするかもしれない。警けい戒かいしないと。

「ぶしつけですまないが、さっそく本題に入ろうか。次じ元げん壊かいの保有者になったのは誰だれだ？」

　アルマが答える。

「わたしだ」

「聖痕ステイグマを見せたまえ」

　理事長の要求に応こたえて、アルマは眼がん帯たいをめくる。

「ならば話は早い。溶かして戻す」

　ビクッとエルフが怯おびえる。

「──溶かすって、どういう意味だよ」

　ブルクハルトはアルマに目を向けたまま答える。

「彼女たちは、溶かして混ぜて、組み合わせられる。そう作られている」

　ちょっと聞いただけでは意味が判わからない会話かもしれない。

　でも、僕は事情を知っている。

　彼女たちは《亡なき骸がらの涙なみだ》──僕らの世界を滅ほろぼそうとする敵、幽ゆう艦かんの制せい御ぎよ装そう置ちであるウンディーネを真ま似ねて作った試作決戦兵器だ。

　亡骸の涙は、空くう間かん断だん層そうのエネルギーを含む細胞を、水に定着させたもの。謂いわば水から作った水人間。死ぬときも骸むくろではなく水になっていく。

　だから水となった状態で混ぜ合わせることで、二人の人間を一人にまとめる、なんてムチャクチャな真似もできるのだろう。

　だけど、こいつらは人間のように考えることも、人間のように生活することも、人間のように愛したり傷ついたりもできる。

　二人の人間を一つにしたら、当然精神を病やむし、事実──以前エルフはアルマの記き憶おくを混ぜられて、精せい神しん障しよう害がいを被こうむっていた。

　もう一度アルマを〝エルフに戻す〟なんて、何のためらいもなく口にしやがって。

「──させません」

「どうさせないと言うのか、具体的に話してみたまえ」

　僕は席を立って、ブルクハルトに向き直る。

　アルマをかばって、立ちはだかる形だ。

「ほう……？」

「そのままの意味ですよ、理事長」

「拳こぶしで決着のつく問題かね？」

　アルマが溜ため息いきをつく。

「スネイクたん、座れ」

「でも……」

「こうなるぞ」

　アルマが眼がん帯たいを外はずした途と端たん、部屋の奥にあるツボがブルクハルトに向かって飛んでいき──、

　次の瞬しゆん間かんには、ツボが粉々に割れて、絨じゆう毯たんに破片が降りそそいでいた。早技でパンチをくり出し、ツボを割ったヤツがいるんだ。

　黒ライオンが直立してパンチしやがった……しかも完全にボクシングの動きだし……意味判わからねえよ、もう……。

　ライオンはスイングを終わらせた姿勢のまま、低く笑う。

「小こ僧ぞう、大人ってのはな、拳こぶしじゃなく言葉で語るもんだぜ」

　ライオンが喋しやべっているし……。

　そうだね暴力反対。大人しく座ろう。

　話を仕切り直す。

「……エルフに、アルマを戻さなきゃいけない理由は？」

「問題は聖痕ステイグマを得たのが、君やエルフでなかったということだ」

「どういうことですか……？」

「そもそも君は、次じ元げん壊かいを何であると考えるかね？」

「世界を滅ほろぼす現象、ですよね？　よく判らないというのが本音ですけど、イメージとしては別次元に何かがいて、そいつが軍勢を送ってくるみたいな」

「次元壊の本質とは宇う宙ちゆう定てい数すう崩くずしなのだよ」

「宇宙定数……？」

「アインシュタインの方程式ではなく、比ひ喩ゆとしてこの言葉を用いるがね、宇宙が先天的に備える、定まった数のこととしようか。例えば重力の大きさが少し狂くるえば、人間は生まれなかったろう？　非常に人間に都合のいい大きさになっている」

「偶然でしょう」

「宇宙定数の考え方を拡大してみようか。太陽との距離が変われば、地球の気温も変わる。それだけで人間が住むには適さない」

「……何が言いたいんですか？」

「九〇年代──アメリカの反進化論団体や一部の科学者が提てい唱しようし始はじめた、インテリジェント・デザインという考え方がある。論文の多くはご都合主義のオンパレードだが、基本原理だけは真理に辿たどり着ついてもいた。宇宙の構造、地球という環かん境きよう、物理法則──これらを偶然の産物ではなく《知性ある者》が決めた、という考え方だ」

「……冗じよう談だんでしょう？」

「救きゆう済さい宣せん言げんの中で、わたしは次元壊の元げん凶きようを何と語ったかね？」

「名な無なき存在」

「それが答えだよ。吉よし岡おかくん」

「僕らは世界の創そう造ぞう主しゆと戦おうとしているんですか？」

「その通りだよ」

　理事長の語る内容はムチャクチャだ。なのに、つじつまが合ってもいる。

　例えばフュルギアはなぜ柩きゆう艦かんになれるのか。自分の身を媒ばい体たいとして、物質を変換し、艦という自分より遙はるかに大きな存在に変へん貌ぼうする。

　これは意図的な創造。インテリジェント・デザインそのものだ。

「君は定数が狂くるう悲ひ劇げきを見たはずだ。四年前のあの日……」

「シー・クレーター事件……ですか」

　関東の真ん中に、直径二二二・二キロメートルの海が生まれた事件だ。

「インテリジェント・デザインに使われた力を使えば、時間と距離の法則を無視して〝限られた空間〟を、別の場所に転送することも可能ではないかね？」

「…………」

「判わかったかね。君が思うより敵は強大なのだ。そして、聖痕ステイグマを持つ者は時じ限げん爆ばく弾だんをも抱えることになる。魂たましいが浸しん食しよくされるのだよ」

「浸食……？」

　理事長は話題を打ち切る。

「残念だが、検けん討とうの余地はない。エルフには聖痕ステイグマの浸食を抑おさえ込こむシステムが内蔵されている。一つにまとめるしかないのだ。こういう結末になって済まないが──」

「──まだだ」

　言葉を断たれたブルクハルトが、表情なく僕を見み据すえる。

　胸がムシャクシャしている。そりゃそうだろう？　僕はついさっき戦せん闘とうを終えて、何とか勝利してきた。犠ぎ牲せいだって払いそうになってさ。考えることが多すぎて、疲れて、痛くて、こんな重苦しい問題なんか全部放り出して、逃げ出したいって思っている。

　でもさ──。

　自分が溶かされるってのに、アルマは静かだ。言葉にも感情はこもっていないし、表情にも出ていない。怒りも哀かなしみも表さないんだ。

　どう生きれば、こんな無表情になるのか僕には想像もつかないけど、一つだけ判ることがある。少女に、こんな壮絶な覚かく悟ごをさせちゃいけない。

　僕のクラスメイトだってもっと感情を剝むき出だしにして、泣いたり笑ったりする。表情が消えるぐらいガマンしているヤツなんて、少なくとも普通じゃない。

　アルマは以前、シュラフトの中でこう言った。

『いまを精せい一いつ杯ぱい生きて、楽しんで、笑って、これが青春だ！　と強く思えることをしたい』

　それが、こいつの本心だろう。誰だれだって、こんな無表情にこらえて生きたくはないはず。

　エルフだってそうだ。言いたいこともたくさんあるだろうに、黙だまりこくってひたすら耐えている。膝ひざの上で組んだ手が震ふるえている。アルマを失うから哀かなしいのか、混ぜられるのが怖いのか──両方だろうな。

　全部──こいつのせいだ。

　ブルクハルト・エプシュタイン。

　この顔を、ニュースで見ない日はない。こいつはいま、全世界の実質的な帝王。

　空くう間かん断だん層そうからエネルギーを取り出し、物質生成する技術を握っているので、その権力は経済界だけじゃ収まらない。どの国の資源問題を解決するか、あるいはしないか。こいつが自由に決められる。超ちよう大たい国こくの大統領であろうと、ブルクハルトの言葉に逆らえない。

　だけど、いまここで諦あきらめて彼に従えば、アルマはこの世から消えてしまう。

　シュラフトから去ったあの日。アルマは泣きながら、こう言った。

『心残りがある。やり残したこと、言えなかったこと、ありすぎて……』

　後悔を滲にじませながら、アルマはそれでも取り乱さずに僕の元を去った。

　あんな──、

　あんな寂しい別れ方を、二度としてたまるもんか。

「…………まだ話は終わっていないよ」

　僕の言葉を聞いたブルクハルトが、ほんの一いつ瞬しゆん顔色を変える。

　──恐れ？

　あのブルクハルトが、僕を恐れている？　そんなバカな……。

　いや、待て。理由は判わからないけど、現に極ごく秘ひである情報も出し、僕を納得させて話を終わらそうとしている。こいつほどの力があれば、問答無用で従わせることも可能なのに──。

　僕に、こいつを恐れさせる何かがあるのか……？

　葬そう技ぎを使えない体質の僕に、いったい何が……？

　不意に思い起こしたのは、ミカエルってヤツの言葉。ミカエルはいつも唐突に現れ、謎なぞめいたメッセージを運んでくる。

『神を葬ほうむる者が居なくなった。だから人間が悪あく魔まを演じる』

　悪魔っていうフレーズは何度も出てきた。

『少年よ、その手に悪魔を宿せ』

　滅めつ葬そう戦せんの最中さなかに見た幻げん影えいのアルマは、こう言った。

『────コールド・スネイク────貴き様さまの〈《魂成りし剣ガイステイゲス・シユヴエルツ》〉──確かに預かった』

　直感だけど、いま脳のう裏りで二つの要素が結びついた。

　滅葬戦で、聖せい骸がい機きの手に巨きよ剣けんが出現した。聖骸機が僕と同じ動作をして天てん使しの首を刎はねたので、僕の手にあったとも言える。

　あの剣＝イコール悪魔だとしたら……？

　…………ッ、

　……────そうか。そうだったのか。

　滅めつ葬そう戦せんの最中さなか、剣けんを出したのは僕。おそらく僕に〝剣を出現させる力〟がある。

　でも、こんな力があることは知られていない。僕が初めてなのかもしれない。いや、間違いなく初めてのはずだ。なぜなら──、

「あんたは恐れている。僕に滅葬戦を辞やめられたら、困るからだ」

「……どうしてそう思うのかね？」

「悪あく魔まが僕しか居ないから、だよ」

　僕が悪魔の剣を宿すことで、巡じゆん洋よう戦せん艦かんエルフリーデの柩ひつぎの中から現れる聖せい骸がい機きは、天てん使しを葬ほうむることが可能になる。

「僕かエルフ、どちらが欠けても天使への対抗手段がなくなるんじゃないの？」

　ブルクハルトはかつて『世せ界かい救きゆう済さい宣せん言げん』という演説を行い、あと四年で滅ほろぶ世界を救ってみせると豪ごう語ごした。そのために世界中に軍ぐん艦かん学がく園えんを建て、世界から優ゆう秀しゆうなフュルギアとコマンダーを集めている。こいつは世界を救うために動いている。

　でも、その計画は根本からぐらついている。天使を葬るには、柩の開く柩きゆう艦かんと、悪魔の剣が必要なのに、おそらく僕とエルフしかそれに成功していないのだ。

「世界を救うんだっけ？　僕抜きだと救えないんじゃないの？」

　部屋は静まり返っている。どれほどの時間が過ぎたろうか。

　ブルクハルトは執しつ務む机づくえに向かい、革張りの椅い子すに座る。




「……………………何が望みだね？」




　この瞬しゆん間かん、勝利した──。

　世界の帝王ブルクハルト・エプシュタインは、僕との交渉に応じたんだ。
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　　　　▽〔現在　海境四年〈16才〉七月一六日〕△




　ふと思うときはないだろうか。

　このまま永久に卒業せず、大人にならずに学園生活を送れないか──って。

　クラスメイトが誰だれ一人欠けることのないまま、笑い合って過ごしていけないか──って。

　そういう考えが、世の中をあまり知らない僕らの身勝手な妄もう想そうであることは間違いなくて、ときどき物もの凄すごく痛い現実となって襲おそいかかってくるわけだけど。

　今日が、その日だった。

〔……えー、それぞれの生徒に個別のカウンセリングがあると思いますが、とにかくいま必要なのは友達同士支え合うこと、そして世界を救うという使命の重さを自覚することです。犠ぎ牲せいになられた生徒諸君には、心よりお悔やみ申し上げます〕

　僕らは教室に集まって黒板に映った中継動画を観みている。各教室での一いつ斉せいＬＨＲ。校内放送を利用して全校集会の代わりとしている。喋しやべっているのは太った学園長だ。

〔それではただいまより戦死した水みず城しろ夕ゆう子こさん、小こ幡はた里り予よさん、神かん崎ざき遊ゆう歩ほくん、近こん藤どう菜な月つきさん、佐さ藤とう遙はるかさんのために黙もく禱とうを捧ささげましょう〕

　最後の名前には、聞きき覚おぼえがある。

　通学フェリーの中でコマンダー宣せん誓せいしていた男女の、女子の方。

　男子の名前はなかった。乗り込めなかったのか、助かったのか、かばわれたのか……。

　どちらにせよ彼の人生に、大きい傷きず痕あとが残されたのは確かだ。

　滅めつ葬そう戦せん──。

　あの戦いで、撃げき沈ちんされた柩きゆう艦かんは命を落とした。

　艦、って言っても人間だ。うちの生徒だ。一緒の学校に通い、同じ校舎で勉強をしている生徒が、死んだ。

　教室は静か。誰もが黙禱している。こんなときにふざけるヤツは居ないよな。

　いきなり、泣き声が響ひびいた。

　隣となりの席の女子が呟つぶやく。

「……仕方ないよ。死んだ佐藤って人、あの子の幼なじみだもん」

〔黙禱を終わります。このあとは各自ＨＲを行ったあと、下校となります〕

　担任の室むろ井い先生が、長い溜ため息いきをつく。

「滅葬戦ではこのように死者が出てしまう。だが、世界を救うために必要な犠牲で……、」




「……────必要な犠牲って何ですかッ!?」




　叫さけんだのは、さっき泣いていた女子だ。

　立ち上がって、先生を睨にらみつけている。

「……とりあえず落ち着け」

　女子は肩を支えていた保健委員の手を振り払って、先生に詰つめ寄よっていく。

「世界を救うためには、誰だれかが死んでも構かまわないんですかッ？」

「いや、待て、その……」

「判わかってますよ！　あたしムチャクチャ言ってますよね──でもッ、あたしにとって遙はるかは大事な子でッ……あの子、こう言ってたんですよ……『世界中のみんなが笑える未来が欲しい』って。だから戦うって──なのに、負けて、滅めつ葬そう戦せんで《絶ぜつ対たい命めい令れい権けん》を使われて、みんなが撤てつ退たいする時間を稼かせぐための囮おとりにされたんですッ！」

　絶対命令権──。

　滅葬選抜戦に勝った者は、敗者を自分の配下に置けるだけでなく、逆らうことのできない命令を一つ下す権利を得る。

　あの激げき戦せんの最中さなか、佐さ藤とう遙が絶対命令権によって囮にされた可能性は高い。敵に押されて劣れつ勢せいになり、自軍が大挙して撤退してくる場面には僕らも居合わせたし、その撤退がやけにスムーズだったのを覚おぼえている。

「先生は、あたしたちを〝世界を救う勇者〟だって言いましたよね？　勇者は何でもやっていいんですかッ!?　味方を犠ぎ牲せいにして逃にげ延のびるのが勇者なんですかッ!?」

　室むろ井い先生の顔が青ざめて、もはや何も言えなくなっている。教室の誰もが、同じだ。

　あの子の言っていることは正しい。

　正しすぎて────痛い。




　　　　▽△




　すぐに放課後になった。

　僕はいつものように窓を開けて海を眺める。

　校舎の上の方なので、景観もいい。校庭と、中庭がちょこっとだけ見える。その先に護ご岸がんがあって、フェリー発着場がある。

　海辺だ。というか、学校そのものが海上なわけで。

　僕らは軍ぐん艦かん学がく園えんに通っている。

　正式名称はフロッテン海かい洋よう術じゆつ科か兵へい学園、日本校──。

　関東にできた巨大な円形の海、江え戸ど海かいに浮かぶメガフロートの上に築かれた学園だ。

　江戸海は南国を思わせるエメラルド色の海で、空くう間かん断だん層そうと呼ばれる物質の島に彩いろどられている。空間断層は光る島。海面に浮かんでいることもあれば、空に浮かぶこともある。雲のように毎日地形を変えるので、それをカモメたちも判わかっているのか巣を作ったりはしない。

　さっそく下校の船が出始めた。

　本気帰宅部のヤツらが、ウォーターバイクやモーターボートを持ち出して、ハイスピードで帰る。何でそんな一分一秒でも早く帰りたがるかなぁ。ほら、空くう間かん断だん層そうにこすってコケた。波で隠れているヤツがあるから危ないんだってば。

　まあでも、今日は穏おだやかな日だ。

　海はゆるくうねり、カモメもゆったりと飛んでいる。

　古めかしい漁船の立てるぽんぽんという音が、校舎に木こ霊だまして聞こえる。

　教室がしん、となったのでふり返る。

　見てみると、ＬＨＲで泣き出した女子が帰るところだ。みんな気を遣つかっているのだろう。

　あの悲鳴じみた訴うつたえは、放課後になったいまでも僕の胸にわだかまっている。

　僕ら生徒の大半が思っていることだよな。

　滅めつ葬そうに関わってから世界はおかしくなっている。それは考え方だったり、世の中の仕組みだったり。人類滅亡の危機なんて大前提があるから誰だれも吞のみ込こんでいるけど……。

　掃除当番のヤツらが机つくえを下げ始めた。窓まど際ぎわに立っている僕は見み逃のがしてくれるみたい。

「師し匠しよう──」

　寄ってきたエルフが僕の横に立って、海を眺め始める。

　潮しお風かぜが吹き込んできて、エルフの髪かみを揺らす。エルフはなびくまま身を任せて、微ほほ笑えみながら目を閉じる。

　神こう々ごうしいぐらいに綺き麗れいで、息を吞む。黙だまっていれば、こいつはどこまでも美しくなる。手が届かないと思ってしまうほどに……。

「日下部くさかべはＭＭＭの活動があるそうです」

「そっか」

「今日の演習は……」

　目を僕へと向けた途と端たん、エルフの表情が曇くもる。

「……元気ないですね」

　バレちゃったかぁ。

「打ちのめされるよな……ああいうのって」

　僕は、アルマを一度失ったから判る。自分が大事に想おもっていた人が死ぬ、っていうのは心を削そぎ落おとされることなんだ。死んだ者に心が近ければ近いほど、失った痛みが大きくて、それは本人たちにしか判らない痛みで──。

　…………。

　アルマと二人、あれから二日間エアライナーで過ごして検査を受けた。アルマはその間も元気だったし、取り乱した様子は一切見せなかったけど……。

　アルマに死が迫せまっている。恐ろしいほど高確率な死だ。

　冗じよう談だんじゃない。あいつの死を二度も見るなんて。

　絶対に助けなきゃ……。

「エルフ……」

「はい？」

「もう一度、天てん使しと戦って勝つ自信ある？」

「…………」

「……だよね。僕だってない」

　もう一度、天使を倒す──。これが、アルマの命を存続させる条件だ。

　ブルクハルトはあの日の交渉の場で、こう言った。




『吉よし岡おかくん。君は天使を見てどう思ったかね？』

『天使っていうか……バケモノみたいでしたけど』

『あれはかつて聖なる存在だったのだよ』

『はい？』

『滅めつ葬そう作さく戦せんとは、次じ元げん壊かいを引き起こす《次元力》の所有を巡めぐる争いという理解でいい。だが、次元力がもたらすのは力ばかりではない……』

　ブルクハルトは一いつ瞬しゆん、小こ町まちへと視線を向ける。

『次元力は、その持ち主を崩くずしていくのだ。破は壊かい衝しよう動どうを高め、精神を壊こわし、最終的には世界を憎み始める』

　言葉がない。

　代だい償しようと言うにはあまりに重い。そんなの、一つしか結末が思い浮かばない。

『君はアルマを生かせと願ったが、ならば道は一つしかない。次元力を抑おさえ込こむ療りよう法ほうはあるが、長くは保もたない。タイムリミットの間に、君が再び天使を殺し、アルマが天使化の第二段階に進めば、天使の翼つばさを得ることができる。そうすれば精せい神しん崩ほう壊かいに歯止めがかかる』

『希望がある、ってこと？』

『残念なことに希望は少ないのだよ。君は難局に立ち向かうことになるだろう。君たちが葬ほうむった天使〈堕おちたる者ものアルマロス〉よりも遙はるかに強い、第二天使〈神かみの雷らい光こうバラキエル〉の首を刎はねなくてはいけない』

　ブルクハルトは非情な目で、僕を見つめながら告げた。

『これが達成できなければ、君はアルマを失うだろう』




　……あの日。

　僕は途方もない無む理り難なん題だいを押しつけられた。天使を、再びこの手で葬らなければいけない。

　そんなことが可能なんだろうか……？

　滅めつ葬そう戦せんに唯ゆい一いつ立ち向かえる柩きゆう艦かんエルフリーデをもってしても、勝利できたのは奇跡だった。あれ以上に強い天てん使しが襲しゆう来らいすれば……。

　途方もないことを引き受けてしまった気がする。

　服の後ろを摑つかまれて、思し索さくを止める。エルフが心配そうな顔で見つめてくる。

「元気、出して下さい……師し匠しよう」

　おいおい……空気読めない界の最さい高こう峰ほうとして人間国宝に推おす声も大きい、気を遣つかわない道を究きわめた孤こ高こうの天才エルフさんに心配されるとは何事だよ。

「……師匠、いま心の中でエルフをすっごくバカにしたでしょうッ!?」

「大丈夫。まだ見放さないから」

「ええぇ──っ!?　見放すとかゆーレベルまで下がってますかッ!?　待って下さいってば！」

「あーもう。抱きつくなよ、うっとおしい」




「──ちょっと、そこの二人！　過度のスキンシップは校則違反ですよッ！」




　怒鳴りつけてきたのは、日下部くさかべだ。

　黒くろ髪かみストレートの風ふう紀き委い員いん長ちよう。あいつに校則違反を見つかるとただじゃすまない。

　思わずエルフと並んで土下座。

「裏学級会にかかる前に、言い残すことはありますか？」

　裏学級会とは、風紀秘密結社ＭＭＭの行う審しん問もんのことだ。審問にかかると《矯きよう正せい室しつ送り》になって「ハイ」しか言えない人肉ロボットになって帰ってくる、という噂うわさだ。

「違うんだ、日下部！　これはその……エルフの感情表現が大げさすぎて」

「師匠が悪いんです！　可か愛わいいと評判のエルフにいじわるばっかりして」

「貴方あなたたち、反省の色がないようですね」

　ひぇぇえええ──っ、日下部が指をポキパキ鳴らし始めたぞ！

　とりあえずエルフとアイコンタクトして、猛もうダッシュで逃とう走そうしたよ。




　　　　▽△




「……ハァハァ…………ここまで逃げればいいか……」

「そうですね……」

　日下部も風紀取とり締しまりのパトロールがあるから、途中で追って来なくなるのを見込んでいたけど、それでもかなり追跡された。

　校舎と校舎の間にある薄うす暗ぐらい隙すき間まに入って、エルフと一緒に呼吸を整えている。僕もエルフも汗だくだ。

　ふと、エルフの胸の谷間が目に入った。そこには赤く光る紋もん章しようがある。

　柩きゆう章しよう、というものだ。フュルギアはみんな、この柩章を持っている。力の源みなもとであり、これがなければ《艦装クライド》もできない。

　エルフと目が合った。

　我われに返って目をそらしたけど、遅かった。

「……師し匠しようッ？　いいいい、いま……」

「見てない！」

　ちらっと見たら、エルフが真っ赤な顔をしている。

「違う。葬そう技ぎ出ていないかと思って……」

「あ……出てないです」

　しょげた声になった。

「エルフは、一生出ないんでしょうか」

「そんなことないだろ。まだレベル１だし」

「アルマを救うために、天てん使しを倒さなきゃいけないんですよね？　エルフが弱いままじゃ、天使に勝てませんよね？」

　答えに詰つまるような質問してくるなよ。

「おまえだけじゃない。僕も成長しなきゃいけないし、艦かん隊たいのみんなもそう。僕らはチームなんだよ」

「はい……」

「とりあえず、鞄かばんないけど下校しよう。ブルクハルトが用意したっていう僕の新しい家、どこにあるのか小こ町まちに訊きかなきゃいけないし」

「あ。それなら知っています。凄すごく判わかりやすい場所ですから」

「……へ？」




　　　　▽△




　さて、ここで問題。

　家は〝コピー〟できるだろうか……？

　どういうわけだか、レーザーくらって地上から消え去ったはずの僕の家が、完全再現されている。寸法から家具から傘かさや靴くつといった生活用品まで、まったく同じ。コピーしたみたいに、寸すん分ぶん違たがわない『僕の家』が目の前にあるんだよ。

「……ここまでするのか。メーア・シュロス財団」

　でも、一つ許せないことがあって。

　玄関ドアを開けると、目の前が白い砂浜。その先に海が広がっている。近くにパラソルとビーチチェアが並び、三本の椰や子しの木がある。

　燦さん々さんと降りそそぐ強きよう烈れつな太陽は、僕がいまどこに居るかさえ忘れさせる。

「ここって海かい中ちゆう要よう塞さいなんだよね？」

「海中要塞《オケアノス》の演習空間でございます」

　真横から声がして一いつ瞬しゆん竦すくんだけど、そこに現れた幼女には見み覚おぼえがある。

　小こ町まちだ。このオケアノスの管理人で、《転送》という能力を持つスク水メイド。

「どうして演習空間に作った？」

「アクセス抜群なので」

「離れ小島じゃねえかッ！」

「あるいは」

「あるいは、じゃねえッ！　どうすんだよ。母さんも闇やみ子こも《艦装クライド》ねえんだぞ！」

　海うな原ばらにぽっかり浮かんだ、ドアを指差す。

「あの沖にあるドア、あれしか入り口ねえんだろッ？　闇子はともかく、母さんにフュルギアは、年ねん齢れい的てきにムリだし。どうやってここまで来るんだよ」

「お母様は案外楽しんでおられるようで」

「はァ？」

　とっぱあん、と水音がした。

　イルカに乗った母さんが、僕に手を振っている。手に銛もりを持って、カラフルな魚を突いている。

「お兄ちゃん、今夜はお魚の塩しお釜がま焼やきですからね！」

　何あの順応力……ウチの母さん元気すぎだろ……。

「闇子は？」

　質問は空から振ぶりだった。もうすでに小町の姿がない。ホント神しん出しゆつ鬼き没ぼつだな、あいつ。

　トロピカル・テイストなビキニ水着にビーチボール所持という、遊ぶ気満々な格かつ好こうのエルフが答える。

「朝、転校の手続きに行くって言ってましたよ？」

「転校ッ!?　初めて聞いたんだけどッ？」

　闇子は内陸側の私立中学校に通っていたはずだ。あ──そういや、その学校が滅めつ葬そう戦せんのときのレーザー攻こう撃げきで吹き飛んだ、ってニュース番組で言っていたっけ。避難済みだったので生徒は無事だったそうだけど。その流れで軍ぐん艦かん学がく園えんに編入……？

「師し匠しよう、それより遊びましょうよ！」

　寄ってきたエルフの両りよう脚あしを摑つかむと、ジャイアントスイングで海に投げ入れる。ビーチボールもぶつけてやった。

「やーんっ、激はげしいですよぉ！　恋人同士なんですから、もっと優やさしく……」

「誰だれが恋人同士だ！」

「…………楽しそうだな」

　声の主ぬしは、二階の窓から顔を覗のぞかせている。あの小さいアルマだ。

「おまえも泳げば？」

「そうだな……」

　アルマは窓辺に立って、嬉うれしそうに海を眺めている。

「しかし、いまはやめておく」

　服を引っぱられた。小こ町まちだ。小声で僕に言う。

（ヒルフェ剤を投与致しましたので）

　……ああ。

　アルマは亡なき骸がらの涙なみだ。人の形を保つ薬であるヒルフェ剤を投与しないと、水になって溶けてしまう。

　エルフは『調ちよう整せい時じ間かん』に検査して、場合によって少量を投与すれば済むほど〝丈夫な身体からだ〟だけど、アルマはそうもいかないのかもしれない。

　しかも次じ元げん力りよくの精せい神しん浸しん食しよくを食い止めるためにも、ヒルフェ剤が必要らしいし。

　そんな事情なのに全然配はい慮りよしていない……僕って、思いやりが足りないなぁ……。




「……何、へこんだ顔してるのよ」




　声の主は少女。背丈は中学生みたいだし、実じつ年ねん齢れいも中学生だけど、飛び級で高校一年生。

　野の尻じり茜あかね子こ──。

　気の強そうな子猫みたいな吊つり目め。髪かみは赤毛。欧米人っぽさを感じるけど顔の作りそのものは日本人。

　赤毛のツインテールを結ぶところからアンテナが延のびていて、ジジジって電光を放っている。

　シュラフトで僕のパートナーを務めた電でん子し指し揮き艦かんビートルワゴンの〝中の人〟──。

　敵だったけど、いまはチームメイトだ。

　海岸の方から素足で歩いてきたらしく、片足を上げて足裏についた砂をぱんぱんしている。

　水玉模様のお子様感溢あふれるビキニ水着という格かつ好こうをしている。海面を歩けるはずなのに、浮き輪も装備している。

　上から下まで確認。

　……。うん……。

「──ちょっとあんた」

「へ？」

「いま上から下まで眺めたあと、すっごく気の毒そうな目をしたわよね？　何なのそれ。あたしが残念ってこと？　具体的に何が残念よ？　背？　顔？　色気ないってこと？」

「…………そんな目、しておりません」

「何で急に敬語よッ？」

「背とか、顔とか、胸とか、何も言ってないし！」

　茜あかね子この顔が、鬼おにになった。

「あたし胸って言ってないわよね？」

「校則違反の臭においがします！」

　海の方で、バンッ──って音がした。海上のドアが蹴けり開あけられた音だ。

　ぽゅん、ぽゅん、と豊満な胸を揺さぶりながら、ビキニ姿のあいつが海を駆かけてくる。

　日下部くさかべだ。僕の目の前に来て、腕組みする。

「そう言えば吉よし岡おかくん、やたらおっぱい見ますよね？」

　エルフが〝女側〟の立ち位置にさりげなく入って、僕を指差す。

「日下部とおっぱい比較されて、何度つらい目に遭あったか」

　仕方ない、ここは土下座だ。

「おっぱいのチラ見は、校則第三四項によって禁止されています。こんなことで吉岡くんを死刑にしたくはありませんが……」

「チラ見で死刑っておかし──ぶッ、」

　後頭部を茜子に踏ふまれて、顔を砂に押しつけられてぐりぐりされた。

「黙だまって聞いてなさいよ。あたしが私刑にするわよ？」

「茜子、許してェェ！」

「茜子さんって言いなさいよ」

　うわー、後こう輩はいにさん付け要求されたあぁ……。

「許して下さい、茜子さん、日下部さん、エルフ……」

「エルフリーデさん、ですよね？」

「……エルフリーデさん、すいません」

「あらあらお兄ちゃん土下座して。悪いことしたの？」

「してないよッ!?」

　母さんが魚の入った網あみを持って歩いてくる。

「お母さん、エルフが持ちます」

　エルフがあざといスマイルをしながら網を持つ。

「お兄ちゃん、闇やみ子こちゃんを呼んでね」

「居るの？　確か転校の手続きに行ったって……」

「さっき帰って来たわよ」

　怖いけど仕方ない。呼んでみるか。

「──おーい、闇やみ子こ！」




〔お兄ギャぁぁぁあああん──ッ！〕




　拡声器で増ぞう幅ふくされた声が響ひびき渡わたったかと思うと、突とつ如じよ──海面に波しぶきが立ち、刃やいばに似た形の巨きよ大だいで黒い何かが、海面からジャンプするように突き出てきたかと思うと、砂浜の砂を抉えぐるように僕らへと突とつ撃げきしてきて──、

　腰が抜けた！　逃げなきゃダメなときも抜けるんだな、腰ってッ！

　巨大な黒い何かは、目の前まで来て、ぴたっと止まる。

「…………た…………助かった……？」

　上の方で足音がしたので見上げていたら、人影が見えて……。

「深海から駆かけつけました」

　妹の闇子だ。

　色白の肌に黒くろ髪かみ。ホラーっぽい顔の女子中学生。着ているのは魔ま女じよをモチーフにした戦せん闘とう服ふく。袖そでが大きすぎて指の先しか出ていない。

「格かく闘とう中ちゆうでしたが、お兄ギャんが喚よんでくれましたので。闇やみの契ちぎりを結びますか？」

「何だか判わからないけど、悪い予感しかしないから結ばないでね!?　……って。格闘中？」

　妹の背後から、六メートルぐらいありそうな吸きゆう盤ばんつきの白い触手が浮上してきて、いきなり僕を摑つかんで──えええええええええええええぇぇ──っ!?

　上空に持ち上げられたので、その触手の正体が見えた。

「ダイオウイカじゃねえかァァアアアアア──ッ！」

「ダイオウイカ・ウォーリアーの田た中なかさんです。潜せん水すい格闘技を教わっております」

「潜水格闘技？　教わる？」

　あ。空から見ると、この黒い巨大な物体は潜せん水すい艦かん……？

　潜水艦が何でここに……？

　そういえば闇子が戦闘服を着ているし、まさか──、

「──てッ、わああああ！」

　引っぱられて、僕が向かう先はダイオウイカのクチバシだ。

「食べないでぇええええええええええ──っ！」




　　　　▽△




　夕食のあと、暗くなった砂浜に立って集まる。

　てか、いいかげん水着やめて欲しい。他はともかく、日下部くさかべの胸は凶きよう器きなんだから。

「……ふぁはあ」

　エルフがあくびしている。久々の演習だからだろう。このだらけたムードから払ふつ拭しよくしよう。

　僕は《茜あかね子こ艦かん隊たい》に負けて配下にされたけど、指し揮き権けんを譲ゆずって貰もらって《吉よし岡おか艦隊》として復活した。その気持ちに応こたえるためにも、しっかりと訓練させて勝利に導みちびかないと。

「エルフと日下部くさかべは、基き礎そ訓練ね」

「判わかりました」

「えー……」

　エルフがぶーたれたので蹴けり倒たおしてやった。

「おまえだよっっ、主おもにおまえが危ないんだよ！」

「エルフ天才ですよねッ？」

「艦かん砲ぽう射しや撃げきと水すい上じよう機き操そう縦じゆうはな」

「それだけあれば勝てますよ！」

「現代戦はそっちが主流じゃねーんだよ！」

「ミサイルなんて邪じや道どうですよッ！　対馬つしま沖おき海かい戦せんにおいて時の指揮官、東とう郷ごう平へい八はち郎ろう大たい将しようは敵てき前ぜん大だい回かい頭とうの奇き策さくを決断し、数で勝まさるバルチック艦隊を……」

「日にち露ろ戦せん争そうを参考にすんなっっっ」

　とりあえず《艦装クライド》させる。日下部が赤い顔して「あっち向いてて下さい」と言うので、反対を向く。閃せん光こうが三つ上がったので、目を戻す。海に三隻せきの柩きゆう艦かんが浮かんでいる。

　リーゼ級巡じゆん洋よう戦せん艦かん──エルフリーデ。未み来らい艦かんと呼ばれる分類で、電でん磁じ砲ほうなどの未来装備を格安で装備できる有利な艦。しかも大きさは超ちよう弩ど級きゆう。アメリカの原げん子し力りよく空くう母ぼよりもやや大きい。双そう胴どう艦かんという、二つのボディを甲かん板ぱんで一つに束たばねた形をしている。

　ルン級地じ面めん効こう果か翼よく機き艦かん──日下部。通称はウィグ。航空機でもあり艦でもあるという変わり種。海面を低空飛行して移動する超レアシップだ。見た目は航空機のそれに近い。

　ブルーリッジ級電でん子し指し揮き艦かん──茜子。通信、電子戦、情報戦に突出した指揮専用の艦。強きよう襲しゆう揚よう陸りく艦かんをベースに設計しただけあって、戦せん闘とう能力は低いけど、多種多様のアンテナやレーダードームが積まれていて、敵の探知や電子攪かく乱らんに優すぐれている。電子装備が波を被かぶらない工夫なのか、他の艦よりも甲板が高いように見える。

　滅多にない柩艦が三隻並ぶと壮観だなあ。

　ウィグの装そう甲こうが赤くなって、スピーカー音声が響ひびいてくる。

〔お尻しりの方からじろじろ見ないで下さい……〕

「そういうこと言われたら意い識しきしちゃうじゃん！」

　茜子以外には、前の戦闘の損そん傷しようが残っている。

　日下部は二発ほど近きん接せつ爆ばく発はつをくらって、胴体に裂傷がある。防空にアクティブ防ぼう護ごシステムを使っているけど、ギリギリで爆発させるからどうしてもダメージが入る。

　エルフの方はボコボコ。甲かん板ぱんは穴だらけで、特に艦かん首しゆの辺りが抉えぐり溶とかされている。大だい規き模ぼ破は壊かいレーザーくらったからこの程度で済んでラッキーって感じだけどさ。

　メンテナンスからだね……。

「とりあえずエルフから。転送して」

　巡じゆん洋よう戦せん艦かんから、スピーカー音声が響ひびいてくる。

〔転送ってどうやりましたっけ？〕

「……茜あかね子こ、中継して」

　電でん子し指し揮き艦かんから、スピーカー音声が響いてくる。

〔仕方ないわね〕

　僕の目の前が光に吞のまれ、見える景色が変わる。いったん茜子の戦せん闘とう指し揮き所しよに喚よび出だされて。

　茜子が、ちょっとむくれた顔で音声コマンドを告げる。

「コマンダー転送、僚りよう艦かん、エルフリーデ・ヴェンデルガルト・藤ふじ原わら──」

　ようやくエルフの戦闘指揮所に着いた。

「師し匠しよう、ようこそエルフの艦ナ内カへ！」

[image: ]

　エルフが戦闘服姿で出迎える。

　ただしこいつは、本体じゃない。本体は〝この艦〟なんだ。

　いまは柩きゆう艦かんの方が本体であって、いま目の前にいるのは幻げん体たいという仮の姿。コミュニケーション端末のような扱いの、おまけなんだ。

　コマンダーシートに行こうとしたら、エルフの幻げん体たいが道を塞ふさいでくる。

「ほら、師し匠しよう。露ろ出しゆつの高い戦せん闘とう服ふくですよ。絶対領域見せていますよ？　ほらほら」

「…………」

「……師匠、どうしてエルフの頭を見ていますか？」

「エルフの髪かみって、ぴんと立つとたけのこみたいだよな」

「はァァァアア!?　キツネ耳みたいで可か愛わいいと、概おおむね好評ですよ！」

　怒っているエルフの脇わきを抜けて、コマンダーシートへ。

「さてと……たけのこちゃん、始めるよ？」

「たけのこネタは引っぱらないで下さい！」

　ドックメニューのウインドウを出す。艦かんの状態を表すステータスが表示されている。燃料、砲ほう弾だん、共にスカスカ。そしてダメージだらけ。

　ウインドウを指でなぞって範はん囲い指し定ていして、修理ボタンを連打。補給もして……、

　……水すい貨かが切れた。水貨は仮想通貨。これがなきゃメンテナンスも改修もできない。

「水貨が全然足りない」

　水すい上じよう機きのメニューを見る。

「滅めつ葬そう零ゼロ式しきが残っているな」

　滅めつ葬そう戦せんに参加したとき、水貨が無限設定になって買えた、っていう特とく殊しゆな状況だったから抹まつ消しようされたかと思ったよ。嬉うれしいけどダメだ。燃料も弾薬も値段が高いので運用できない。

　コンソールにへたり込む。

「あー……カネだ、カネ。格差社会って厳きびしい」

「えっ？」

「天てん使しに勝つどころじゃなかった……」

「えええ？」

「天使との滅葬戦を互角以上に戦うにはレベルアップが必要になる。だからレベルを上げるためにも選抜戦に出ないといけない」

「じゃあ選抜戦に出ます！」

「選抜戦に出たとしても、いまの稼かせぎでは、メンテナンスも満足にこなせない。それが原因で勝ちを拾えなくなると大変なことになる」

「どうなりますか？」

「装そう甲こうにダメージが残ったまま、満足な弾薬も積めずに、負け覚かく悟ごで選抜戦に出なきゃいけなくなるかも」

　五秒くらい、エルフはきょとんとしていたよ。

「……直さないんですか？」

「水すい貨かがない」

「エルフ、強いんですよね？」

「強いよ？」

「じゃあ、絶対に勝ちは拾えますよね？」

「拾えないよ？」

「何でですかァァアアア──ッ!?」

　エルフが半泣きで走ってきて、僕の胸をポカポカする。

「巡じゆん洋よう戦せん艦かんは強いけど、その理由は〝艦体が大きいから多くの兵装を積める〟からなのね。でも大きければ燃料も弾だん薬やくも多く消費する。日々のメンテナンスで水貨が出ていって、改修に水貨が回らない。ずっと弱いままってわけ」

　理解してきたんだろう。エルフはポカポカをやめて、青い顔で立たち尽つくしている。

「シュラフトのときは、最初は弱い相手選んで戦う……ってやれたんだけどさ。こっちはそれができないから、どうにもならないな」

　放心状態だったから背中を押してフュルギアシートに戻らせた。

「ないものねだっても仕方ないよね。とにかくいまは、おまえのスキルアップ。今日は操そう艦かんをやってみようか」

　航こう標ひようを使っての海かい図ず指し定てい以外にも、操艦方法はたくさんある。その一つである回かい頭とう、速度を指定できるマーカー指示を教えた。案の定、なかなかできない。

「普通に舵かじを取った方がよくないですかぁ？」

「バーカ。操艦に付きっきりになっちゃうだろ」

「戦記モノでは声で指示するじゃないですかぁ？」

「それもできる。音声コマンド」

　エルフの幻げん体たいが居るオフィサーシートに行き、横からウインドウを出してやる。

「基本コマンドのリストがこれ。オリジナルのコマンドも登とう録ろくできるよ」

「何百個もコマンドがあああああああああああああああ────っ！」

　エルフがいきなり頭を搔かきむしって、コンソールにうずくまったぞ。

「そんな哀あわれむような目で見ちゃイヤです！」

「どうしろっていうんだよ。まあ、本日の演習を言い渡すぞ。迷路脱出」

「迷路……？」

　僕は演習メニューを開き、暇ひまなときに作っておいたフィールドマップを実行する。

　海上に、空くう間かん断だん層そうでできた迷路が生まれる。

「……へ？」

「この迷路を、出口まで行くこと」

　エルフは海図を覗のぞき込こんで青ざめている。

「道、狭くないです……？」

「ちゃんとおまえの幅で計算して作ってあるよ。回かい頭とう指し定ていさえ完かん璧ぺきにできれば通れる」

　エルフは航こう行こうウインドウと格かく闘とうし始はじめた。通信ウインドウを開き、日下部くさかべを呼び出す。

「次、日下部」

〔了解しました〕

　すぐに転送が開始されて、日下部の戦せん闘とう指し揮き所しよに移る。こいつの指揮所は艦かん首しゆ、つまりコックピットになる。窓があるので明るくていいけど、明るすぎてウインドウが見づらいときがあるんだよね。

　日下部の幻げん体たいが横にいる。目が合うと、ぴこっと、頭の上のケモノ耳が立つ。

　日下部のお尻しりを見る。黒いしっぽがあって、ひょこひょこ動いている。

「あざといなあ。語ご尾びにニャンつけてみて」

「女性に萌もえを強要するのは校則違反ですよ！」

　お、日下部がレベルアップしている。ウィグはコルベット扱いだから成長も早いのか。燃料はかなり大食いだけど、修理費用も安めだし。使える柩きゆう艦かんだなあ。エルフとは大違い。

「コックピット前の機き銃じゆうを高こう角かく砲ほうに改修するよ？」

「あ、はい」

　演習メニューを考える。

　エルフと同じ時期に始めたのに、操そう艦かんは難しいところまでマスターしている。エルフと同じメニューやらせても意味ないな。

「今日の演習だけど、対ボット戦をやって貰もらう」

「どういったものですか？」

「ウジャウジャ迫せまるボットの大軍を、弾だん数すう制限無限の兵装で撃うちまくるっていう、猛もう特とつ訓くん」

　演習ウインドウの設定をしていく。リストを指でスクロールさせていったら、急に日下部が僕の方に身を乗り出し、リストが流れるのを止めてきた。

「このダメージコントロールって項目、何ですか？　前から気になってたのですが」

「敵に攻こう撃げきを受けたとき被害を最小限に抑おさえるのが、ダメージコントロール。でも、ここでは演習ウインドウのメニュー内だから」

　さらに身を乗り出して、ウインドウのメニューボックスを開ける。

「なるほど。ここではそのダメージコントロールを自動でやって、他の訓練に集中させるかどうかを選ぶわけですね？」

　訊きいてきたけど、僕は答えるどころじゃなかったよ。

　あの日下部が、僕の肘ひじにおっぱい押しつけているんだから。何この途方もなく柔らかい物体。幸せ死しそう。

　日下部が鼻をくんくんする。

「邪じや念ねんの臭においがしますよ……？」

「ち、ちが！」

　自分の胸が当たっているのに気づいて、猛もうスピードで顔が赤くなっていく。

「おさわりは校則違反ですよォォオオッ！」

「待て、おまえが──ぼゲッ」

　向こうから寄ってきたのに殴なぐられるとか、ホントもう。
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「…………あんた、そのアザは何なのよ？　殴られたの？」

「スルーして。茜あかね子こ」

　ここは茜子の戦せん闘とう指し揮き所しよ。僕の座るコマンダーシートには、他の柩きゆう艦かんよりも多くのコンソールが集まっていて、ウインドウも多く表示できるし、処理できる情報も多い。それが電でん子し指し揮き艦かんの特徴でもある。

　艦外のカメラ映像を見る。海が暗い。今日はあと一時間くらいかな。

「……ふぅ」

「何？」

「いや、何だかんだ言って、おまえの指揮所が一番安心するよ」

　返事がないので目を向けたら、茜子の幻げん体たいが顔を真っ赤にしている。

「顔が赤いけど、風か邪ぜ？」

「違うわよバカ。さっさと改修に入りなさい」

「改修、たってなあ……」

　ドックウインドウを開いて柩艦茜子のステータスを確認しても、改修すべき項目が見つからないほど、ビシッと整備されている。補給もバッチリ。

　例えばデコイっていう、敵の攻こう撃げきを躱かわすための兵装も、通常のブルーリッジ級ならミサイル用の一種類だけしか積んでいないんだけど、ちゃんと改修して、魚ぎよ雷らいを躱すためのデコイも積んである。僕がよく使うのを知っているから、予あらかじめ入れてくれたんだろう。

「やっぱいいな。茜子は手間がかからないっていうか」

「じゃあ、決めること決めましょうよ」

「決める？」

「編成よ」

　重要事項だな。

　茜子がウインドウを投げてよこす。指で摘つまんでキャッチして、ステータスを確認する。

「杉すぎ本もと涙る衣い──ひゅうが型護衛空母ＤＤＨ。第一術じゆつ科かコース、一年二組。現在レベル３」

　お。現代における現げん役えき艦かんだね。フュルギアの多くは現代の現役艦になることが多いのに、うちのメンバーはなぜか未み来らい艦かんや旧きゆう式しき艦かんが多いから、逆に新鮮に感じる。

「ヘリコプター搭とう載さい護ご衛えい艦かんか」

「甲かん板ぱん改修で垂すい直ちよく離り着ちやく陸りく機きなら積めるし、管かん制せいシステムの未来化も更新済み。一六セルのミサイル発射基もついているから、対艦攻こう撃げきも可能」

「即戦力じゃないか」

「問題は一つ。滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんに乗り気じゃないってこと」

「何なに気げに致命的な……」

「すぐにはやめないわね。でも長期的には危あやういかも」

　いまやっているのは、いわゆる値ね踏ぶみだ。所属艦が使えるかどうか、話し合っている。

「次のファイルちょうだい」

「沖おき三姉妹──ガヴロン級コルベット。第二術じゆつ科かコース、一年二組。現在レベル６」

「んー……ガヴロン級ってポーランドの艦だっけ？　兵装はまんべんなく、だね。確かに茜あかね子こが選んだだけはある。けど……」

　敢あえてその言葉の先は言わなかった。

　言わなかったのに、茜子も訊きかない。まあ、判わかっているんだろうな。

　簡かん単たんに言えば、コルベットは先がない。

　レベルが上がっていく段階になっても、大幅な戦力アップが見込めない。それがコルベットという艦種が共通して抱える悲ひ劇げきなんだ。

　一応、人物ボタンも押す。沖星ほし歌か、沖月つき歌か、沖陽よう歌か──幼い顔立ちの可か愛わいい姉妹だ。みんな同じ顔だぞ。三つ子かな？

　趣しゆ味みが『ポージング』に『ユニゾン』に『勝手にアイドル』……？　何だこれ。

「次行くわよ。ニューフェイスで戦えそうな子。小お田だ瞳ひとみ──デスティエンヌ・ドルヴ級通つう報ほう型がたフリゲート。第二術科コース、一年四組。現在レベル２。それと石いし原はら美み園その──パース級駆く逐ちく艦かん。第三術科コース、三年一組。現在レベル３。初期型の防ぼう空くう艦かんね」

　どちらも地味に強いけど、育成には手間がかかりそう。やる気次第かな。

「……滅葬戦は積極的？」

「じゃないわね。動かすには絶ぜつ対たい命めい令れい権けんが要いるタイプ」

「そっか。なら、様子見で」

「残りのザコはこれ」

　パソコン用のメモリカードで渡してきやがったよ……。

「ザコとか言うなよ」

「仕方ないじゃない。使えないヤツは、たとえ巡じゆん洋よう艦かんだって使えないんだから」

「じゃあ編成の話も終わりかぁ。他にやることは……」

「あと一人いるでしょ」

「誰だれ……？」
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　演習終わり──で、玄関ドアの前に集まって反省会して解散の流れ。

　じゃあね、って帰りかけたら、茜あかね子こに引ひっ摑つかまれた。

「……やんなさいよ」

「いまから？」

「いまから！」

　茜子の剣けん幕まくに、帰りかけた面々がきょとんと立ち止まる。

　日下部くさかべがおそるおそる訊きいてくる。

「何事ですか？」

「吉よし岡おか闇やみ子こをスカウトするのよ」

「闇子さん中等部ですよね？　確か中等部って滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんに自由参加では？」

「そう。まあ、本人がやりたいって言わない限り──」

「わたしは構かまいません。お兄ギャんが、どうしても必要だって言ってくれるなら」

　あちゃー……闇子の部屋の窓が開いている。暗い部屋から、闇子が見下ろしてくる。

「お兄ギャんが、どうしても必要だ、って言うなら禁きん断だんの契けい約やくを結びます……」

　怖い。これ絶対に結んじゃダメだ。

　無言でいたら、茜子が足を踏ふんできたよ。顎あごをくいっとやって『言いなさいよ』ってジェスチャーしてくる。

「ヤミコ……ガ……ヒツヨウ……あだだだッ！」

　茜子のアンテナから電でん撃げきが飛んできた。

「死んだ目で棒ぼう読よみすんじゃないわよ！　闇子様お願いします、って言いなさいよ」

「くぅ……闇子様、お願いします」

「一日一〇〇通ほど返信して貰もらえますか？」

「すいません、どうか一日一〇通で！」

　闇子が不ふ機き嫌げんそうに目を細めたので、とりあえず土下座。

「お願いしますぅぅうう──っ！」

「仕方ないですね……」

　よかったぁ。あの病やんだメールに一〇〇通も返したら、お兄ちゃん人格変わっちゃう。

「これで、うちの艦かん隊たいも潜せん水すい艦かん確保したわね」

　日下部が訊たずねる。

「潜せん水すい艦かんって、そんなに強いんですか？」

「対潜装備っていうのは、対潜以外に使えないからあまり購こう入にゆうしたくない。つまり改修に対するプレッシャーだね。ちゃんと対たい策さくしても不意打ちされるし、厄やつ介かいな相手なんだ」

「へぇ……まだ知らないこと、いっぱいあるんですね」

「帰るわよ。明日も学校なんだから」

　本日の演習、終了──。今日も疲れたなぁ。
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　学生の仕事は勉強じゃない。勉強は副業みたいなもので、とにかく放課後を目指して全力を尽つくすのが、主おもな任務──。

　まあ簡かん単たんに言うと早く帰りたい。

　なので、さようならを言ったあとは心の底からホッとする。

「ねえ、武ぶ士し女おんなって知ってる？」

　お？　女子たちがヘンな噂うわさ話ばなししている……。

「江え戸ど川がわの土手で、木ぼく刀とう持って練習している女の子がいるんだって」

「知ってる！　動画撮とられてＹｏｍｅｔｕｂｅヨメチユーブにアップされて『現代の忍にん者じやだ』って海外で話題になって再生回数が七〇〇万突破したんだよね」

「確か、柳生やぎゆう十じゆう兵べ衛えの末まつ裔えいじゃなかった？」

「佐さ々さ木き小こ次じ郎ろうの弟で子しだって、ウチのお兄ちゃん言ってた」

　いやいや、その方のお弟子さんは、年ねん齢れい的てきに生きてないから──。

　いわゆる都市伝説ってヤツかな。日本は平和だねぇ。

　皆が慌あわただしく帰り支度をする中、僕は窓を開けて潮しおの匂においを嗅かぐ。

　あー……この開放感。放課後からようやく『生きている』って実感が湧わいてくるよ。

「しーしょぉ♪」

　僕の横に、ウザい子が来たね。

「ねえ、日下部くさかべが校内見回りですよ。演習まで時間できましたね！　食堂のクレープ大人気だそうです。一緒に食べましょう！　交互に食べて、半分こみたいな？　きゃわっ☆」

「……エルフ。頼みがある。コーヒーのパックのヤツ買ってきて。エルフのも奢おごるから」

「ハイパーダッシュで行ってきますよ！」

　スカートを靡なびかせて全力疾しつ走そうしていったよ。この間に、もちろん鞄かばんを持って下校する。

「アホで助かるなぁ……」

　スマホの電源を切る。妹のメールが大量に届くし、点つけておくとクラッキングしてくるチームメイトがいるわけで。

　玄関を出て、エルフに会わないように大回りのコースで歩いていたら、中庭のところで道を塞ふさがれた。

「──少年」

　一いつ瞬しゆん、自分がどこに居るのか判わからなくなった……。

　だって僕の目の前に立っているのは、新しん撰せん組ぐみみたいな羽は織おり袴はかま姿すがたの女の子なんだから。

　しかも、刀かたなを背負っている。彼女の背よりも大きい刀で、おそらく斬ざん馬ば刀とうって種類。

　武ぶ士し女おんな、だ。さっき噂うわさを聞いたばっかりなのに、もう出会っちゃうなんて……。

　さらに驚おどろいたのは、顔が日下部くさかべにそっくりだってこと。

　雰ふん囲い気きが大人っぽいし、胸もやや大きいけど、そっくりだ。

「つかぬことを伺うかがうが。舞まいをご存じではあるまいか」

「舞って……まさか……」

「失礼仕つかまつった。尋たずねし者ものの名は日下部舞、この寺てら子こ屋やに通うものと聞いて馳はせ参さんじた」

「貴方あなた、誰だれですか……？」

「我われは日下部凪なぎ。舞の姉にあたるものぞ」

　日下部のお姉さん──？

　おいおい、日下部の実家って三しや味み線せんの教室とか言ってたよな……？

　だったら、お姉さんが帯たい剣けんしているのは、あまりにおかしいだろ──。
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〔三しや味み線せんの教室ではないわよ〕

　スマホから聞こえてくる茜あかね子この声は、あからさまに不ふ機き嫌げんだ。

「じゃあ何？」

〔無む念ねん流りゆう分ぶん派ぱの道場ね。宝ほう暦れき年間から創始されたけど、いまは門下生も少ないらしいわ〕

「……そこだけはホントなんだね」

　宣伝したいから滅めつ葬そう戦せんやる、なんて言っていたのに宣伝してないから、おかしいとは思っていたけどさ。とりあえず、日下部くさかべは至急と言って呼び出してある。来るまでに茜子に事実確認して貰もらったわけ。

「情報ありがとう」

〔気をつけなさいよ。あれ模も造ぞう刀とうとかじゃないわ〕

「本来の意味の真しん剣けん？」

〔そ。本来の意味の、真剣〕

「……銃じゆう刀とう法ほう違い反はんじゃん」

　通話終了。お姉さんを見る。日下部に似ているけど、メガネをしていないし、大人っぽくて色っぽい。じっと海を眺めている。そこでは、柩きゆう艦かんがエンジン急速始動の練習をしている。

「──本当に船へと化ばけるのであるな」

「え？　あ、はい」

「舞まいの変わり果てたサマを眺めやりて、呆あきれ果はてたものぞ」

「……呆れた？」

「で、あろう？　滅葬選抜戦とやらは見み世せ物ものの類たぐい。武士もののふが立つべき戦いくさ場ばにあらず。人が死ぬ刃やいばを振るいて敵を斬きり、し損そんじれば自みずからが斬られる覚かく悟ごに欠けておる」

　違う、と反論しかけて、喉のどまで出かかった言葉を止める。

　滅葬戦では、確かに死者が出た──。

　それなのに、僕らはその事実を吞のみ込こむことを恐れ続けている。

　怖い。滅葬戦などもうやめて、普通の生徒になりたい──心の底ではそう思っている。

　足音が聞こえた。日下部だ。凪なぎさんを見て、真っ青な顔になる。

「……あ……あ……姉上ェ!?　なぜ、ここに居るのですかッ!?」

　凪さんは目を細める。

「こちらの台詞せりふであり申す。無念流日下部道場の継けい承しよう者しやともあろう者が、鉄の船へと化けたあげく、テレビヂョンの晒さらし者ものとは」

「……それは」

　言いかけて、うつむいて止まってしまう。

「凪なぎさんは、どうして軍ぐん艦かん学がく園えんに来たんですか？」

「知れたこと。連れ戻す」

　日下部くさかべは顔を上げる。

「わたしは道場なんか継つぎたくありません！　姉上の方が才能もありますし」

　凪さんは眉まゆをひそめる。

「当主が決めたことぞ」

「あそこでは誰だれも父上の言いなりじゃないですか」

「当主の命めいは、絶対である」

　日下部の目が冷たく据すわる。

「ええ。まるで絶ぜつ対たい命めい令れい権けん。あんなものがあるから、風ふう紀きが乱れるのです。この世にルールなど、一つでいいのです。それは校則──」

　おいおい、途中から何かおかしくなってきたぞ……？

　凪さんの目も、冷たく据わる。

「世よ迷まい言ごとも大たい概がいにせよ。伝統ある家訓こそ絶ぜつ対たい遵じゆん守しゆの大義であろうに──」

　やっぱ血だなぁ。校則を守るか、家訓を守るかの違いだけで、行動原理一緒。

　凪さんの周まわりを、甲かつ冑ちゆうを着てソードを持ったＭＭＭ親しん衛えい隊たいが取り囲む。

「……そのような輩やからで、我わが剣けんを阻はばめるとでも？」

　凪さんの姿勢が低くなる。ほんの一いつ瞬しゆんだけ剣けん閃せんが生じて、刀かたなが鞘さやに戻った音と同時に、親衛隊がバタバタ倒れる。うわぁー……これモンキーな顔した三世がやっている窃せつ盗とう団だんの、近きん接せつ戦せん闘とう担当している人と同レベルの達人だわ……。

「覚おぼえておくがよい、愚ぐ物ぶつども。この日下部凪──二度目の峰みね打うちはせぬ」

「部下Ａ、わたしの太た刀ちを」

　ＭＭＭの腕わん章しようをつけた黒くろ子こが、日下部に太刀を持ってきたぞ……。

「日下部……穏おん便びんに」

「吉よし岡おかくんは黙だまっていて下さい！」

「口を出すでない。日下部家の問題ぞ。剣けん圧あつに巻き込まれる前に、退さがっておれ」

「剣圧……？」

　呟つぶやきが終わらないうちに日下部が動いて太刀で斬きりつける。凪さんが同じ速度で抜き放った斬ざん馬ば刀とうと激げき突とつして、火花が散ったかと思った瞬間──爆ばく風ふうじみた風圧が発生し、僕の身体からだは宙ちゆうを舞まった──……ッ!?

「えええぇぇッ!?　げブぁ！」

　地面で背中打って咳せき込こんでいる間に、さらに風圧が起こって転ころがされる。

　日下部が叫さけぶ。

「────無む念ねん流りゆう立たち居い合あい、秘技《無む塵じん双ぞう》ッ！」

　その瞬しゆん間かんを、僕の目は偶然捉とらえた。

　日下部くさかべが放ったのは地面スレスレまで姿勢を低めた体勢から、地面を抉えぐりながらナナメ上に斬きり上あげるという技で、それを放った途と端たん、周囲にあった花か壇だんのプランターやベンチが浮かび上がった!?　もしかして剣けん圧あつによって重力まで歪ゆがんじゃった!?
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「ぐ、ぬッ」

　無塵双を剣圧ごと受け切った斬ざん馬ば刀とうがたわむように弾はじかれたかと思うと、凪なぎさんが後方に吹き飛ばされる。バック転して着地すると、刀とう身しんを地面に突き立てて勢いを消し、地面を抉りながらブレーキをかけている。

　……おいおい、何だこの姉妹。常人超こえすぎ。

　てか、日下部は何でいままでこれを使わなかったんだろう。取とり締しまりで剣術を使ったなんて話もないし、エルフとも通常技で戦っていたじゃん。

　さすがに騒さわぎになって、大勢の生徒が集まってきている。海かい上じよう保ほ安あん庁ちようの巡じゆん視し艇ていも寄ってきている。凪さんはその様子を見て、斬馬刀を鞘さやに収める。

「──ひとまずは、これまで」

「道場に帰って下さい」

「戻るならば舞まいと共に、と──当主に誓ちかった。違たがえるつもり毛もう頭とうなし」

　そう言い残すと、凪なぎさんは《水みず蜘ぐ蛛も》っていう、木製の浮きのついた下げ駄たを履はいて、スタタタと海面を走り去ってしまった……。

「……日下部くさかべ。どうするの？」

　日下部は太た刀ちを鞘さやに戻す。

「どうするも何も、わたしはこの学園の生徒で、風ふう紀き委い員いん長ちようで吉よし岡おか艦かん隊たいのメンバーです。変わるものなどありませんよ」

「でも……」

「ありませんよ。絶対に──」

　最後の一言は、僕に答えるというより、自身に言い聞かせているみたいだった。




　　　　▽△




　翌日──。

　朝食の最後の一口を食べて。

「ごちそうさま」

「師し匠しよう、おかわりしないと背が伸びません！」

「うるさい。僕はこれでいい」

「エルフはキスするとき、見上げるぐらいがいいです」

「おまえの意見は聞いてないし」

「ええぇ、じゃあせめて牛乳を飲んで下さいッ！」

　エルフがカップを差し出してくる。

「おまえの飲みかけカップじゃねえか」

「最後の一いつ杯ぱいなので間接キスもやむなしです！」

「やむある、だろ！」

　突き返そうとしたら、隣となりに座っていたアルマにカップを取られた。ごくごく飲まれて、エルフが涙なみだ目めになる。

「ああ──っ……酷ひどいです！」

　アルマはお子様みたいに口を牛乳まみれにしながら、きょとんとして訊たずねる。

「要いらないのだろう？」

「要りますよ！　師匠が飲まないなら、日下部のワガママおっぱいに勝つためにエルフが飲むべきなんです！」

「ワガママおっぱいって何だよ……」

　今日も平和だなぁ。

　天てん使しが襲しゆう来らいして、滅めつ葬そう戦せんが現実のものとなって、世界は震しん撼かんした。

　ブルクハルト理事長は日本滞在中に、天てん使し襲しゆう来らいについて記者会見をした。

　彼が語ったのはこういった見解だ。

　──天使は再び訪れるだろう。出現する場所は日本以外である可能性が高い。そして、世界各国にあるフロッテン海かい洋よう術じゆつ科か兵へい学がく園えんを狙ねらって出現するのは確実──とのこと。

　僕らの学園は、天使のターゲットなんだ。

　ただ、こうも言っていた。

『近日中に天使が襲来する、という話ではありませんよ。天使にも準備期間が必要なことを、我われ々われ財団は突き止めています』

　この発言のあと、記者がいい質問をした。

『天使が居る場所を、財団が知っていると受け取って宜よろしいのでしょうか』

　ブルクハルトはしばらく黙だまって、こう答えた。

『ネヒト・メーア──日本語で言えば、虚きよ無むの海うみでしょうか。詳しよう細さいについては、こちらも調査中なので発表はしかねます』

　虚無の海──確か一度聞いたことがある。

　あれは確か、エルフの胸に黒い柩きゆう章しようが宿って、幻げん視しをしたときだ。

『溶かす準備をしたまえ。魂たましいを《虚無の海》へと送り、残ざん滓しはエルフリーデに混ぜる』

　虚無の海に送る……？　天使の住すみ処かに？　調査中って言っていたのに、おかしくないか？

　またあいつお得意の、噓うそとごまかしが混じった発表なんだろうな。

　でもまあ、とにかく天使は休業中ってことなのは確かなようだ。世間はホッとしたように、通常運転に戻っている。滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんも予定通り行われているしね。

　歯を磨みがいてから、ニュースのスポーツコーナーで滅葬選抜戦の試合結果を眺める。残った艦かん隊たいは強きよう豪ごう揃ぞろいだ。空くう母ぼ編成が多い。鍵かぎを握るのは防空かな。改修を見直しておこう。

　席を立とうとしたんだけど──、

〔おまちかね、トレンドワードです。今日はカンコイ系男子の紹介です〕

　また～ナニ～ナニ系男子の類たぐいかよ。女性レポーターが興こう奮ふんした面おも持もちで喋しやべっている。

〔艦に恋しちゃう男子のことです。シュラフト時代から徐々に増えてはいたのですが、滅葬選抜戦になってテレビ中継も始まり、爆ばく発はつ的てきに増えているんです！〕

　中年アナウンサーはちょっと苦笑い。

〔どうせ、見た目でしょ？　オリンピックでもちょっと可か愛わいい女子選手とかが……〕

〔それとは違うんですよ！　カンコイ男子は艦装クライド萌もえっていうのがあって、柩きゆう艦かんの姿そのものにも興奮しちゃうんです。その流れで艦かん艇ていのプラモデルも爆売れしていまして。可か憐れんな女の子が、こんな無ぶ骨こつになっちゃう！　みたいなギャップが重要なツボなんです！〕

　アナウンサー、ドン引きしている。そりゃそうだろ。日本、始まっているのか終わっているのか判わからないよなぁ……。

〔大手検索エンジン、グーグレのトレンドワードにも『カンコ撮どり』が入っていまして〕

〔閑かん古こ鳥どりって諺ことわざの？〕

〔違いますよ！　カンコイ系男子たちが高性能デジカメや、カメラボールという空くう撮さつ用ようのラジコンでフュルギアたちを撮るのがカンコ撮りと言います〕

　テレビの画面にウチの制服を着た女子たちの、写真が写る。ほとんどがハイアングルだ。そっか、軍ぐん艦かん学がく園えんは生徒と職しよく員いん以外、渡と航こう禁きん止しだから外から撮影するんだな。

　コーヒーを口にしたとき、写真が変わって──。

「ぶほォ！」

　思わず、コーヒー噴ふいたッ！

　えぇぇ──っ？　いま、日下部くさかべ映ったぞ!?　別の子をメインに撮ったヤツだから、背景みたいなもんだけど。

　マジか……あいつらいま、こんな注目されているのか……。




　　　　▽△




〔シャツの襟えりにコーヒーの染み残っているわよ〕

　スマホから聞こえてくる茜あかね子この声は、冷ややかだ。

「……あのさ、まだおまえと今日会っていないと思うんだけど？　また僕の家に隠しカメラ設置してんの？」

〔してるに決まってるでしょ〕

「おまえ、もうちょっとプライバシーをさぁ……」

〔プライバシーなんて言い出すヤツは、うどんこねてればいいのよ〕

「……もういいよ。なあ、朝のテレビに日下部映っていたじゃん？」

〔カンコ撮りでしょ。けっこうやられているわよ。日下部とあたしは通い組だから。うちの艦かん隊たいの子は全部ウイルス画像にして、流通できないようにしているけど〕

「それ、防ぼう衛えい策さくの域を超こえてないか……？」

〔仕方ないでしょ。ファンが何十万人といて、そいつらが寄ってたかってフュルギア全員の写真をコンプリートしようとしてるんだから。そんなに可か愛わいくない子とかでも、信じられない量のアクセス入るし、最初は規制する立場だったメディアもすり寄ってきてる。学園には取材の申し入れが殺到してるらしいわ〕

「凄すごいことになってるなぁ……」

　廊ろう下かを歩きながら話している。いまは昼休み。

　エルフ、日下部と一緒に教室ランチが日課だけど、トイレのフリをして逃げてきた。

　気になる件があったからだ。

〔あんたね、選抜戦に集中しなさいよ〕

「してるじゃん？」

〔日下部くさかべの件なんかに首突っ込んで。面倒に巻き込まれるって判わかってるでしょ？〕

「……まあね」

〔あと、あたしに秘密あるわよね〕

「何のこと？」

〔エルフたちの出自の件よ。あの日、ブルクハルトの水すい上じよう機きで何を知ったか、とか〕

「…………」

　こいつは僕らの会話の盗とう聴ちようとかもしている。隠してもムダなことは判っているけどさ。

　勘かんづいていても、いままで待ってくれたんだろうな。

〔ちゃんと説明しなさい〕

　玄関に出て、外そと履ばきに代える。

　まずはエルフたちが試作決戦兵器の《亡なき骸がらの涙なみだ》だ、ってことから説明する。〔ちょっとストップ！〕と止められた。

〔……守秘回線に切り替えたわ。続き話して〕

「守秘回線？　物々しいなぁ……」

〔あんたの脳のうがお花畑なだけよ〕

　残りのことを話す。次の滅めつ葬そう戦せんに勝てなければ、アルマが溶かされてエルフに混ぜられる、ってところまで説明して、ようやく茜あかね子こは納得してくれたようだ。

〔このこと安易に話すんじゃないわよ？　あたしが演習空間に連れてきた子だけにして〕

「どうして？」

〔人間ほど醜みにくい猛もう獣じゆうは、この地上に存在しないからよ〕

　どういう意味だろう。聞き返そうとしたけど、先に話される。

〔事情は判ったわ。でも、それなら一つ言わせて貰もらうけど、あんたブレてない？〕

「ブレてる……かな？」

〔アルマ消滅を阻そ止ししたいのなら、滅葬戦に備えなきゃダメなんじゃない？　日下部のお家いえ騒そう動どうに関わってる暇ひまなんかあるの？〕

　認めがたいとこ突くなぁ。でも、その通りかもしれない。

「でも、いま日下部にチームメイトを辞やめられたら……」

〔日下部だけじゃないわよ。よく考えて見なさい。ウチの艦かん隊たいは意志が一つのようでも、その動機はバラバラじゃない。いまは日下部一人じゃなくて、みんなの心を一つにしなきゃいけない時期よ？　特にアルマとは、ちゃんと話しなさい。あの子は危あやういわ〕

「…………」

　心を一つに、か。それってハードル高いよね……？

　どうすれば、艦かん隊たいの全員をそんな風に思わせることができるだろう……？

　アルマとも話さなきゃだな。あいつに関しては謎なぞが多すぎる。

〔言いたいのはそれだけ。おにぎりは大丈夫？〕

　購こう買ばいで買ったビニール袋の中身を、外灯に設置された監視カメラの方に見せる。

「シャケと梅うめ干ぼしで合っているよね？　何で買わせたの？」

〔行けば判わかるわ。じゃあね〕

　通話が切れる。茜あかね子こは色んなところでクラッキングとか盗とう聴ちよう盗とう撮さつしているから、僕の知らないことも判っている。このおにぎりも、たぶん意味があるんだろう。

　僕は中庭の坂を上がり、展望台広場へ向かう。広場の東側には高台になった林がある。空中森林と呼ばれている場所で、あまり人は来ない。下した生ばえが深すぎるので散歩も難しい。何で作ったんだろうね。

　中央のでっかい御ご神しん木ぼくを横切り、崖がけのところまで行く。

　──いたいた。茜子の情報通り。

　日下部くさかべのお姉さんの、凪なぎさん。崖のところのコンクリートに腰掛けている。重く沈しずみこんだ顔。目を伏ふせ、唇くちびるをかすかに震ふるわせる。

　近づいてきた僕の足音に凪さんが気づいた。立ち上がりかけ、浮かした腰を……観念したように沈める。

「こんにちわ」

「我われを捕まえにきたのか」

「違うよ。ねえ、おにぎりの具は何が好き？」

「は？」

「答えて」

「シャケと梅干しであるが……？」

　購買のビニール袋を投げ渡すと、凪さんの目が丸くなって──そのあと、吊つり上あがる。

「敵に施ほどこしなど、受けッ──」

　怒っている間に、お腹なかの音が鳴って、凪さんの顔が赤くなる。

「大丈夫。別に懐かい柔じゆうしようとかじゃないよ。話が聞きたいだけ」

「……何の話だ」

「まあ、先に食べて」

　凪さんが猛もう獣じゆうのようにおにぎりのパッケージを囓かじりむしって食べ始める。あっという間に平らげてしまった。

「日下部……いや、妹さんはどうして道場から逃げたの？」

「…………訊ききたいというのは、それか？」

「うん。あと、凪さんの気持ちも知りたいかな」

「あやつにとって父上は鬼おにである。生活のすべてを家訓で縛しばる父を、憎み切っておった」

　そのわりに、こっちでも鬼の顔して校則守らせているんだけど──。

　まあ、反発心はあるけど、根は父親気性なのかもしれないね。

「憎まれているのに、父親が後こう継けい者しやに指名したの？」

「認めがたき屈くつ辱じよくではあり申すが、汲くみ取とれもする」

「どうして？」

「舞まいの剣けんには、修しゆ羅らが宿やどり得うるのだ。己おのが身みを業ごう火かに灼やこうとも、揺るがず貫く鬼の魂たましい。あれは父上をして『震ふるえるぞ』と言わしめた」

　ゾク、と身震いした。日下部くさかべにそんな面があるとして、それは頼もしいのだろうか？　と、ふと思った。少し怖いとも思ったんだ。

　でも、いま大事なのはそこじゃない。日下部と凪なぎさんの仲を修復するために、もっと情報を集めないと。

「妹さんは逃げたかったのかな？」

「否いな──」

「へ？」

　凪さんは僕をじっと見つめる。

「姿をくらます前日に、舞はかく申した。この世が終わるなら、この剣を継つぐことが天てん命めいではない、と。一人でも二人でもいい。大事な者を守りたい、と」

　そう言えば身を挺ていして茜あかね子この命を救ったこと、あったっけ──。

　あれはあいつの本音で、本気で、志こころざしでもあったんだ。だから命いのち懸がけであれだけのことをやれたんだろう。カッコいいな……日下部。

「凪さんは、それに反対だから連れ戻しに来たんだね」

「いいや……」

「え？　なら、何で？」

「倒れたのだ。父上が──」

「…………。え？」

「大病を患わずらった。ヤブ医者めが、もう治らぬとのたまったらしく、病院を引き払って痛み止めのみを飲んで暮らしておる」

　僕の脳のう裏りを雷いかずちみたいに走った光景がある。小学校の校庭で、リレーの練習をしているときに、当時の担任の先生が走ってきて、僕に向かって言ったんだ。

『吉よし岡おかくんのお母さんが、息を引き取ったそうよ』

　ズキッ、と──胸に痛みが走る。

　お袋が死んだなんて、噓うそを言うな──僕は叫さけんで、先生を責めた。

　あの日の辛つらい記き憶おくが、ありありと蘇よみがえって。怒りがこみ上がって。

　僕は凪なぎさんの羽は織おりを摑つかんだ。

「倒れたじゃないよッ！　バカ！」

「バッ、バカとは何事ぞッ!?」

「家訓がどうの校則がどうのなんて、姉妹ゲンカしてる場合じゃないじゃん！　ちゃんと大事なことを先に言えよ！」

　チャイムが鳴った。くっそ、そんなのどうでもいい！

「行くよ！」

「どこへだ!?」

　凪さんの手を摑んで、引っぱっていく。中庭を越えて、その奥の校舎にある自分の教室に。

　すでに授業が始まっていたけど、凪さんを連れて入っていって、呆ぼう然ぜんとしている日下部くさかべの腕も摑んで教室から出す。

　室むろ井い先生が慌あわてて声をかけてきた。

「おい、吉よし岡おか、どこに行く気だ？　そいつは誰だれ……」

「先生、僕は持病の扁へん桃とう腺せんが頭痛で、日下部は三さん半はん規き管かんが腹ふく痛つうなので早退します！」

「はァ!?　おまえら、いい加減に……」

「エルフ、茜あかね子こ！　頼む。助けてくれッ！」

　室井先生が追おうとしてきたけど、エルフが「必殺エルフ・トルネード！」と叫さけんでスピン足払いで倒す。

　さらに教室の電灯が一いつ斉せいに消えて、スプリンクラーが作動して黒板が〔うどんこねてろ〕の文字だらけになって、スマホや携けい帯たいが一斉に鳴り出す。

「きゃああああ！　濡ぬれちゃう！」

「スマホのアイコンが全部うどんこねてろになってる!?」

「みんな、避難だ！」

　教室がパニックになっているうちに抜け出す。

　日下部がくってかかってくる。

「どこに行く気ですか!?　サボりは校則違反ですよ！」

「校則より大事なものがあるんだよ」

「あるわけないでしょう!?」




「────あるッッ!!」




　思いっきり大声で言ったので、日下部が一いつ瞬しゆんきょとんとした。

「吉岡くん……？」

「あるんだよ、日下部。僕を信じて。茜子、住所！　あと小こ町まち！」

「小こ町まちでございます」

　いつの間にか真横にいる小町に、茜あかね子こから届いたばかりのメールを見せる。

「ここに転送！」

「あるいは？」

「あるいはもクソもここに転送ッ！　早く！」

「せっかちなご主人様でございますね」

　言いながらも、転送を開始してくれた。

　虹にじ色いろの球体に包まれた日下部くさかべ姉妹が青ざめる。

「何ですかこれ!?　校則違反ですか!?」

「何と面めん妖ような！」

「心配ない。ほんのちょっと、時間と空間の物理法則を超こえるだけ」

「「──は？」」

　あ、いまの同時リアクション。ちょっと姉妹っぽかった。

　教室の景色が揺らめいて消えたかと思うと、目の前が緑色に染まる。転送先は山中だ。地面も山肌も見えないほどの緑が茂っていて、奥に竹たけ林ばやしがあり、その前に古風な建物がある。

「ここは……」

「我われらの道場で、あるか……？」

　日下部姉妹、啞あ然ぜんとしている。「行って」と日下部の背中を押す。

「行きませんよ！　あそこには父上が──」

「会いに行きなよ」

「イヤですよッ！　わたしがどれだけ、あの人の下で苦しんだか知らないくせに！　ええ、吉よし岡おかくんには噓うそをつきましたよ。それは悪かったです。でも二度と語りたくないこともあります。あの家には戻りたくはないんですよ」

　僕は凪なぎさんを見る。うつむいている。何も言わなそうだ。学園ではあれだけ強引だったのに、いざとなったら日下部の気持ちも考えてしまうんだろう。

　でも、違う。そんなの間違っている。

「僕のお袋は病気で死んだ。いまの母さんは、二人目だよ」

「何でそんな話をするんですか……？」

「当たり前のことを言うよ。日下部、死んだ人には会えないんだ」

「知ってますよ……」

「日下部の父親が倒れた。不ふ治じの病やまいで、長くない」

　ショックがありありと、日下部の目に出た。

「痛み止めだけ貰もらって自じ宅たく療りよう養ようしてるそうだ。推すい測そくだけど、末期がんの患者に対してする処置だと思う」

　いつも日下部くさかべがしているような鉄てつ壁ぺきの表情が、僕が言葉を進めるたびに崩くずれていく。

　弱い、一人の女の子になっていく。

「僕が小学校で体育の授業を受けている間に、お袋は死んだ。最さい期ごの瞬しゆん間かんに、立ち会えなかったんだ……僕も、父さんもね。お袋は孤独に死んでいって……」

　やべ。ここで泣くのは女め々めしすぎる。こらえなきゃ。

「許せないかもしれない。でもさ、今日一日くらいなら許してやれるだろ……？」

　口をぎゅっと結んで、日下部に歩あゆみ寄よって肩を摑つかむ。

「サボるのは校則違反だ。でもさ、もっと大事なものがあるだろ……？」

　日下部の目をじっと見つめて、胸に込み上がる言葉を叩たたきつける。







「人生で一度ぐらい、校則違反────してみろよ？」







　日下部が言いかけた言葉は、喉のどで立ち消えになる。

　やがて歩みが始まった。道場の横にある母おも屋やの方へと向かっている。

「吉よし岡おかくん……」

「うん？」

「ありがとう……ございます……」

　そのまま歩み去る。凪なぎさんも僕に深くお辞じ儀ぎをしてから、日下部を追っていく。

「強ごう情じようをこじらせすぎだよ、あの姉妹」

　スマホが鳴る。茜あかね子こだ。

〔やっぱり……あんた、ブレてるわね〕

「だなぁ」

〔でも、そのブレかた──好きよ〕

「へ？」

　五秒くらい間があった。

〔いまのなしッ！　忘れなさいッ、ひゃああああ──ッ！〕

　ブツッ、と通話が切れた。

　どうしたの茜子……。
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　　　　▽〔過去　海境二年〈14才〉六月九日〕△




「…………風が語りかけてくる」

　アルマが、壊こわれた。

　さっきからこんな意味判わからない呟つぶやきばっかりしている。それも真しん剣けんな顔で──。

「えっとさ、アルマ。いま、どんな状況か判っている？」

　アルマは顔を上げて周まわりを見渡す。

　狙そ撃げき型がた駆く逐ちく艦かんの甲かん板ぱんの上だ。周りには海が広がっている。四方八方に空くう間かん断だん層そうの壁かべがあり、迷路のようになっている。

　柩きゆう艦かんアルマの隣となりには電でん子し指し揮き艦かんビートルワゴンが併へい走そうしている。

　彼女の手元に表示されている立体映像のウインドウには、テレビ中継が映っている。

〔さあ、いよいよ本日はシュラフト全日本トーナメント準決勝、まずはスネイク艦かん隊たいと、ヴォルテックス艦隊との試合です！　解説の生なま田た部べさん、見所は？〕

〔最強の一角と言われるイージス駆逐艦四隻せきという夢のような編成に、二隻編成のスネイク艦隊がどう立ち向かうかが見物です〕

　ご覧の通り、僕らはシュラフトというゲームをプレイ中で、しかも国内王者を決めるトーナメントの試合直前。アルマがぼーっとしていたら、勝敗に関わっちゃう。

「ねえ、アルマ。いいかげんにやる気を出して……」

　アルマがしゃがんでいる。じっと甲板を覗のぞき込こんでいる。目線の先には、一匹のテントウムシがいる。

「あれ？　洋上なのに……？」

「わたしの本当の身体からだは、いま柩艦になっている」

「あ……ロビーが草原だったから、服にくっついてきたのかな？」

「だろうな」

　アルマは嬉うれしそうにテントウムシを指に乗せ、空へと放つ。




「この世界は────こんなにも素晴らしい」




　あまりに素敵な笑顔なので、しばらく見とれてしまったよ。

　プリッと音がして通信ウインドウが僕の前に出る。

〔ちょっと、スネイクまだ？　そろそろスタンバイよ〕

「……アルマが変なんだ」

　ワゴンのウインドウが、独ひとりでに飛んで、アルマの前に移動する。

〔ちょっとアルマ、試合前に何よ！〕

　アルマが、通信ウインドウの《無視する》ボタンを押した。

　おいおい、ワゴンが怒るからやめてくれ……。

　幻げん体たいのアルマは、視線を海へと向ける。

「しっかりしてよ、アルマ。この試合のためにどれだけの準備を進めてきたと……」

「すまない、スネイク……その準備はムダになるだろう」

「棄き権けんでもする気ッ？」

　アルマは首を振る。

「見えるのだ」

　アルマが髪かみをかき上げる。風に乗って、さらさらと流れる銀ぎん髪ぱつが綺き麗れいすぎて、しばらく見とれてしまった。

「偶然かもしれない。でも、運命であるようにも感じる。陽光、反射、蜃しん気き楼ろう、波音、風音、すべてが調和して、今日のわたしに答えをくれる。こんな日は滅多にないだろう。せっかくだし、わたしは奏かなでるよ。戦いの歌を」

　アルマは目を閉じ、風を抱くように腕を広げる。




「──この世界は素晴らしい。愛せば愛すほど、光が、胸に宿るのだから────」




　囁ささやくように言うアルマの姿を、僕は言い表すこともできない気がする。

　どうにか言葉を絞しぼり出だすなら、神こう々ごうしい、だろうか。どこかの神話の女神様みたいに超ちよう然ぜんとした空気を放って、近寄りがたかった。触れたらいけないような気がした。

　だから、僕はそっとその場をあとにして、ワゴンからの転送リクエストの《承認》ボタンを押した。

　景色が切り替わる。ビートルワゴンの艦かん内ない、戦せん闘とう指し揮き所しよだ。

　さっそくワゴンの幻体が目を吊つり上あげて、くってかかってくる。

「とっくにカウントダウンよ！　シートについて」

　僕はコマンダーシートにつく。

「アルマはやる気ないのッ？」

「そうじゃないとは思うけど……準備がムダになる、って言っていた」

　ワゴンの幻体が溜ため息いきをつく。

「最近さ、アルマおかしいわよね？　この前、あんたが寝ている間に水を二時間近く眺めてたんだけど」

「何で？」

「理由を訊きいたら、『いま水たちが笑いながら弾たまの道を囁いている』って」

「……今日も似たようなことは言っていたよ」

「あのポエム、ヤバいわよ。絶対、イッちゃってるってば」

　空に表示されているカウントダウンを見る。あと一五秒でゲームスタートだ。

「ワゴン、とりあえず打ち合わせ通りで行こう」

　僕はウインドウを操あやつって、ステルスモードにする。

　相手のレーダーを攪かく乱らんするだけでなく、スクリーン迷めい彩さいというシステムの効果で目視さえできなくなる。ワゴンの強みの一つだ。

　レーダーブイを撒まき、ターレットやボットで敵を足止め。自分たちはコソコソしつつイージス艦かんを探知し、アルマに位置を送って倒して貰もらう。まあ、アルマがぼんやりしていたら作戦遂すい行こうもできないけど。

　カウント・ゼロ。開戦！




　……────砲ほう声せいが轟とどろいた。




　驚おどろいたよ。あまりのショックで、動かしていた指が止まった。

　ワゴンも同じらしく、作業の音が止まっている。

　撃うったのはアルマだ。そのあと、連続して撃ち続けている。

　我われに返って、通信ウインドウに手を伸ばし、アルマと回線を繫つないだ。

「アルマッ、何のつもりだ……」

　通信映像の中のアルマが──し、っと唇くちびるに人差し指を当てる。

　怒鳴りつける言葉を吞のみ込こんだ、次の瞬しゆん間かん……。




　空に、花火が上がる。




　中継アナウンスと、爆ばく音おんのようなスタジオの歓声が聞こえてくる。

『わたしたちはいま、何を見たのでしょうかッ!?　こんな奇跡があっていいのでしょうかッ!?ありえません！　信じることなどできません！　開始一二秒、オープニングと同時に放ったスナイパーアルマのショットは、空くう間かん断だん層そうの壁かべを貫いたあと、世界最強の駆く逐ちく艦かん四隻せきを、四連続でぶち抜きました！　このスーパーショットによって、アルマの個こ人じん戦せん績せきは女王クローディアを抜いてトップに躍おどり出でました！　新あらたな伝説の降こう臨りんです！』

　………………。

　え……。

　待てよ。何言っているんだよ、この人。

　そんなショットが可能なわけないじゃないか。

　僕らはまだ、目標を探知すらしていないんだぞ……？

　ワゴンの幻げん体たいが、掠かすれ声ごえで訊きいてくる。

「スネイク……アルマに何のデータ送ったの？」

「送ってない」

「あんな分厚い空くう間かん断だん層そうの向こうにいる敵を肉眼で見抜いたあげく、壁かべ抜ぬきショットで撃げき沈ちんしたって言うの!?」

「僕にだって判わからないよ！　どういうことなんだ、アルマ」

　通信映像の中のアルマはふっと微ほほ笑えむ。

〔わたしは、どうやら到達したらしいな〕

「何にッ!?」

　幻体のアルマは僕から視線を外はずす。

〔──戦乙女ヴアルキユーレの領域に──〕




　　　　▽〔現在　海境四年〈16才〉七月二〇日〕△




　……夢を見ていた。

　懐なつかしい夢だ。シュラフト時代の、伝説の試合。あのときスナイパーアルマの名は不動になった。でも、次の試合は決勝戦。アルマとの永遠の別れになった……あの試合。

　目を開ける。カーテンの隙すき間まから漏もれる朝の光で、明るくなりつつある部屋。胸元でむにゃむにゃ口を動かすアルマを見つめる。

　アルマはいま次じ元げん壊かいそのものになっている。もし次の天てん使しの滅めつ葬そうに失敗すれば、アルマはブルクハルトの命令で溶かされてしまう。

　そんなことはさせない。絶対に、次の天使は葬ほうむり去さる。

「……って、えッ!?　なんでアルマが僕に抱きついて寝てるのッ!?」

　アルマが目をこすりながら身を起こす。

「おはよう、スネイクたん」

「……おはよ。さっそくだけど、僕のベッドに居る理由を説明して」

　アルマは伸びをする。シャツがだぶだぶで肩が丸出しになっていて、胸が見えそうだし、下に何も着ていない。幼女とは言え、この格かつ好こうはどうか。

「守ってやっていたのだ」

「守る？」

「もごご！」

「ふむぅ、ふむぅ」

　部屋の隅すみに、カーテンでぐるぐる巻きにされたエルフと、電源コードで緊きん縛ばくされている闇やみ子こがイモムシみたいに転ころがっているのを見て、やっと意味が判わかったよ……。

　どっちもタオルで猿さるぐつわをされている。

「闇やみ子こはともかく、エルフまで何だ。こら」

　エルフの猿ぐつわを取ったら、開口一番こう言いやがった。

「夜よ這ばいです！　……もごっ!?」

　猿ぐつわを戻してやったよ。




　　　　▽△




　起立、礼、さようなら──と、いつもの放課後の流れ。

　鞄かばんに教科書詰つめて、さりげなく帰宅しようとしたら、エルフがダッシュしてきて、僕はタックルで潰つぶされた。

「師し匠しよう、エルフをバカだと思ってるでしょうッ？」

「うんッッッ!!」

「そんな力強く肯こう定ていしちゃイヤですぅ！」

「ところでエルフ、頼みがあるんだけど……」

「はい？」

「図書室の本、返してきて欲しいんだ。パフェ奢おごるから」

「パフェっ!?」

　恋するような顔になりかけたけど、それは一いつ瞬しゆんで──素すに戻る。

「また欺だましてッ！　師匠が欺そうとするのは学習しましたから、逃がしませんよ！」

「……チッ」

「この手は絶対に離しません」

「いや、周まわり見なよ」

　そこでようやく、エルフは気づいたらしい。クラスのみんなに囲まれて、見み世せ物もの状態だということに──。

「吉よし岡おかとエルフって、そうなんだ？」

「ねえ、どっちから告白したの？」

「クソッ、ふざけるな吉岡！　俺おれのエルフちゃんを穢けがすんじゃねえ！」

　エルフの顔が、急きゆう激げきに赤くなっていく。

「ななななな──っ!?　ちちちちが」

　みんなで手て拍びよう子しして「キス！　キス！　キス！」ってやり始めたので、あまりの羞しゆう恥ちに両手で顔を覆おおいながら、エルフは僕を放した。

　あーもう……みんな騒さわぐから、このあとの展開は……。




「────校ォォオ則ゥゥゥウ、違ィィィイイイ反ンンン──ッ！」




　パトロールに出発したはずの日下部くさかべが、ドアをぶち破って、甲かつ冑ちゆうとマスクをつけたＭＭＭ親しん衛えい隊たいと共に戻ってくる。クラスメイトたちが青ざめて道をあける。

　メガネを不気味に閃ひらめかせながら、日下部は腕組みしている。

「いまキスと言った者は、校則に違反していますね？　強制トイレ掃除は確定で、あとは主犯を突き止めて人じん格かく矯きよう正せいするだけです。さあ、この中で仲間を売りたい外げ道どうは……」

　僕と目が合った。日下部が話を止める。

「……日下部？」

　だんだん顔が赤くなってきている……？

「ま、まあ……たかが校則違反で人格矯正はやりすぎなので、やめますね。トイレ掃除しておいて下さい」




　……────えッッ!?




　教室が、かつてない恐きよう怖ふに彩いろどられたよ。

　だって、あの日下部が〝たかが校則違反〟って言ったんだ！　校則を守るためなら人の命を犠ぎ牲せいにするのもやむを得ない、なんていうのが〝正しい日下部〟じゃないかッ！

　ざわざわしている中を、日下部は去っていく。

「師し匠しよう、アレどうしたんですか。優やさしい日下部なんて、逆に恐ろしいです……」

「判わからないよ。不吉なことの前触れじゃなきゃいいけど」

　まさか、お父さんの一件で改心してくれたとか……？

　ないない。あいつ女子の皮を被かぶっているけど、中身は鬼おにだもん。

　帰り支度をしていると、入り口の方から女子の声がした。

「エルフー。吉よし岡おか浮気してるよ」

「なにゃッ!?」

　ドアの向こうに、アンテナが見える。あいつか……。

「何だ茜あかね子こちゃんですか」

　鞄かばんを持って、廊ろう下かに出る。

　茜子は「可か愛わいい」を連発されながらウチのクラスの女子に揉もみくちゃにされている。

　まあ、実じつ年ねん齢れいは中学生だし、ちっこいからなあ。

「もぉ、放しなさいよ！」

　だっこから逃げてきた茜子にメモリカードを差し出す。

「ザコだった……」

「でしょ！　手持ちの駒こまはこれで全部って考えた方がいいわ」

「でも、そうなると茜あかね子こは三姉妹＆日下部くさかべ主体の速攻編成しちゃうんでしょ？」

「速攻以外どうするのよッ？　この砲ほう撃げきしか能のない、ノロマなデカブツを入れる気？」

「ちょっと、ワイルド・ヒップ！　大たい艦かん巨きよ砲ほうをバカにしたらエルフが許しませんよ！」

「そのワイルドヒップってあによッ！」

「野の尻じりだからワイルドヒップですよ！　露ろ出しゆつ狂きよう、キス魔まッ！」

「あー。あんた嫉しつ妬としているのね。どんなに言おうと、あたしが峰ほう介すけのファーストキスの相手って事実は消えないわよ！」

「ムキィィイイイ──ッ！　消えます！　上うわ書がきすれば過あやまちは消えるんですっ！」

「まあまあ、おまえら穏おん便びんに……」

「エルフ──あんた、ちょっといい気になってるわよね！」

「茜子ちゃんこそ、キス程度で彼女ヅラとかやめて貰もらいたいです！」

　緊きん張ちようが走る。

　二人がザザッ──と移動して、距離を取っている……？

　エルフが拳けん銃じゆうを抜くようにスマホを構かまえる。

「現時刻をもって、口の悪い茜子ちゃんに調教を施ほどこしますッ！」

「……はァ？」

　茜子がミニノートパソコンを出して、構えて叫さけぶ。

「あたしを怒らせたわね。うどんの恐ろしさ、とくと思い知りなさいッ！」

「……はァ？」

　こいつら、何言ってるんだ……？

　茜子がスバババとタイピングを始める。

　エルフは素早くスマホで通話して命じる。

「小こ町まち、エルフ私的プライベート・任務オペレーシヨン・部隊フオース《ＥＬＰＯＦエルポーフ》を……あれっ？　ああああ、スマホのアイコンが残らず『うどんこねてろ』になってますッ！」

「こねられたか……」

「うどん、それは電子が生んだ文明の闇やみ──世界をうどんに書き換えることこそ、我わが革命的クラッキング・ソサエティ《ウドンナーズ》の目的──地球よ、うどんに巻かれて眠れ」

「小麦粉足りないだろ!?」

　茜子はノートを高速タイピング。

「ひゃあ──っ！」

　天井のスプリンクラーが作動してエルフだけびしょ濡ぬれになる。

「冷たいですよぅ……」

　あひる座りでへたり込んでいる。

　おおっ？　エルフの制服ブラウスが身体からだにぴったり張りついて──ピンクのいちごブラがほんのりと透けているぞ。

　エルフが真っ赤になって、胸を隠す。

「師し匠しよう、いま見ましたよねッ？」

「ブラまで子供っぽいとか……」

「ああああぁぁ──っ」

　顔を赤くしたエルフが駆かけ寄よってきて、僕をポカポカ殴なぐってくる。

「責任取って下さい！　きゃああ──っ」

　エルフの頭上だけスプリンクラーが作動して、さらにびしょ濡ぬれ。エルフは逃げ出したけど、行った先のスプリンクラーが作動する。

　もう収拾つかないし。こいつらほっとこう。

　こっそり教室に戻って鞄かばんを取り、逃げ去る。

「ったく、あいつら同じ艦かん隊たいなのに仲良くする気、全然ないだろ」

　演習が始まるまで、どこで時間潰つぶそうか……と、その前にトイレ。

　トイレに入ってファスナーを開けようとしたとき、駆けてくる足音が聞こえて──、

　視線を動かしたけど、もう遅かった。

「──スター・ワン！」

　接近した人影にバチンと口にテープを貼はられて──、

「──ムーン・トゥ！」

　逆サイドから、今度は黒い袋を被かぶせられて──、

「──シャイニング・スリーぃ！」

　くすぐられて力が抜けたところを、ロープでぐるぐる巻きにされて──、

「イヤッハーっ！　スカイハイ・シスターズ最高、イェイ！」

「「イェイ！」」

　パン、ってハイタッチの音がしたね。

　いやいや、シスターズ……最高なのはいいけど、おまえらが侵入したの男子トイレだから。




　　　　▽△




　運んできた台車から降ろされ、袋から出された。場所は体育用具室だね。

　目の前に三人いる。星と月と太陽のブローチをつけた中等部女子だ。ポーズをキメている。

「あたしたちは──」「スカイハーイ──」「シスターズ！」

　三人でハイタッチして「「「イェイ！」」」ってする。

　三人とも同じショートカットで、同じ顔。違いはヘアピンブローチだけ。

「月ちゃん、ポージングのタイミング、ほんの僅わずか遅かったかもねっ！」

「ごめんね、星ちゃん！　ユニゾン大事だもんねっ！」

「自分に厳きびしく、お客さんには優やさしく！　それがアイドルだもんねっ！」

[image: ]

　あー、ハイハイ。それで趣しゆ味みが『ポージング』に『ユニゾン』に『勝手にアイドル』だったわけね。謎なぞは解けたけど、胸はモヤモヤしたままだよ。

「……で、僕を攫さらった理由は？」

「まずは『おまえら何者だ!?』から入るのがお約束じゃありませんか！」

「ちゃんとお約束を守って下さい！」

　めんどくさッ！

「何者かは判わかってる。沖おき三姉妹だろ、星ほし歌かちゃん、月つき歌かちゃん、陽よう歌かちゃん。スカイハイってのは、星も月も太陽も空にあるからでしょ？」

「「「──この人、天才!?」」」

　寸すん分ぶんの狂くるいもなくハモっている。

「いや、茜あかね子こにプロフィールを……」

「まさかの、ストーカーかも！」

「きゃあ、変へん態たい先せん輩ぱいですね！」

「ちげーよッ！」

「月ちゃん、陽ちゃんッ。変へん態たい相手なんて戦ったことないよ！　負けちゃう！」

「頑がん張ばって星ちゃん！　応おう援えんチャージ☆」

「ダブルチャージ☆」

「チャージ満タンだよっ♪」

「よーし。合体攻こう撃げきいくよ！　せーの、」

　三姉妹が、三人一組のポーズをキメる。

「「「負けないもん！」」」

　あー、もう。どうしよう。こいつら頭悪い。

「あの……だから、攫さらった理由とか……用件とか……」

　姉妹が揃そろって怒った顔になる。

「天才先せん輩ぱいは酷ひどいですよ！」

「茜あかね子こ様が言っていました！　天才先輩は、スカイハイ・シスターズを編成から抜くかもしれないと」

「あ、その件ね……」

「天才先輩は何も判わかっていません！　茜子様はシスターズが居なきゃダメなんです！」

「こればっかりは、どうにもならないって言うか」

「「「勝ってるじゃないですか！」」」

　声、揃そろうなあ。ここまで揃うと、もはや職しよく人にん芸げいだね。

「いまは勝っているけどね。コルベットのメリットは？」

　星、月、太陽が順番に答える。

「移動スピード？」

「制圧スピード？」

「可か愛わいい？」

「……可愛いは却きやつ下かとして、スピードだね。まず移動スピードなんだけど、小さい柩きゆう艦かんは移動スピード速いって思われがちだけど、それは序じよ盤ばんだけ。大型の柩艦もレベルが上がり、水すい貨かが貯たまれば高出力のエンジンに載のせ替かえられる。このときの最高速度は、コルベットを大きく上回ることになる」

「きっ、聞いてないよ、月ちゃん!?」

「わたしだって聞いてないよ!?」

「茜子様、何で言ってくれなかったの!?」

「もちろんコルベットもレベル上げて強化はできるけど、小さいから拡張性がない。おまけに最大のデメリットである防ぼう御ぎよ力りよくの低さ──こればっかりは、どうにもならない」

「「「…………」」」

　黙だまり込こんじゃった。まあ、そうだよな。

　コルベットってのは、ヘタすると艦かんとすら呼ばれないこともある。艇てい、っていう字を充あてられちゃう場合もあるんだ。艇はボートなんかに充てる字。それぐらいちっこい。

　シュラフトで〝コルベット外はずし〟なんてワードが生まれるくらい、嫌きらわれていた。

　そのコルベットを主戦力に使って勝ち上がってはいたけど、その勝利は茜あかね子この圧倒的に練ねり込こまれた戦術の上に成り立っていただけで、決してコルベットが強いわけじゃない。

「どうしてもダメというわけですね」

「判わかりました」

「星ちゃん、月ちゃん、最後の手段ですよ」

「……お、おい？　何する気だ？　暴力反ッ……んッ!?」

　自分の目を疑ったよ。




　沖おき三姉妹が────一いつ斉せいに、制服を脱ぎ始めた。




「え──ッ!?　ちょ、何してるのッ!?」

「ハニートラップって言うんだよ」

「言わないよ!?　それスパイのテクニックだからね!?」

　脱ぎ途中で、真っ赤になったのは星ほし歌かちゃん。

「やっぱり恥はずかしいよぅ」

「頑がん張ばって星ちゃん、応おう援えんチャージ☆」

「ダブルチャージ☆」

「もう満タンの下りいいから、服着てェ！」

　三人とも、ムッとした顔になっちゃった……。

「ちょっと変へん態たい先せん輩ぱい、三人とも初めてなので優やさしくして下さいよッ!?」

「逆ギレよくない！　あと変態先輩はよして！」

　芽め生ばえ始はじめを感じさせる、白くてちっちゃくてほっそりした身体からだは確かに魅み力りよく的てきではあるんだけど、こんなことあったなんて茜子に知られたら、アンテナ電でん撃げきくらっちゃう。

　さらに、もっと怖いヤツも僕らの艦かん隊たいに居て──、

　いきなり──ガンガン、と音がしたので、三姉妹は固まってしまった。

「「「何？」」」

　扉とびらの向こうから声がする。

「……開いていませんね。この中から校則違反の臭においがするんですが」

　日下部くさかべの声だッ！　嗅かぎつけて来やがった──ッ！

「部下Ａ。ドアを吹き飛ばしたいので爆ばく薬やくを持ってきて貰もらえますか？」

　もう諦あきらめようと思ったとき。腕の圧あつ迫ぱく感かんが消えた。縛しばっていたロープが切れている……？

　僕の後ろに、制服姿の少女がいる。

　黒くろ髪かみの短いツインテールに、黒バージョンの学園制服──。

　真夏なのに、コートを前開けで着込んでいる。

　柄つかにリングのある、三み日か月づき型がたブレードのナイフを持っている。親指をリングに入れて、ヒュヒュッと高速回転させ、スカートの裏にあるホルダーにしまう。

　見み覚おぼえがある。ひゅうが型護衛空母ＤＤＨの子だ。

「君は、確か杉すぎ本もと涙る衣い──」

　しっ、と指を立て、ジェスチャーで『こっち』と合図してくる。言いたいことを理解した僕は忍しのび足あしで杉本についていく。

　マットをずらして、その下の床にある扉とびらを開け、入るように指示してくる。そこにある階段を素早く下りる。杉本も入ってドアを閉めた頃ころに爆ばく音おんがした。

　日下部くさかべの怒鳴り声が聞こえるけど、何言っているかは判わからない。どうせ『こんなところで着替えるのは校則違反ですよ！』だろうけど。

　杉本は、フラッシュライトを僕に渡してくれた。通路を照らす。中腰じゃないと進めないぐらい狭い通路だ。四よつん這ばいで進んでいく。

　二〇メートルくらい進んだろうか。横に通つう気き孔こうのカバーが見える。

「そこ蹴けって下さい」

　カバーを蹴る。ガランと音を立てて落ちる。

　下を見る。ロッカールーム？　人は居なさそうだ。飛び下りる。杉本が続く。

「助けてくれて、ありがとう」

「いえ、先せん輩ぱいをぶん殴なぐるためですからお気になさらず」

「……殴る？」

「はい」

　爽さわやかに笑った刹せつ那な、杉本は旋つむじ風かぜの如ごときフックをくり出した。僕の頰ほおに拳こぶしがめり込んで、意い識しきが途切れたよ。
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「……あ。目が覚さめました？」

「ん？」

　ロッカーが並んでいる部屋に寝ている。何でここで眠っていたんだっけ？

　脳のう裏りにあの殺人フックが蘇よみがえって──、

「ぎゃああああああああ──ッ！　もう殴らないで！」

「そんな、大げさな」

「何で殴なぐったの!?」

「先せん輩ぱいは、茜あかね子こ様のお気持ちを判わかっていません」

「……へ？」

「昔、シュラフト時代に茜子様とメール文通されていたと聞きました」

「うん。アドレス教えてないのにいきなりメール来て」

　そのときに、不正なソフト貰もらったりとかしていたけどね……。

「シュラフトを出会いの場に使うことは禁じられているそうで」

「そういう法律もあって……」

「先輩とのやりとりが途中でメーア・シュロス財団に発見されて、懲ちよう罰ばつとしてパソコンの中身を破は壊かいされ、シュラフト外での先輩との通信行為を一切禁じられてしまったそうです」

　初めて聞いた……。まあ、確かに途中からメール来なくなったな。

「ワゴン……いや茜子は、親にメール禁止されたとか言ってたよ？」

「一流のクラッカーとして、クラッキングが運営にバレたなんて言えなかったそうです」

「その意地は張らなくてもいいんじゃ……」

　ダンッと、足を踏ふみ鳴ならされたので反射的に土下座したよ。

「削そぎ削ぎしますよッ？」

「……何を削ぐんだかよく判らないけど、すいません」

「悪いのは突然辞やめた先輩でしょう？　一言、別れの言葉を口にするのが筋すじですよね！」

「ハイッ！　すいません！」

「茜子様がどれほど先輩を探し回ったか。エシュロンを乗っ取って奪うばい取とった何百億通ものメールデータの中から、先輩らしきアドレスを発見したときの、あの澄みきった笑顔を知りもせずに！」

「エシュロンって、アメリカの国こつ家か安あん全ぜん保ほ障しよう局きよくがやってる通つう信しん傍ぼう受じゆシステムだよね!?」

「リアクションすべきはそこじゃないですよねッ？」

「すいません！」

　てか、アメリカの国家機密盗ぬすんで僕のメールアドレスを特定するなんて……茜子。

「先輩ときたら、こんなにも健けな気げな茜子様を叩たたくなんて──」

　だから僕は、杉すぎ本もとに殴られたのか……。

　茜子を平手打ちしたときのことを思い出す。キスを策さく謀ぼうに使うようなやり方を窘たしなめていて、あいつが『強きよう制せい命めい令れい権けんを使ってエルフを自殺させる』なんて言うから、カッとなって叩いてしまったけど……。

「そうだよな。僕に叩く資格なんかなかった」

　杉本は溜ため息いき一つして、ロッカーにもたれる。

「反省しているようなので一応は許しますよ。ただし、今後は茜あかね子こ様に優やさしくするように」

「うん……」

　杉すぎ本もとはあの不気味なナイフに舌を這はわせながら、殺さつ人じん鬼きの目をして言う。

「茜子様の涙なみだ一いつ滴てきにつき、先せん輩ぱいの生なま皮かわを一平方センチメートル削そぎ削ぎしますからね」

「怖い怖い怖いッ！」

　杉本がようやくナイフをしまってくれた。

「杉本さんは……」

「涙る衣いでいいです。さん付けもなしで」

　ああ、よかった。そっちのが呼びやすい。

「涙衣はシスターズと正反対のタイプだね。何で茜子と組んだの？」

「情報戦で茜子様に助けていただいて……その恩義ですね」

　茜子はクラッカー。ネットワークに侵入して個人情報を盗ぬすみ取とったり、パソコンのシステムを改変できる人のことだ。

「涙衣は滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんに乗り気じゃないって聞いた」

「このままレベルを上げ続ければ、滅葬戦の勇者として〝選抜〟されてしまいます。そうなれば実戦で撃げき沈ちんして死ぬ可能性があります」

　だよな……。前回の天てん使しアルマロス襲しゆう来らいによって、学園で死者が出た。

　涙衣の恐れは、滅葬戦参加者のすべてが持つ恐れだろう……。

「わたくしは、ごく普通の人間として生きたいのですよ」

「普通ってことはないんじゃない？　人殺せそうな怖いナイフ持ってたじゃん」

「怖くないですよ。カランビットナイフです。護ご身しんを目的としたナイフですから」

「護身で、ナイフって……」

「相手は死にませんよ？　腕の肉を削ぎ削ぎするだけです」

「怖い怖い怖いッ！」

　この子は何でときどき、血も涙もないような目をするんだろう。理由は知りたくないけど。

「なるべく早く代わりを見つけて下さい」

「その方向で考えておくよ。じゃあそろそろ帰るから」

　涙衣に肩を摑つかまれた。

「ん？」

「しっ！　ロッカーに隠れましょうッ！」

　涙衣は、鍵かぎの開いているロッカーを探している。一つ見つけた。

「ここに入って下さい！」

「う、うん」

　わけが判わからないけど、従って中に入ったら涙衣まで入ってきた!?

　柔らかい部分が、むにゅっと当たってますけど!?

　涙る衣いがその状態から、しゅ、しゅっと香水みたいのを噴ふん射しやしている。小声で訊きく。

（何？）

（脱だつ臭しゆうスプレーです。これで、あのバケモノをごまかせればいいのですが……）

（バケモノ？）

　女の子の話し声がして、ドアが開く。大勢いる。楽しそうな声だ。

　他愛もない会話をしている。

「滅めつ葬そうやってる子たちって、勧かん誘ゆうしてもムダ？」

「かけもちはムリでしょ」

　足音が一つ近づいてくる。ドア格ごう子しの隙すき間まからその姿が見える。ロッカーを開けて荷物を置いてからすぐに、あっさり脱ぎ始めた。

「──ッ！」

　やけにロッカー多いと思ったら、ここ室内プールの女子更衣室じゃん！

　バンッ、と入り口のドアを開く音。悲鳴が上がる。

「きゃあああ──っ、何!?」

「風ふう紀き委い員いんです！　校則違反の臭においを検出したのでガサ入れを行います！」

　日下部くさかべ、キタァァアアアア──ッ！

　ヤバ、更衣室の覗のぞきなんて見つかったら、確実に人肉ロボットだぞ。

　日下部が鼻をくんくんさせながら歩いて来て、鬼おにの形相で更衣室を見回している。

「校則違反者どこですかァ？　許してあげるから出てらっしゃーい……」

　出て行ったら一〇〇％裏学級会だろッ！

　──っと、通りすぎた!?　さっきの脱臭スプレーが効いたのか！

「…………見失いましたか。チッ」

　更衣室を一回りして、日下部は出て行った──。
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　水泳部の連中が着替え終わってから、僕らは廊ろう下かに出た。

「では、これで」

　涙衣は短距離スプリンター並みの速度で走っていった。

　溜ため息いきをつきながらスマホを確認したら……メール新着が二〇〇件超ごえ。闇やみ子こ、絶好調だな。義務返信が辛つらい。メールを返しながら校舎から渡り廊下へ。

「──やあ」

　正面から声をかけられて、顔を上げる。

　見た目はツインテールの美少女。なのに男子制服。性別どっちだよ的なこいつ──。

　ミカエル、だ。突然現れては、僕に謎なぞのメッセージを残して去っていく。

　しかも滅めつ葬そう戦せんのときにも現れている。滅葬戦に何らかの関わりがありそうだけど……。

　とりあえず、ブルクハルトを言い負かせたのは、こいつのくれたメッセージのお陰だ。一応、味方なのかもしれない。

「やあ、じゃないよ。おまえが何でもかんでもぼかして言うから、僕がどれほど苦労したと思っているんだ」

「考える力を養うのは大切なことだよ。悪あく魔まアスタロト」

「は？」

「君は剣けんを生み、悪魔となった。名は大だい公こう爵しやく〈アスタロト〉──ギリシア語において中ちゆう傷しよう者しやの名を持ち、過去と未来を見通すという」

「アルマが〈《魂成りし剣ガイステイゲス・シユヴエルツ》〉って言っていた剣っていうのは、悪魔でもあるんだろ？　そのこと？」

「簡かん単たんに言えば、あの瞬しゆん間かんはあっちが君さ」

「…………？」

「エルフリーデが柩きゆう艦かんになれるようなものだよ」

　そこまで言われて、ようやく理解できた。

「そっか！　エルフたちフュルギアは艦かんになる。僕らコマンダーは剣になる……？」

「謂いわば柩きゆう剣けんだね」

「ちょっと待ってよ。もし剣が折れたら……？」

「もちろん君は死ぬよ。固そうな物は斬きらないようにね」

「……そう思うと、ちょっと怖いな。で、おまえは何なのミカエル。天てん使しなの？」

「ボクは天使であると共に、高こう潔けつなる見み届とどけ人にん」

「あのさ。もうちょっと判わかりやすく言えない？　見届け人とか言われても」

「考える力を……」

「はいはい。とにかく敵じゃないのね？」

「さあ」

　真ま顔がおで肩を竦すくめるなよ……。

「黒雲が天を覆おおい、血けつ気き盛さかんな子こ羊ひつじは死に絶えるであろう。生いき延のびたくばジェリコを陥かん落らくせよ。心しん臓ぞうに《真実の耳》が開くそのときに、吹き鳴らせ」

「おいおい、急に何？」

「預よ言げんだよ」

「もしかして今度の天使との戦いを表しているの？　名前は確か、第二天使〈神かみの雷らい光こうバラキエル〉──」

「考える力を養うのは大切なことだよ」

　ミカエルは爽さわやかな笑顔で手を振り、去っていく。

　黒雲が天を覆おおい──うんぬんってのは、おそらくバラキエルの戦い方を示しているんだろう。

　雲は空にある。つまり防ぼう空くう戦せんになるってことだ。血けつ気き盛さかんな、のとこは攻めたら不利になるとか、かな……？

　ジェリコの一節が気になるので、スマホで検索かけてみたよ。

　ヨシュア記、第六章──城じよう塞さい都と市しジェリコの戦い。預よ言げん者しやに従って民たみが角つの笛ぶえを吹き鳴らすと城じよう壁へきが崩くずれ落おち、ジェリコが陥かん落らくしたと書いてある。

　角笛、ってのが気になる。武器じゃなくて《音》で城壁が陥落する、ってことかな？

　どうやら、ここに天てん使し攻略のヒントがありそうだな。

　急がないと。あの口ぶりじゃ、次の滅めつ葬そう戦せん────近いぞ。

　スマホの着信音が鳴る。エルフかと思ったけど、違う。茜あかね子こだ。

〔緊きん急きゆう事じ態たい。運営側の情報をクラッキングしたわ。あたしたちの次の対戦相手は、アルマよ〕

「それって、どういう……」

〔アルマは何も言わず、ことを進めたの。手続きをしたのはメーア・シュロス財団日本支部の人間だし、そいつは滅葬選抜戦運営本部にも手を回してる。要するに、この対戦カードは仕組まれてる。アルマと話しなさいって言ったわよね？〕

「言ったけど……」

　昨日は日下部くさかべが父親と話し終わるのを待ってから、軍ぐん艦かん学がく園えんに帰った。放課後だったので、すぐにいつもの演習をして。そのあと深夜に話そうとしたんだけど、部屋に行くとアルマがベッドで苦しんでいた。

　看病している小こ町まちが、冷静な顔で言う。

『お気になさらずに』

『でも、具合悪そうじゃん』

『ヒルフェ剤の投与量を増やしたので、そのせいでございます』

『聖痕ステイグマがあるから……？』

『左様でございますね。あと一時間で悪夢も消えます』

『…………』

　……って感じで、それどころじゃなかった。

　疲れ切っていたから、そのまま寝ちゃって──起きたときにはアルマがひっついてて、エルフと闇やみ子この夜よ這ばいを阻そ止ししてくれていたわけで。

「話す時間を作れなかった。ごめん」

〔その結果がこれよ。あの子の心は離れたし、滅葬選抜戦に強敵を迎えた。これで試合に負けてみなさい。エルフリーデのレベルアップも先になるし、水すい貨かも稼かせげない。そんな状態で、エルフリーデを滅めつ葬そう戦せんに出したら、どうなるか判わかるでしょう？〕

　茜あかね子この言う通りだ。そうなったら滅葬戦どころじゃない。まともな勝利すらできない、勝てないから稼かせげない、レベルアップもできない──。

　エルフが、一生勝てないゴミシップになってしまう。

〔どうするのよ？　救おうとしてる相手が、一番の疫やく病びよう神がみじゃない。いまってどんな状況か判ってるの？　アルマをちゃんと戦力にして、一致団結して天てん使しに立ち向かうときよね？〕

「判っている」

〔きちんと言いなさいよ。強引にでも引き込まないと、未来がなくなるわよ〕

　ハッキリさせなきゃ。アルマがどういう気持ちでいて、何を考えているかを。そして、こんなことしている場合じゃない──って判らせないと。

　足音が聞こえる。肩越しにふり返る。

〔とにかく演習空間に来なさいよ。対たい策さくを……〕

「……茜子、切るよ。続きは、本人に訊きく」

〔はァ？〕

　通話を切る。電源も落とす。

　ふり返った先に、彼女が立っている。初等部の制服を着て、ランドセルを背負っている。

　アルマだ──。

「スネイクたん……」

「…………どういうことだか、聞かせて貰もらうよ」
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　潮しお風かぜが吹き抜ける。

　渡わたり廊ろう下かのスノコの上を一匹のカニが歩いている。アルマはそいつを指で摘つまむと、海側の方の地面に運んだ。

「入学したんだよね？　僕らに内緒で？」

「そうなるな」

「内緒にする意味は？」

「笑っていられる時間を、できるだけ長くしたかった」

「──僕らの敵に回らなきゃ、ずっと笑っていられる。そうしろよ」

「できない」

「判わかっている？　これって裏切りだよ。僕らは仲間だった」

「理解しているつもりだ」

「全然、判ってないよ」

　僕はアルマに歩あゆみ寄よる。片かた膝ひざをついて、目線を合わせる。

「僕は辛つらかったんだ……」

　目の前にいるアルマは、確かに幼い。でも、シュラフトの頃ころのアルマと同じ顔だ。

　アルマの一部でしかないとか、そんなのどうでもいい。

　こいつはアルマだ。僕の初恋の相手なんだ。

「あの別れの日から、シュラフトにログインできなくなった。シュラフトに行っても、おまえが居ないからだよ」

　後ずさろうとするアルマの肩を摑つかむ。

「大事だったんだ。おまえのためにシュラフトを戦った。だから、おまえを失って、ログインする意味をなくしてしまった。滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんに出たのも、おまえがこう言ったからだ。この素晴らしい世界が終わろうとしている。救ってくれ──と」

　アルマは答えない。

「僕に世界を託たくしたのは、おまえじゃないか。だから僕だって、傷ついても進もうとした。残された短い時間を精せい一いつ杯ぱい生きようとしたんだよ。大事なんだよ、おまえが。判らないなら何度でも言う。おまえのためだ。何もかも。おまえの命を救うために努力している」

　脳のう裏りに蘇よみがえってくるのは、アルマを失ったあとの四ヶ月──。

　目の前がじわっと曇くもる。

「あの最後の日。おまえを失ったあと、僕は何をする気もなくなって、ずっと学校を休んだ。そんなとき、テレビであの演説を観みた」

「あの演説？」

「世せ界かい救きゆう済さい宣せん言げん──ブルクハルトの演説で、おまえが語った〝世界の終わり〟が現実に迫せまっていることを知って、僕は立ち直った。おかしいだろ……？　世界が終わる、って聞いて僕は嬉うれしかったのさ。なぜだと思う？　おまえが『素晴らしい』と褒ほめ称たたえるこの世界が、痛くてたまらなかったからだよ。おまえが居ないから辛つらくなったんだ。シュラフトを続ける理由どころか、生きる意味も見失ったんだ。世界がどうせ終わるなら、それまでなら耐えられる……そう思って、楽になった」

「……………………スネイクたん…………」

「頼むから考え直してくれ。もう二度と、おまえを失いたくないんだよ……胸が痛くて、心に空くう洞どうができて、重くて苦しくて……あんな痛みを二度も味わうなんて耐えられない……」

　その言葉は、アルマの目を数秒だけ伏ふせさせた。

　だけど、それだけだった。心は届かなかった──。

「気持ちは変わらない。スネイクたん。わたしはおまえに敵対する」

「何でだよッ!?　理由を教えてくれよ！」

「おまえが見過ごしている大きな問題がある」

「え……？」

「深く考えて貰もらう。スネイクたんには、特にな。この先、戦いを続けるには──、」

　アルマの表情が引ひき締しまる。

　幼いのに、歴れき戦せんの戦せん士しのような顔だ。

「──おまえらは、まだ……甘いのだ」

　言葉の終わりで、アルマは立ち去り始める。僕は膝ひざをついた姿勢のまま、その姿を目で追い続けた。




　…………どうしてこうなってしまったんだろう──？




　神様が居るなら、答えて欲しい。

　好きな人たちと、ただ笑い合うだけの未来は、僕には相応ふさわしくないとでも言うのか──？
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「遊びは終わりよ」

　演習空間に着いてアルマとの件を一通り話し合ってから、茜あかね子こはみんなを集めてそう切り出した。

　エルフ、日下部くさかべ、闇やみ子こ──それから沖おき三姉妹と涙る衣いも居る。

「編成を決めなきゃいけなくなったわ」

　エルフが訝いぶかしげな顔で返す。

「全員で参加すればいいじゃないですかぁ？」

「編成は出しゆつ撃げきポイント制で、合計が７点になるように編成しないといけない。出撃ポイントの消費量は、柩きゆう艦かんの種類によって違う」

　沖おき三姉妹の一人を指差す。

「コルベットは０・５ポイント消費する。日下部くさかべはけっこう大きいけどコルベット扱いだ。ここには居ないけど、フリゲートは１ポイント、駆く逐ちく艦かんは１・５ポイント」

　茜あかね子こを指差す。

「巡じゆん洋よう艦かんは２ポイント。涙る衣いも同じね」

　最後にエルフを指差す。

「巡洋艦を越える大おお型がた空くう母ぼ、巡じゆん洋よう戦せん艦かんなどは３ポイント消費する」

「出撃ポイントは７だけど、例外として７・５なんて端は数すう消費が出ても７として扱われるわ。なので、それを見越してコルベットを育成したりできるの」

　闇やみ子こが手を上げる。

「お兄ギャん。わたしは何ポイントですか」

「１ポイント。質問は以上？　みんな理解した？」

　エルフが少し考える。

　しばらくしてから、ぽんと手を叩たたいた。

「あっ、つまり全員で出撃すればいいんですよね？」

　蹴けり転ころがしてやった。

「あーんっ、よく判わかりませんよぅ！」

「おまえと茜子と涙衣入れたら、どう足あ搔がいても全員入らねえってことだよ！」

　茜子が鋭するどく告げる。

「峰ほう介すけ──最初に言っておくけど、エルフリーデはムリよ」

　……言うなよ、おまえ。ほら、場が静まり返ったじゃないか。

　エルフが顔を赤くして怒る。

「どうしてですかっ!?」

　日下部も非難がましい顔になる。

「エルフさんって、強いんですよね？」

「あー……待て、感情的になるな。茜子、ちゃんと説明して」

「言っても判らないわよ」

「説明はしない、従え──っていうスタイルは今後一切なし。いいね？」

「はァ？」

「僕のやり方はそうだから、茜あかね子こもやって。まずは説明から。誰だれにでも判わかるように、すっごく易やさしくね」

　茜子は軽く僕を睨にらんでから、溜ため息いき一発。説明し始める。

「これからの対戦相手にごまかしは利きかないの。空と海の両方を圧倒しに来るわ」

「空と海……？」

「まずは空ね。初等部英えい才さいコース二年四組、姫ひめ池いけみかん。涙る衣いと同じ軽けい空くう母ぼよ」

　涙衣が驚おどろいたように顔を上げる。

「ただし向こうが格かく上うえ。インヴィンシブル級航こう空くう母ぼ艦かん──垂すい直ちよく離り着ちやく陸りく機きの空母として作られた艦がベースだから」

　エルフが手を上げる。

「わっかんないです」

　茜子がキレそうな顔をしたので、僕が説明する。

「こっちは最初ヘリ空母でスタートして、それを改修しているから出遅れている。向こうは性能のいい艦かん載さい機きをバンバン飛ばしてくるってこと」

　エルフがふんぞりかえる。

「言っておきますけど、エルフは飛行機なんか機き銃じゆうで撃うち墜おとす自信がありますね！」

「バーカ。その機銃でどうやって仲間を守るんだよ」

「…………あ……」

「チームプレイってのはそういう難しさがある。艦隊の柩きゆう艦かんそれぞれが連れん携けいして役割分担する。その役割をこなせる艦じゃないと、強くても仕方ないって話になっちゃうのね」

　エルフがしょんぼりしたので、茜子が続きを話す。

「敵に空を支配されたらやりたい放題よ。これを制せい空くう権けんっていうの。制空権だけは決して渡しちゃいけない。だから今回、涙衣には入って貰もらうわ」

「出しゆつ撃げきポイント残り５だね」

「スピード展開が必要だから、コルベット三隻せきフルに出してウィグもつけたいわ」

「一艦０・５ポイントで四隻だから出撃ポイント残り３だね」

「あたしが出れば、葬そう技ぎの《静かの海》や強力なレーダーで援えん護ごできる」

「出撃ポイント残り１だね」

「敵の探知は潜せん水すい艦かんでするのがいいわね。奇き襲しゆうに切り替えて魚ぎよ雷らい攻こう撃げきで沈しずめられるかも」

「はい、ポイントゼロ」

　エルフが涙なみだぐむ。

「わああああ──っ、エルフ仲間外はずれイヤですよう！」

「いや、とりあえず感情的にならないでね。仲間外れとかそういう問題じゃないから。でも、茜子。一応、エルフを入れたプランも考えてみてくれない？」

「……何で？」

「何で、って……」

「説明はしない、従え──っていうスタイルは今後一切なし。あんたが言ったのよね？」

「言ったよ？」

「じゃあエルフを入れたがる理由を、説明しなさいよ」

　──う。おまえには説明したじゃないか。

　茜あかね子こは腕組みして僕を見み据すえている。どうやら『話せ』ってことらしいな。

「……いま？」

「いますぐ。あんた絶対、後回しにするでしょ」

　お見通しだね……。

「何ですか、吉よし岡おかくん。話して下さいよ」

「話さないと削そぎ削ぎしますよ？」

　覚かく悟ごを決めなきゃダメみたいだ。

　どう話したらいいか考えてみたけど、やっぱりこれしかないか。

「────アルマがいま、死にかけている」

　フュルギアたちの顔色が変わった。
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　日下部くさかべを経由してコマンダー転送して貰もらい、エルフの戦せん闘とう指し揮き所しよに入る。コマンダーシートに着いて演習の設定をする。

　まずはバトルフィールド作り。ド真ん中に分厚い空くう間かん断だん層そうの壁かべを用意して、その向こうに標的となるターレットを配置する。柩きゆう艦かんエルフを断層の手前に移動して、完成。

「この位置から、動かずに砲ほう撃げき訓練ね。敵が断層貫いて撃うってくるから、そこから敵の位置を推すい測そくして撃ち返して」

　エルフはマックスＢＯＸのコントローラを手に取る。

「そういうのは得意です」

「全部壊こわしたら、次のターゲットが復活するようになっているし、弾たまも自じ動どう装そう塡てんされるし、弾だん数すう無限にしておいたから、考えずにどんどん壊していいよ」

「任せて下さい。えっと……あの」

「うん？」

　エルフがモジモジしながら口ごもっている。

「あのこと話して良かったんですか？」

「うーん……」

　返事に困る質問だなぁ。

　アルマの死の理由を説明するために、エルフたちが亡なき骸がらの涙なみだであることを説明しなければならなかったし、それを聞いて日下部くさかべなんて顔がん面めん蒼そう白はくだし、沖おき三姉妹は終始きょとんとしていたし、涙る衣いは殺気すら宿した顔で聞いていたし。

　質問が巻き起こったので、一人ずつ答えていったよ。

　まずは涙衣の質問。

『天てん使しを倒すことが滅めつ葬そう戦せんの目的なんですか？』

『不明かな。ブルクハルトの口ぶりでは天使の持つ《次じ元げん力りよく》を回収するのが目的の一つではあるみたい。でも、それで何するかは判わからない』

『先せん輩ぱいは次の天使にどうやって勝つつもりですか？』

『ミカエルってヤツが、攻略のヒントをくれた。あとはいまのところ柩ひつぎが開くのはエルフだけなので、エルフを鍛きたえなきゃいけなくて。それで、エルフを編成に加えて欲しいって話をしたんだよ』

　次は日下部の質問。

『吉よし岡おかくんはどうしてわたしたちに黙だまっていたんですか？　信用できませんか？』

『それは……』

『少し傷つきましたよ。あと、もう一つ。アルマさんが敵になるって、明らかにおかしくないですか？』

『僕もそう思うし、説得はした。でもアルマの気持ちは変わらなかった』

　その次は沖三姉妹の質問。

『天才先輩はどうしたいんですか？』

『アルマさんの勝手なんですから、無視すればいいじゃないですか』

『だからブレてる先輩って言われちゃうんですよ』

『滅葬戦に勝つことだけを考えるべきだってのは判っている。僕が感かん傷しよう的てきすぎるかも、っていうのは否ひ定ていしないから、おまえらで判断して欲しい。一人でもついていけない──って意見になったら、茜あかね子こに指し揮き権けんを譲ゆずる』

　最後に、もう一回涙衣が質問してきた。

『わたしは日下部さんと逆の意見ですね。先輩はわたしたちに話すべきではなかったと思います。この情報を、誰だれかが流す恐れがあると考えなかったのですか？』

『ちゃんと考えたよ。でも、いまここにいるメンバーは茜子が信用できるって判断したヤツらなんだ。茜子が信用しているなら、僕も信用する』

　……と、まあこんな感じに話は終わり、いつもの演習に取りかかったわけだけど。

　エルフの様子で判る通り、メンバーに動揺が広がっている。

　とにかく空気が重い。柩きゆう艦かんエルフに来る前に、沖おき三姉妹の改修も済ましたけど、何だかボーッとして身が入らなかったし、涙る衣いに至ってはフュルギアシートのコンソールに脚あしを乗せたまま、天井を見上げてブツブツ言いながら考え込んでいて、話しかけると『演習メニューだけ置いて行って下さい』と、話す気ゼロ。

「おまえの言う通り、言わない方が良かったかも」

「師し匠しよう……」

「アルマのために戦うつもりが、余計なことに首を突っ込んだあげく、当のアルマに逃げられて、敵対されて。惨みじめだよな。見み棄すてられても当然だよ……」

「見棄てませんよ」

　背中に、温ぬくもりを感じた。

　エルフの息いき遣づかいを耳に感じる。後ろから抱だき締しめられている。

「見棄てるわけないじゃないですか。いつだって師匠と一緒に居ます。師匠のためのエルフで居続けます。アホもいっぱいしますけど、でも、誰だれよりも頑がん張ばりますから……」

「…………エルフ……」

　こいつが居なくちゃ、ダメになっていたかもしれない──そう思えるほどに、このときのエルフの温もりは、いまの僕に必要なものだった。
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　最後の演習指示だ。残っているのは妹の闇やみ子こ。海岸に送って貰もらってから合流する。

「──待たせたね。《艦装クライド》してくれ」

　闇子は手を海の方に突き出し──、

「《艦装クライド》です」

　妹の身体からだが閃せん光こうに包まれ、一いつ瞬しゆん──着ている服が破れるように分解された、次の瞬間。

　闇子の姿がかき消え、沖に派手な水しぶきが立つ。月明かりの海うな原ばらに柩艦が現れる。細長いフォルム。形で言うと、そうだなぁ……、カタナかな？

　とにかく見たこともない潜せん水すい艦かんだ。

「……原子力かな」

「違うわね」

　茜あかね子こが寄ってきている。

「編成を考えるんじゃなかったの？」

「潜水艦よ？　勝利の鍵かぎを握るレアシップよ？　性能知っておかなきゃ」

　海面を走って潜水艦に向かう。潜水艦は海からでも乗りやすいなぁ。

　ハッチに入ろうとしたら茜あかね子こが艦かん橋きようの方に走っていくのが見えて、とりあえずついていく。

　艦橋の裏に回ったところで、急に立ち止まった。

「…………レーダー……」

「は？」

　艦橋の後ろを見てみると、そこに──。

　円えん筒とう形けいの土台の上で、くるくると回る鉄板状のアンテナがあったわけで。

「……潜せん水すい艦かんにレーダー？　意味ないよね？　水中で電波届かないし」

「聞いたことがあるわ。米ソ冷戦時代のアメリカ海軍空くう母ぼ打だ撃げき群ぐんに、レーダーを搭とう載さいした潜水艦がいたって話を。当時は早そう期き警けい戒かい機きもなかったし、大型潜水艦に搭載するしかなかったの。その潜水艦はこう呼ばれていたわ。レーダーピケット潜水艦、ってね」

「米ソ冷戦って、昭和じゃん……」

　せっかくの潜水艦なのに、超ちよう絶ぜつ旧きゆう型がた艦かん。お兄ちゃんガッカリだよ。
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　空は星空。すっかり更ふけて、吉よし岡おか艦かん隊たい、演習終了。

　家の前に集まって、軽いミーティングのあと、解散だ。

「…………」

　誰だれも去らないんだけど……？

「ええと……解散って言ったよ？」

　日下部くさかべが前に出る。

「演習しながら、みんなと通信で話し合っていたのですが」

「えっ？　僕、闇やみ子この艦内で通信ウインドウ開いたけど、何も……」

「吉岡くんだけ、ブロックかけました」

「何なに気げに酷ひどくない!?」

「まず、わたしの個人的見解を話します。吉岡くんの内緒はムカッと来ましたが、わたしにだって秘密はあります」

　日下部が言っているのは、無む念ねん流りゆうの継けい承しよう問題を噓うそをついてまで隠していた件だろう。あれは驚おどろいたもんなぁ……。

「ですので、吉岡くんのアルマさんを助けたいという想おもい、それだけは信じます。わたしも、アルマさんには死んで欲しくない。一緒に過ごした知り合いが死ぬなんて、そんなの……校則違反ですよ」

　日下部はそう言って目を伏ふせる。

「貴方あなたが〝誰も死なせない〟艦隊を目指すのであれば、それはわたしの望みでもあります。どこまでも支えます」

「日下部くさかべ……」

　涙る衣いが前に出る。

「先せん輩ぱいは女みたいでキモいですし、目つきがやらしいですし、生理的にムカつきます」

「……オープニングから僕、涙なみだ目めなんだけど」

「ですが、先輩を失って哀かなしむ茜あかね子こ様の顔は、二度と見たくないのです。先輩がアルマを失えば、間接的にそうなるでしょう。なので、仕方ないです──」

　涙衣はカランビットナイフを持ってくるくる回す。

「先輩の敵は、わたしが削そぎ削ぎしてあげます」

「涙衣……」

　沖おき三姉妹が、前に出る。

「天才先輩は、何となく悪い人ではないと思います」

「変へん態たい先輩ですけど、ハニートラップに引っかからなかったので許きよ容よう範はん囲いです」

　いま、周囲の空気が張はり詰つめたよ……？

　ちょっと待って。これ良い方向にトーク進むよねッ？　日下部の目がだんだん鋭するどくなっているけど、大丈夫だよねッ!?

「スカイハイ・シスターズに難しいことは判わかりません。でも、茜子様が先輩を見るときに優やさしい目をするのを知っています」

「茜子様がこんなに大好きな先輩が、悪い人なはずありません」

　三人、声を揃そろえて言う。

「「「なので、シスターズも先輩を信じます！」」」

　茜子がホッと息をつく。

「総意みたいね。多数決を取るまでもないかしら。じゃあ、峰ほう介すけからも一言」

「え？　ええと……あの……」

　何を言おうか迷ったけど、胸の中にある気持ちは一つしかなかったよ。

「ありがとう……みんな。この艦かん隊たいに居られて幸せだ」

　いままでは、バラバラの目的を持った生徒の集まりでしかなかった。でも、いまやっと、艦隊のメンバーが一つになれた。

　まだ一致団結、とまではいかないかもしれない。でも皆の意い識しきが、アルマの命を救うという目的に向かい始めた。これから艦隊の雰ふん囲い気きも変わっていくかもしれない。

「ほら、みんな。もう九時だし、帰るわよ」

「茜子、編成は？」

「明日に持ち越し。もっと仕掛けから考えるべきだと思ったの」

　歩あゆみ去さろうとしたので、茜子の手を摑つかむ。

「ごめんね」

「え？」

「叩たたいたこと。まだ正式に謝あやまってなかったじゃん」

　一いつ瞬しゆんぽかあんとした茜あかね子こが、口をあわあわさせる。

「なっ、なっ？　きゅきゅきゅ、きゅうううっ？　急に何よっ！」

「あ。うん……涙る衣いに色々言われて」

「びびびびっくりした！　嬉うれ……じゃない！　帰るわよっ、じゃあね！」

　顔を手で覆おおって、駆かけ去さっていく。アンテナから出ている電光がハート型になってる……？

　よく判わからない反応だけど、許してくれたのかな……？

　みんな海を渡ってドアの方に歩いていく。

　家の玄関に入ったら、階段のところにエルフが座っている。僕に気づいていない。

「……エルフ？」

「あ、ああ、師し匠しよう。おかえりです」

　微ほほ笑えんでくるけど、力ない笑みだ。ムリしているみたいな……。

「どうしたの？」

「何でもありません！」

　エルフは早足で二階に駆け上がってしまった。

　気になったけど、とりあえずは自分の部屋に戻って、机つくえにあるパソコンを起動する。

　自分のメール宛あてに送っておいた、今日の演習の記録データをチェックしていく。

　日下部くさかべのスコアがぐんぐんよくなっている。演習を沖おき三姉妹と合同でやったのがいい刺し激げきになったみたいだね。

　涙衣は……圧倒的戦力差に設定しておいたのに、健けん闘とうしているな。戦いの勘かんがいいタイプ。普通だとマトンに任せっきりになって順当にボコられちゃうけど、涙衣は射しや程ていの差を利用した一いち撃げき離り脱だつの指示を出して、巧たくみに足止めしている。

　闇やみ子このデータは僕がつきっきりだったし、大丈夫か。

　さあ、エルフのデータは──……、




「………………………………………………え………………？」




　頭の中が真っ白になった。

　液えき晶しよう画が面めんに表示されている情報を飲み下そうとしているけど、脳のうが拒きよ否ひしている。

　冗じよう談だんとしか思えない。むしろ冗談であって欲しい。

〔射しや撃げき弾だん五八発中、命中〇発。着弾平均誤差一二二・三メートル〕

　あのエルフが、全部外はずした？　射撃と操そう縦じゆうしか取とり柄えのないあいつが？

　落ち込んでいたのは、このせいか。

　ダッシュでエルフの部屋に駆かけ込こんだ。暗い部屋だ。

「……ひぅッ!?　師し匠しようッ」

　ベッドの上で、シーツにくるまったエルフが後ずさる。声を殺して泣いていたのだろう。頰ほおには幾いく筋すじも涙なみだが伝っている。

「演習データを見たよ。どういうことなの、エルフ──僕にちゃんと話して」

「………………しぃ、ししょ……ぉ……師匠ォォオオオ──ッ！」
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　僕の胸に飛び込んできて泣きじゃくる。

「エルフ、リセットしちゃったんですっ！」

「何を？」

「勘かんです……いままで、何もかも勘でやってきました……それが全部消えちゃって」

　それが、この悪夢の始まりだった。選抜戦を控ひかえたこのときに──、




　エルフリーデは、あの奇跡のような才覚を失ったんだ。







[image: 第五章　神の凶弾]










　　　　▽△




　団結したあの日から、吉よし岡おか艦かん隊たいのムードは確実に変わった。

　演習成せい績せきがぐんぐん伸びて、特に日下部くさかべと涙る衣いの成長っぷりが群を抜いている。

　日下部の方は、対ボット戦ぐらいじゃ余裕でパーフェクトを取るようになったので、沖おき三姉妹と一対三＋ボットで対戦させている。とにかく操そう艦かん能力がハンパなくて、飛んできたミサイルをギリで躱かわして水面に叩たたきつけて凌しのぐテクニックなんてのも平然とやり始めている。

　涙衣の方は、二〇枚近い艦かん載さい機き操そう作さウインドウをフュルギアシートの周まわりにびっしり配置して、すべての動きを把は握あくしつつ瞬しゆん時じの判断力の要いる指令を出せるようになってきて、ＡＩ操作の空くう母ぼ相手には格かく上うえでも立ち向かえるようになってきている。

　二人とも伸びしろはあったけど、本気になったらここまでとは……。




　茜あかね子こが悩み抜いて、編成も決まった。

『エルフリーデを旗き艦かんに据すえて、日下部、星ほし歌かと月つき歌か、涙衣、最後に闇やみ子こで行くわ』

『……エルフでいいの？』

　僕の問いかけに、茜子は不敵な笑みを返した。

『あたしが勝算なく編成するとでも思っているの？』

　どうやらエルフリーデのレベル上げの道も確保されたようだ……。




　で。

　本日、滅めつ葬そう選せん抜ばつ、第四回戦──。

　順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな感じでしょ？　うん、そう見えるよね。

　でもね。いま僕…………死にたい。エルフのスランプ、けっきょく戻らなくてさ……。

　お通つ夜やみたいな顔しているエルフと一緒に、僕は待ち合わせの海かい浜ひん公こう園えんへ。

　すでに日下部、茜子、涙衣、あと三姉妹が揃そろっている。

「それじゃ、最終ブリーフィングを始めるわよ。ここ三日間は、敵を想定した対抗改修スタイルで演習をして貰もらってきたけど──、」

「……その前に、ちょっといいかな」

「手短にしなさいね」

「エルフが戦せん闘とう不ふ能のう」

「……は？」

「エルフがスランプで、砲ほう撃げきが一発も当たらない。水すい上じよう機きの操そう縦じゆうもできない」

「いつ気づいたの？」

「編成決まる、ずっと前から……」

「………………………………」

「茜あかね子こ……？」

　茜子が顎あごをしゃくると、涙る衣いが殺人フックゥッ──ぐへえああッ！

　吹っ飛ばされて転ころがって護ご岸がんのコンクリートで背中打ったよ。

　引きつるこめかみを押さえた茜子が、僕の方に寄ってきて睨にらみ据すえる。

「最近の日下部くさかべね。寝る時間削けずってまで、一いつ般ぱんコースと術じゆつ科かコースの差を埋うめようと必死になっていたの。あんたが『ついてきて』って言うからよ。あんたの言葉で頑がん張ばったのよ？　そういう想おもいを、いまは背負っているの。あんた一人の問題じゃない。身を引ひき締しめなさい。責任感じなさい。悪いことが起こっているなら、取り返しのつかなくなるまでに相談するの。言えば責められるから内緒にするなんて言ごん語ご道どう断だん。いつまでもスネイク気分でいるんじゃないわよ。あんたは吉よし岡おか峰ほう介すけなのよ。その名前で、艦かん隊たい背負っているのよ──？」

「ごめん……」

　抑おさえた怒りの声が、いまは逆に辛つらい……。

　日下部が溜ため息いき混じりに訊きく。

「編へん成せい変へん更こう申しん請せい、間に合いますか？」

「ムリ。この編成でやるしかないわ。峰介、射しや撃げきプログラム作ったでしょ」

「あれ、各艦やボットに風かざ見み鶏どりをつけないと動かなくて」

「エルフ以外はあたしがつけるから、あんたは責任持って射撃を担当なさい。急いでッ！」

　エルフと一緒に海へと下り、海面を歩く。

「やっぱ怒られたね」

「ごめんなさい、師し匠しよう」

　うつむきながら、エルフはしゃくり上げている。

「泣くなって」

「だってエルフがダメなせいで……師匠まで……」

　エルフがこんな状態じゃ、マトモに戦えるはずもない。

　僕がしっかりしなきゃダメなのに、茜子の言葉で僕もへこんでいる。

　ダメなコマンダーだな、僕は……。




　　　　▽△




　黒雲が空を覆おおっている。雲の下をヘリやカメラボールというラジコン撮さつ影えい機きが飛んでいる。

　向こう側の岸には、朝なのに見物客が集まっていて、激はげしくはためく旗や横断幕で応おう援えんを始めている。雨が降り出しそうなのにお祭り気分だ。

　風が強くて、波が高い。第四回戦は天候からすでに波乱を思わせる。

〔さてさて、本日は全ぜん日につ本ぽん滅めつ葬そう選せん抜ばつ公こう式しき戦せん、Ｂブロック第四回戦をお送りしています。次は皆さんお待ちかね──あの新しん進しん気き鋭えいの注目株、吉よし岡おか艦かん隊たいが帰ってきました！〕

「注目株って……」

　射しや撃げきプログラムの改修は、何とか間に合った。僕は茜あかね子こに乗って各艦の最終チェックをしている。電でん子し指し揮き艦かんは他艦を遠えん隔かく操そう作さできるのだ。

「もしかして、あんた知らないの？　エルフリーデは大人気よ」

「はァ……？」

「まんま戦せん艦かんなのに、現げん代だい艦かん相手に互角以上に戦う姿が、カンコイ系男子の心をくすぐったみたいね。あの子を選んだのは、そういう判断もあるの。テレビ放送以外の仕掛けも万全だし、今日は来るわ」

「何が来るの？」

「ビッグウェーブよ」

　聞き返そうとしたらアナウンサーが妙なことを言い出したので、会話中断。

〔編成表を見ると、何とあの戦艦エルフリーデが入っていますね！〕

「戦艦……？　巡じゆん洋よう戦せん艦かんだろ？」

「メディアでは戦艦で紹介されちゃって定着したの」

　ドックメニューのウインドウを操作しながら、テレビの音声を聴きく。

〔初めて野の尻じり茜子を抜いたこの編成を、どう見ますか？　解説の生なま田た部べさん〕

〔どうかと思いますね。電子指揮艦の強力なレーダーと妨害装置なら、杉すぎ本もと涙る衣いの艦かん載さい機きを支し援えんできたはずです。その選せん択たく肢しを棄すてるべきではなかった〕

〔なるほど。予想される試合展開はどうでしょう？〕

〔相手のアルマ艦隊は、三隻せき編成。初等部二年生のインヴィンシブル級航こう空くう母ぼ艦かん、姫ひめ池いけみかんが主戦力です。エスコートするのは同じく二年生のデ・ラ・ペンネ級駆く逐ちく艦かん。で、司令官が今回から入った新人になっていますね。初等部一年生の藤ふじ原わらアルマ、武装が電でん磁じ砲ほう一門……〕

〔アルマ……？　聞きき覚おぼえが〕

〔そうですね。いま艦影出せますか？　出せます？　じゃあ、お願いします〕

　テレビの映像が変わり、柩きゆう艦かんアルマの映像が出る。




　その艦影は────狂きよう気きじみている。




　艦体ベースとなるのは、シュフラン級駆逐艦。フランス海軍の空くう母ぼ直ちよく衛えい艦かんとして建造された電子方面に強い防ぼう空くう艦かんだ。まったくの躊ちゆう躇ちよもなしに、アルマは防空ミサイルなどの兵装を取とり外はずし、艦かん橋きようの上部にある巨大な球形レドームだけを残して──、

　第二次世界大戦の陸戦兵器、カールグスタフ列れつ車しや砲ほうを搭とう載さいしてしまったのだ。

　全長四七・三メートル。口径三〇センチのバケモノキャノン。

　中身は電でん磁じ砲ほうとして改造してあるものの、フォルムも口径も同じ。

　巨きよ砲ほうは艦かん橋きようの真上越しに設置されている。もはや艦と呼ぶのもためらうほどの異い貌ぼうだよ。

「見事に……そのままね……」

　茜あかね子こも、息を吞のんでいる。

　見る者を圧倒する外観。特に艦橋上にあるレドームに描かれた目玉のマークは、すべてを見透かすような恐ろしさがある。

〔シュラフトで活かつ躍やくしたあの狙そ撃げき艦かん、スナイパーアルマのレプリカですね。でもまあ、小学一年生ですしファンメイドでしょうね〕

〔名前まで似せるなんて、改名でもしたんでしょうか。凄すごいファンですね……〕

　ご本人なんだけどね……。

「コマンダー転送、僚りよう艦かん、エルフリーデ・ヴェンデルガルト・藤ふじ原わら──」

　視界が光に包まれる。

　転送されたのだ。フュルギアは、コマンダーを瞬しゆん間かん移い動どうで別の艦に送り届けたり、引き寄せたりできる。

　光が晴れると、そこはエルフの戦せん闘とう指し揮き所しよだ。

　幻げん体たいのエルフは、フュルギアシートでうつむいてしょんぼりしている。

　僕は艦外カメラの映像を、あるだけ並べて外の様子を見る。

　あれ……？　カメラボールがエルフに集まってきている？　ぴろっと通信ウインドウが鳴る。日下部くさかべだ。

〔吉よし岡おかくん、テレビつけて下さい！〕

　言われた通り通信ウインドウを押してテレビを映す。

「────なッ、」

　絶句だよ。そこに映っているのは、エルフだ。でも、柩きゆう艦かんエルフじゃない。

　普段の、生ナマエルフの方──。

　デジカメのスナップショットだ。だらしなくパジャマの胸元が開いた歯は磨みがき中のエルフ。ブラシをくわえたまま、鏡の前に立って、自分の髪かみの毛先をつまんでいる。
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　アホさえしなければアイドル並みの容姿だから、写真だと神こう々ごうしいぐらいに可か愛わいい。

〔香川県、うどんこねてるさん（一三才）からの投とう稿こうです。いやあエルフリーデさん可愛いですね。ポートレートは何枚か届いていますので、紹介します〕

　写真が次々に映っていく。ギリギリなホットパンツとぴっちりシャツでビーチバレーしているところとか、水着でイルカと泳いでいるところとか。全部、狙ねらいすましたようなセクシーショットばかりだ。

「おいおいおいおいッ！　全国放送で何を流してんだよッ!?」

〔──生なま田た部べさん、フュルギアの艦装クライド前の写真が放送されるのは初ですよね？〕

〔いままでは滅めつ葬そう運うん営えい本ほん部ぶによってストップがかかっていたのですが、なぜか許可が下りたそうで……え？　下りてない？　本部の総責任者から電話!?〕

　画面が『しばらくお待ち下さい』に変わったぞ……。

　しばらくしてアナウンサー席の映像に変わる。

〔えー、先ほどの写真は運営本部からの許可が下りていないことが判明しました。進行中に不ふ手て際ぎわがあったことを番組スタッフ一同、心よりお詫わび申し上げます〕

　まさかとは思うけど、茜あかね子こがクラッキングを使って『許可が取れた』と思わせたのか？

「だいたい、何であんな写真が……？」

「茜子さんに頼まれました」

「許可すんなよッ！　こんなんしたら──……」

　……したら？

　僕の脳のう内ないを駆かけ巡めぐったのは、最近の滅葬選抜戦を取り巻くファン活動の変化。

　カンコイ系男子が増ぞう殖しよくして柩きゆう艦かんそのものに興きよう味みが湧わいていて、中でも〝戦せん艦かんエルフリーデ〟は注目株だという。

　艦装クライド前のフュルギアの映像を隠かくし撮どりまでしている状況の中に、アイドル級の容姿を持つエルフの写真を、全国ネットでぶち込んだら──？

　以前の会話が頭を過よぎる。

『茜あかね子こ、編成は？』

『明日に持ち越し。もっと仕掛けから考えるべきだと思ったの』

　さっきの会話も、意い味み深しんだった。

『テレビ放送以外の仕掛けも万全だし、今日は来るわ』

「仕掛けって、まさか……ッ！」

「どうしたんです？　師し匠しよう」

「来たかもしれない」

「何がです？」

　手汗が凄すごい。アイコンを押さなきゃいけないんだけど、その指先がちょっと震ふるえている。

　呼吸を整えて、押す。

　押した。

　ある数字が、競技用タイマーみたいな猛もう速そくで上がっている！

「うわああ──ッ、来てる!?　来てるのか!?」

　やべ、指、震える。

「ビッグウェーブ…………キタアアアアアアアアアアアアアアアァァァァ──ッ!!」

　笑いがこみ上げてくる。こいつは──やってくれたなぁ、茜子。

　エルフの水すい貨かが七二四〇万──まだ上昇中。

　投資システムだ。観客はリアルマネーを投じて、好きな柩きゆう艦かんを応おう援えんできる。テレビを通じた電話番号経由だったり、ネットだったり。リアルマネーは手数料を差し引いて、水貨に変換されてフュルギアに投資されるってわけ。

　つまり、テレビに映った写真を見たファンが投資してくれているんだ。

　大食い巨きよ艦かんのエルフだから、試合のたびの補給や修理で精せい一いつ杯ぱいだったのに、一気にその状況を改善できる。

　茜子が悩み抜いて結論を出したのは、こういうことか。方法は常じよう識しき外はずれだけど、あいつマジ天才だよ！

　番組下部に流れているＳＮＳのテロップに〔おい、某ぼう板いたでエルフ写真が流出してるぞ〕〔世界一可か愛わいいテロｗ〕〔祭りの始まりだ！〕なんて表示されたので、外部ネットワークウインドウから某巨大掲示板のシュラフト＆滅めつ葬そう全ぜん般ぱん板いた、通称《修しゆ羅ら板いた》に入る。

　大量のリンクアドレスが貼はり付つけられているので、それをクリックしていくと、新しいウインドウが次々出る。出てくるのはウェブサイトだ。

　僕の横にエルフが来る。

「どうしたんです？　……ぎゃああああ！」

　エルフが叫さけぶのもムリはないよ。

　首しゆ相しよう官かん邸てい、内ない閣かく官かん房ぼう、官かん公こう庁ちよう、外がい務む省しよう、防ぼう衛えい省しようから始まって警けい察さつ、消防、海かい上じよう自じ衛えい隊たいのサイトまで──膨ぼう大だいな数の行政サイトの画像が、エルフに差し替えられている。目立つ大型イメージ画像はもちろん、アイコンなどのちょっとした装飾画像まで、かなり手の込んだデザインでエルフ画像が入れてある。駅のサイトはエルフが一日駅長したことになっているし、警察のサイトでは一日署長になっている。首相官邸では、なぜか一日総理になっている……。

〔元画像より良くなってんじゃん〕

〔こんな素敵なテロ初めてみた〕

〔猛たけ々だけしさと可か愛わいさのギャップにハートがねじれる〕

〔エルフにゃんぺろぺろ〕〔エルフ俺おれの嫁よめ〕〔エロフリーデけしからんもっとやれ〕

　板の住人には概おおむね好評のようだ。

　さらに見ていくと、東とう京きよう証しよう券けん取とり引ひき所じよやら、大手企業のサイトなども標的にされている。世界一の検索エンジンのグーグレまで乗っ取られて、タイトルロゴが〝エルフちゃんを救え〟ゲームになっている。

　しかもエルフ画像の下などに電話番号が表示される。投資システムの番号だ。『エルフちゃんについて』のリンクもあって、押せば説明が読めるし、電子決済ページに繫つながってエルフに投資できるようになっている。茜あかね子こ一人でやれる規き模ぼを超こえている。あいつの属するクラッキング・ソサエティ《ウドンナーズ》の犯行だろうな。

　まさに修しゆ羅ら板いたは祭り状態。エルフのＡＡアスキーアートが作られているし、エルフのファンクラブが創設されているし、イラスト創そう作さく投とう稿こうサイトに『エルフリーデ』のキーワードが作られて、もう〝薄うすい本〟系の作品がアップされている。

「ひぎゃああああああ──っ、エエエ、エルフが、脱がされッ、てッ、てッ、」

「二次創作だよ。大らかな心で見守ってあげて。似てないし」

「似てますよ！」

「必殺、気にしない戦法で……」

「気にしますよ！　ほら、これ！」

　エルフが指差したのは、修羅板のウインドウ。仕事の早い職しよく人にんによって作られた、セクシー女じよ優ゆうとのコラ画像だ。着ていないけど、大事なところが戦せん艦かん大和やまとの砲ほう塔とうで隠されている。

　しかもその書き込みの下に、エルフの画像が映ったモニターに熱ねつ烈れつなキスをしちゃう〝お兄ちゃん〟の自じ画が撮どりが映っている。

「水すい貨かが大量に入ってきているし、ここは一つこらえて……」

　エルフは涙なみだ目めになりながら僕をポカポカ殴なぐってくる。

「イヤですよおおっ！　おカネと引き替えに、何か大事なものを失った気がします！」

　通信ウインドウが鳴る。涙る衣いだ。

〔先せん輩ぱい、そろそろ真ま面じ目めにやらないと削そぎ削ぎしますよ〕

　観みていたウインドウを閉じて、戦せん闘とう用ようの配置に戻す。

　今回のフィールドはトンネル状。くの字にカーブした形だ。折れている部分がセンターラインにあたる。空くう間かん断だん層そうが厚すぎるので、さすがに開かい幕まく狙そ撃げきはないだろうけど、敵てき陣じん一番ベースの辺りまで柩きゆう艦かんアルマが来たら、ぶち抜かれて狙撃される。

　攻めても守ってもアルマにやられる。いわゆる手て詰づまりマップ。勝てる可能性があるとすれば、先手を取って、ボットと涙る衣いの艦かん載さい機きで攻めること。それには制せい空くう権けんを取らないと。

　スターティングポジションに到着。試合開始までのカウントダウンが天空に現れる。

　日下部くさかべと星ほし歌か＆月つき歌かの沖おき姉妹に通信する。

「日下部と姉妹は前方に詰めて」

〔〔了解です〕〕

　涙衣に通信。

「哨しよう戒かい機きと戦せん闘とう機きを発艦準備。二機残しに出して」

〔随ずい分ぶんと攻めの姿勢ですね〕

「攻めてから、がっつり守る。すぐに判わかるよ……いたたた」

　胃が痛すぎてコンソールにうずくまった。

〔ちょっと、先輩？〕

「……試合始まると治るから」

　エルフが背中さすってくれたけど、「大丈夫だよ」と言って戻らせる。

　カウント・ゼロ──開戦だ！

　起き上がって通信ウインドウに手を伸ばす。

「日下部は、自じ陣じん一番ベース狙ねらい！」

〔了解です！〕

「姉妹は二番ベースね。三人とも、残り水すい貨かはいくつになっている？」

〔──ん？　わっ！　十、百、千……一五〇〇万!?　吉よし岡おかくん、何ですこれ!?〕

〔先輩、星ちゃんは八〇〇万あります！〕

〔月ちゃんは九〇〇万ですよ！〕

　やっぱりエルフ効果で艦隊全体にまで投資が回っている。投資には一人のフュルギアにつき一万円まで、っていう限界設定があるから、おカネに余裕のある人は艦隊の別メンバーに回してくれたのだろう。

　胃はまだ痛いけど、血が滾たぎる。これだけあれば、居眠りしていても勝てるぞ。

　エルフをホームベースに寄せる。一番高いレーダーボットを召しよう喚かんして、風かざ見み鶏どりつきで送り出す。危なくなったら潜せん水すいしてくれる優すぐれものだ。普通は勿もつ体たいなくて買えないけど、いまなら水貨を使いたい放題だから、制限数きっちりまで送り込む。

　日下部くさかべと星ほし歌かにも、贅ぜい沢たくさせよう。

「ゲイボルグ・ターレット二基ずつ召しよう喚かんしてくれ。ショップのウインドウ、メールで送る」

　一いつ瞬しゆんあと、通信ウインドウから悲鳴が起こる。

〔何ですかこれ!?　一基二〇〇万!?〕

〔変へん態たい先せん輩ぱい、ターレットって使い捨てですよ!?〕

「判わかってるよ。このターレットにその価値はある」

　買うように指示したゲイボルグは、複ふく合ごう型がた重じゆう装そうターレット。高性能な砲ほう塔とうを買えるほどの値段だけど、ターレットとしての性能をぶっちぎっている。

　別名、神かみの槍やり──。

　柩きゆう艦かんよりも強い、とまで言われたターレットで、シュラフトの女王《クローディア》が多用して有名になった。

「闇やみ子こは最大深度、静せい粛しゆくしながら敵のホームベースに向かって」

〔畏かしこまりました、お兄ギャん〕

　指をくいっと動かし、ウインドウ内の海かい図ずを広げる。妙だ。海図の広がりが遅い。レーダーのせいかなと思ったけど、異常はない。よく見ると日下部の進行速度が遅い。

「ねえ、日下部……」

〔波でつんのめって飛行が安定しないんですよ！〕

　そうか──。

　ウィグは地面効果というものを利用して飛ぶ艦。地面を反射して返ってきた反射空気を駆かって揚よう力りよくにしているので、海面が荒れると飛行も安定しない。

「役割交代！　日下部が自じ陣じん二番ベース、姉妹は一番ベースに入って！」

〔〔了解！〕〕

　コルベットの沖おき二姉妹が、日下部を追い抜いて自陣一番ベースに向かう。

　日下部は何とか自陣二番ベースに辿たどり着ついて制圧を開始。

　ベース、先せん制せい獲かく得とく。一対〇──リードしている。

　自陣二番ベースに、ターレットのマーカーが表示される。日下部が召喚を始めたんだ。

　星歌は……おっと難なん航こうしている？

「姉妹はどうしたの？」

〔風と波がだんだん酷ひどくなってきました！　このままじゃ負けちゃいます！〕

「負けるなよッ！」

〔応おう援えんチャージ貰もらわないと、星ちゃん転てん覆ぷくしちゃう！〕

〔月ちゃんは航こう行こう停てい止ししちゃう！〕

「エェェェ────ッ!?」

〔〔茜あかね子こ様はやってくれましたよ！〕〕

　あーもう、やるしかないか。

　手をハート型にして、くいっと突き出したよ。

「頑がん張ばって星ちゃん、月ちゃん！　応おう援えんチャージ☆」

　ちょっと女声テイスト、混ぜてみた。

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんのあと……、




　大だい爆ばく笑しよう──。




　やらせた本人たちから率先して大笑いしているし！

　暗い顔をしていたエルフまで、ぶっと吹き出してそっぽを向いて、背中をぷるぷるしている。

〔きゃはははホントにやりました！　茜あかね子こ様の言った通りです！〕

〔きゃははは変へん態たい先せん輩ぱい、キモ面白いです！〕

「おまえら、試合中だぞぉおっ！」

　メンバーの笑いを何とか収めて選抜戦に集中させる。

　あれ……？　動きがよくなっている？　そっか、エルフがスランプって聞いておかしくなっていた空気が戻ったんだ。茜子はそこまで考えて根回ししているのかな。

「日下部くさかべ。終わったらその海域に例のヤツを散布して。涙る衣いは発進を続けながら自じ陣じん三番ベースに向かって」

　プランが狂くるった。例のヤツを散布する位置は、なるべくフィールドの最前線にしたかった。でも、贅ぜい沢たくは言っていられない。臨りん機き応おう変へんが大事。

　沖おき姉妹が自陣一番ベース到着。制圧を開始する。

　敵陣三番ベース制圧のお知らせ。スコア一対一。でも、星ほし歌かがおっかけ制圧して、二対一に。まだリードしている。

「姉妹はターレット召しよう喚かんしたらコマンドメニューウインドウの《電でん子し静せい粛しゆく》ってボタン押して、レーダー切って」

〔いいんですか？　天才先輩〕

「暗雲が通るから、必死こいて逃げ回ってね」

〔〔はにゃあ？〕〕

　言った途と端たんに、警けい報ほうが鳴る。クソ、姉妹が買ったゲイボルグまだ起動してないぞ！

「ぼっとするな！　全速力で離り脱だつだッ！」

　僕の剣けん幕まくに驚おどろいた星歌と月つき歌かが、青い顔で航こう行こうウインドウに手を伸ばす。

　それが始まる。

　姉妹両方の艦かん橋きようカメラ映像を貰もらって空を見る。機き影えいがある──一つじゃない。八、九、一〇……どんどん増えている。

　エルフに内蔵されているスーパーコンピューター、プルートーに映像解析させる。

　結果はすぐに出た。

　ハリアーⅢサイレント──別名、ブラックハリアー。小こ型がた猛もう禽きん類るいチョウヒの名を冠かんしたこの第五世代戦せん闘とう機きは、ステルス能力と電子性能を高めた未み来らい型がた垂すい直ちよく離り着ちやく陸りく機き。性能こそ第五世代の中で一番低いものの、一番低いレベルで出てきてプレイを引っかき回すことで有名だ。

「涙る衣い、戦闘機は何機まで上がっているッ？」

〔八機ですよ、先せん輩ぱい〕

「全部ぶつけて！　あとミサイル発射基、全ぜん弾だん発はつ射しや！　外はずすなよッ？」

〔あんな格かく上うえ相手に、外すなとかムチャ言いますねッ〕

　涙衣は、戦闘機に編隊を組ませて敵てき陣じんへ向かわせる。

〔きゃーっ！　きゃーっ！〕

　姉妹の艦かん外がいカメラを見る。水柱がぼんぼん立っている。ガトリングポッドで撃うたれている。沖おき姉妹は改修で対空能力が上がっているとはいえ、やはり小型のコルベット。数発のミサイルを射うち上あげたあとは速そく射しや砲ほうを撃ちつつ逃げ回るしかない。目め眩くらましの閃せん光こうを打ち上げ、必死に舵かじを切って躱かわしている。

　──ッ、月つき歌かの方のカメラがブラックアウトした!?

「あああッ！　月歌ちゃあん」

　エルフの泣きそうな声で、海かい図ずを見る前に結果を察した。

　月歌、撃げき沈ちん──。

　星ほし歌かのカメラ映像で確認した。コルベットの艦体に細かい穴が空いている。機き関かん砲ほうの穴だろう。普通の艦かん艇ていなら航こう空くう機きの機関砲ぐらいで沈しずまないけど、コルベットは小さすぎるからエンジンにくらったらアウトなんだ。

〔……月ちゃんが〕

「ぼっとするな、星歌！　おまえまでやられる」

　星歌は涙なみだを拭ふく。

〔うぅ……負けないもん！〕

　目眩ましを発射して敵機の追跡を躱し始めた。

　柩きゆう艦かんによる海戦は、こういう怖さがある。どんなに考え抜いた作戦でも、一いつ瞬しゆんの状況変化で覆くつがえされたりする。相手がどう出てくるかを読み切るのは不可能とも言えるけど、それでもひたすら考え抜いてどうにかするしかない。

　日下部くさかべの声がした。

〔リカバリーします！〕

「……え？」

〔星歌さんも危ないのでわたしが守ります！　死者の声を聴きけ。死の風を孕はらめ。亡ぼう霊れい船せんの航こう跡せきを辿たどり、冥めい海かいを越え花咲かせよ──〕

「よせ、日下部くさかべ！」

〔──《彼ひ岸がん花ばなの道みち標しるべ》ッ！〕

　日下部を示すマーカーが消えて、別の場所に出現する。日下部が葬そう技ぎを使ったんだ。

《彼ひ岸がん花ばなの道みち標しるべ》──自じ陣じんベースから別の自陣ベースへと瞬しゆん間かん移い動どうできる葬技。これを使って自陣二番ベースから一番ベースへと移動したわけで……。

　そこはいま、戦せん闘とう機きが通過中の場所だ。

〔お姉様、来ちゃダメです！〕

〔大丈夫です！　いまそっちに向かいます〕

　何てムチャしてくれるんだよ、日下部……。

　それにしても──見事だ。

　ウィグはその機動性を活いかして、猛もうスピードで星ほし歌かに追いつこうとしている。さっきまで荒れた海で四苦八苦していたはずなのに、その動きにキレが戻っている。あの波に順応するなんて、日下部の操そう舵だセンスは群を抜いている。

　日下部も敵機に撃うたれているけど、抜群のタイミングで躱かわし、コルベットよりリーチの長い高こう角かく砲ほうで威い嚇かく射しや撃げきして寄せつけない。やがて星歌に合流して、コルベットの周囲を旋せん回かいしつつ戦闘機を追い払っている。

〔お姉様……カッコイイですっ！〕

「よくやった日下部。星歌を安あん全ぜん圏けんまでエスコートして」

　何とか危機は脱したか。額ひたいの汗を拭ふいて一息つく。

　だけど戦況は暗転したままだ。ブラックハリアーは二〇機以上。敵の展開が早すぎる。敵てき空くう母ぼが大おお幅はばに改修されているのかも。自陣一番ベースはあっさり突破されてしまった。

　ピンチだ。思わず笑いが込み上がる。

　通信映像の涙る衣いがジト目してくる。

〔先せん輩ぱい、キモいです〕

「師し匠しようはこうなんです……」

〔吉よし岡おかくんのキモい笑い声は慣なれて下さい〕

「うるさいな！　ほら、駆かけつけるぞ、エルフ！」

「判わかりました！」

　自陣二番ベースに全速力で航こう行こう開始。

　スコアが動く。二対二。いや違う、一対二だ！　ブラックハリアーが自陣一番ベースを空くう爆ばくして破は壊かい、制圧扱いにされてしまった……。

　さらに敵航空戦力が、雪崩なだれのように自陣二番ベースに接近。

「──かかったか。日下部、兵へい器き管かん制せいのターレットアイコンをタッチ」

〔はい〕

　ターレットへのコマンドリストが表示される。

「バーサーク・インフェルノを選択してから、逃げて。とにかくもう逃げて逃げて」

〔……えっと、何ですかその指示。不吉な臭においがしますよ？〕

「おまえなら、きっと大丈夫。星ほし歌かも守りつつ逃げられるよ」

〔吉よし岡おかくん、何か企たくらんでるでしょう!?〕

「また、わきゃあとか可か愛わいく叫さけんで」

〔叫びませんよ！　上達しましたからねッ！〕

　日下部くさかべがバーサーク・インフェルノを押した途と端たん、ターレットウインドウが真っ赤になって、警けい報ほうが鳴り始める。〔※危険※〕の文字が点滅している。

　ブラックハリアーが自じ陣じん二番に到達した頃ころに、〝地獄の惨状インフエルノ〟が始まった。

　空を覆おおうほど大量のミサイルがターレットから噴ふき出だし、四方八方に撒まき散ちらされたのだ。狙ねらいがどうとかいう話じゃない。火山のように噴きまくって、狙いなんかあとからつけている。ミサイルは猛もうスピードでブラックハリアーへと襲おそいかかり、次々と撃げき墜ついしていく。

　バーサーク・インフェルノ──。ミサイルウェブというシステムによる飽ほう和わ攻こう撃げきだ。ミサイルのセンサーを共有し、大群となってエリア内の全目標を追おい詰つめる。このコマンドはとにかく当てることを優ゆう先せんするので、味方であっても巻き込まれるケースが多発して、ほとんど誰だれも使わない。でも、高いステルス性能を有する第五世代戦せん闘とう機きにも余裕で効く。その証拠にブラックハリアーは半数まで撃墜されている。

〔いやーっ！　味方に射うたれてますよぅ!?〕

〔わきゃあああああっ、吉岡くん、どどどうなってるんですか！〕

「ほーら、わきゃあ言ったじゃん」

　星歌のカメラ映像を見る。日下部は電子目め眩くらましを打ち上げ、絶妙なタイミングで操そう艦かんしながら飛んでくるミサイルを水面に叩たたきつけて躱かわす。巨大なウィグがスピンターンをするサマは、まるで曲芸飛行だ。

　星歌が一発くらいそうになったけど、日下部がすかさず接近してアクティブ防ぼう護ごシステムで撃うち墜おとして、何とかセーフ。

「やるじゃん。さすが日下部」

〔あとで話があります！　屋上に来て下さいね〕

「……暴力はナシでお願いします」

〔先せん輩ぱい、増ぞう援えんです！〕

　星歌が別のカメラの映像を回してくる。機き影えいだ。ブラックハリヤー増援。クソッタレ、何機積めるんだよ、あっちは！

「日下部、バーサーク・インフェルノ解除。コマンドをショートストロークに切り替えて」

〔了解〕

　日下部くさかべのカメラ映像からターレットをズームして見る。装そう甲こうの厚いゲイボルグ・ターレットは、多少ミサイルをくらっているけど無傷に近い。装甲が割れて変型して、対たい空くう電でん磁じ機き銃じゆうを出して、空に撃うち始はじめている。局面に応じて機能を変えられるのも強みの一つ。やっぱ高級装備は使い勝手がいい。

　ゲイボルグの対空砲ほう火かで、二機が炎ほのおに包まれ墜おちていく。

　さすがに敵も警けい戒かいして、ゲイボルグの射しや程ていに入って来ない。でも、そうやって僕らの空域に留まっているのはアウトな展開だったりする。ご愁しゆう傷しよう様さま。




〔──では、削そぎ削ぎしますね〕




　冷たい声と共に、一六発のスタンダード艦かん対空ミサイルと、戦せん闘とう機きから発射された超ちよう音おん速そく対空ミサイル八発が襲おそいかかり、ブラックハリアーが次々と撃げき墜ついされていく。

　機体はＹａｋヤーク─１４１というロシアの垂すい直ちよく離り着ちやく陸りく戦闘機だ。史実では予算不足で消えてしまった悲ひ劇げきの機体だけど、物は通つう好ごのみで悪くない。涙る衣いのチョイスは渋しぶいね。

　敵はステルス戦闘機を使っているから、ミサイル誘ゆう導どうされないと油断していたのだろう。次々と、こっちのミサイルをくらっている。

　日下部が魚ぎよ雷らい発はつ射しや管かんで撒まいたそれに気づいていないんだろうな。

　グローセ──。

　普段はレーダーに映らない〝ステルスされた兵器〟の位置を特定する、レーダー搭とう載さいのブイ。

　ドップラー・レーダーっていうこれを、僕は兵器改造によって作り出せる。

　スコア更新。二対二のタイに戻る。涙衣が自じ陣じん三番ベースを制圧した。いいぞ、まだ負けてない。試合はこれからだ。

　制空権争いが続く。しばらくこっちの戦闘機が有利に戦っていたけど──。

〔な──っ、ミサイル!?　いきなり!?〕

　通信映像の涙衣が青ざめている。ヤークに次々と撃墜マーカーが乗る。

　デ・ラ・ペンネ級駆く逐ちく艦かんの攻撃だ。艦そのものがステルス性も備えているので、奇き襲しゆうはお手の物、何なに気げに防空システムも手厚いので厄やつ介かいな相手になる。不意打ちしてきたのはミサイルまでステルス化してあるからだ。グローセ範はん囲い内ないならミサイルも探知できるけど、そのタイミングの迎撃では間に合わない。このままじゃヤークは壊かい滅めつしてしまう。

　星ほし歌かが緊きん迫ぱくした声を上げる。

〔ちょっと天才先せん輩ぱい、ミサイル群、第二波──六つです！〕

　海かい図ず上じようにミサイルの表示がない。これもステルスミサイルだ。

「どうやって見つけたッ？」

〔目視です！〕

「目がいいね！　カメラ映像を僕と日下部くさかべに送って！」

　カメラ映像をプルートーに解析させ、ステルスミサイルの到達予測ルートを計算させる。それをラインマーカーで海かい図ずに表示して、味方の海図にも送る。

　通信ウインドウに手を伸ばし、日下部と話す。

「えっと……日下部、対空ミサイルは？」

〔残り六発です〕

「グローセにいる範はん囲いは誘ゆう導どうできる。だから……」

〔引きつけて発射し、敵のミサイルがグローセ上空にいるタイミングで、こっちのミサイルが届くようにすればいいわけですね？　位置指定で射うって、終しゆう末まつ誘ゆう導どうモードだけグローセのレーダーにリンクさせる〕

　……それ、言おうとしたのに。

〔合ってますよね？〕

「完かん璧ぺきに合っているよ。ごめん、あまりの成長ぶりに驚おどろいちゃった」

　日下部の顔が赤くなる。

〔戦せん闘とう中にベタ褒ぼめは校則違反ですよ……〕

　敵のミサイルの接近を待つ。緊きん張ちようした日下部の幻げん体たいが〔ここです！〕と叫さけぶ。ウィグの翼つばさから対空ミサイルが放たれ、敵ミサイルへと向かっていく。

　絶妙なタイミングだった。次々に命中して、全ぜん弾だん迎げい撃げきに成功。

　涙る衣いが唸うなる。

〔……凄すごい！〕

　でも、防空に成功しただけだ。このままミサイルを発射させ続けるわけにはいかない。

「どうやってあの駆く逐ちく艦かんを倒そうか」

　エルフに主しゆ砲ほうを任せて、ってのが一番なんだけど、あいつはいまスランプだし……。

〔わたしがやります……〕

　通信ウインドウからぼそっと聞こえた声。

「闇やみ子こッ？　いや、待って！　おまえ、魚ぎよ雷らい二本しか持ってないから、使うのは最後で」

〔魚雷は使いません……お兄ギャん……皆さん……耳を塞ふさいで下さい〕

「へ……？」

〔呻うめくもの、潜ひそむもの、水みな底そこの昏くらきもの、怨えん恨こんよ冥めい府ふを満たせ……《亡ナキ叫靡サケビ》……〕

[image: ]

「──闇子、それ葬そう技ぎかッ？」




　────死シ死シ死シ死シ死シ死シ虐ギヤク虐ギヤク虐ギヤク虐ギヤク呪ノロイ呪ノロイ呪ノロイ呪ノロイ殺サツ殺サツ殺サツ殺サツ殺サツ殺サツ──……‥




　いきなり不気味な声が響ひびき渡わたる。声は息いき継つぎもなしに連続していて、しかも声と同じ『死シ』とか『呪ノロイ』とかの文字が目に見えている。文字は波のように押し寄せ、壁かべを貫いて空中を漂ただよい、流れていく。

　音波？　いや、毒音波!?

「ぐギャアアアアア！　脳のうが、脳が痛い！」

「いやああああ師し匠しよう──ッいたたあ」

〔ヒィイイイ、何ですかこれェ!?〕

　ホログラムのウインドウにノイズが走ったかと思うと、通信ウインドウに心しん霊れい写しや真しんみたいな暗い顔が映り込んで、日下部くさかべや星ほし歌かが霊れい的てきなものまみれになって、青い顔で悲鳴を上げている。

　敵も同じことになっているらしく、ミサイルが次々に墜おちていく。

　闇やみ子こが低い声で発作みたいな笑い声を上げる。

〔…………お兄ギャん……あいつ、見つけました……ふふ、怯おびえてます〕

「誰だれだって怖こえェよッ！」

〔引き寄せます……〕

《亡ナキ叫靡サケビ》の声は途切れたけど、闇子の笑い声が怖すぎて、お兄ちゃんちびりそう！

「待ってェ！　闇子、おま──」

　艦かん橋きようカメラ映像を見て鳥肌が立った。

　海にブラックホールみたいな大おお渦うず巻まきができて、そこから黒い手が何百本も生はえてきて、伸びて、海の向こうから駆く逐ちく艦かんを引きずってきて、うわああああ──怖いよっ！　味方が一番のラスボスだよっ！　柩きゆう艦かん星ほし歌かまで渦に巻き込まれてぐるんぐるんしているし！

〔はにゃああああぁぁ──助けておがーざぁんっっ！〕

「闇やみ子こォォオ！　星歌まで吸ってるッ！」

〔失礼しました〕

　腕が何本か出てきて柩艦星歌を摑つかむと、渦の外にポイッてやる。

〔あうぅ……えっぐう、やだよぅ……ぐるぐるしたくないよぅ〕

　星歌の幻げん体たいがコンソールに頭を伏ふせてガクガク震ふるえている。完全にトラウマだぞ。

〔トドメ刺しますね……〕

「どうやって!?」

　問いに答える間もなく、レーダーピケット潜せん水すい艦かんが急浮上してきて、駆逐艦を突き上げる。轟ごう音おんと共に駆逐艦が宙ちゆうに舞まう。

「えええええ──っ!?　艦が浮いた!?」

〔スカイアッパーからコンボ発動します〕

　潜水艦の装そう甲こうハッチが開き、ロケット噴ふん射しやして空中回転し、バコンッバコンッと駆逐艦に打だ撃げきを食らわしながら天に昇のぼり詰つめていく。ぶち当たった装甲がへこみ、駆逐艦がひしゃげていく。最後の突き技をくらったあと、そのまま艦かん橋きようから海面に突っ込んでしまったぞ……。

　あ。転てん覆ぷく……。

　デ・ラ・ペンネ級駆逐艦のマーカーに、撃げき沈ちんの文字が重なる。

　……。

　…………。

　敵も味方も、しーんとしている。

「………………………………いまの……何……？」

〔ダイオウイカ・ウォーリアーの田た中なかさん直じき伝でんの潜せん水すい格かく闘とう技ぎです〕

「今度から人類に教わろうねっ!?　あと潜もぐって！　早く！」

〔穴だらけなのでムリです……〕

「ちょッ、闇子おまえ大破してるゥゥウウウ──ッ！」

　通信映像の闇子が、首まで水に浸つかっている。

〔ここまでのようです……〕

「待って、って言ったでしょ？　次からお兄ちゃんの言うこと聞いてねっ!?」

〔月が導みちびけば……〕

「ムーンさんの意見はスルーしようか！」

　闇子の艦体が、光となって消えて、戦せん線せん離り脱だつ──。

　凄すさまじいものを見た。うちの妹は、人類にはまだ早いよ……。

　離り脱だつしてきた星ほし歌かが、日下部くさかべに合流。

　敵機が戻ってくる。再び制せい空くう権けん争いだ。

　互いにミサイルを撃うち尽つくしてドッグファイトという航こう空くう機き同士の近きん距きよ離り戦せん闘とうに入るけど、ヤークの方が機動は有利だし、ターレットの対たい空くう機き銃じゆうにも狙ねらわれている。

　これなら制空権獲かく得とく、夢じゃないかも。

　ん？　負け始めた途と端たんに、敵てき戦せん闘とう機きが帰投している。引ひき際ぎわ良すぎだよ。

　通信ウインドウに映る涙る衣いが、感嘆の声を上げる。

〔先せん輩ぱいの作戦、見事ですね。茜あかね子こ様が認めるだけあります〕

「そうでもないよ。色々プランは狂くるった。本当は自じ陣じん一番ベースも守って──、」

　言葉の途中で、僕は固まった。

　海かい図ずにあったゲイボルグ・ターレットのマーカーがなくなっている……。

「日下部、ターレットが消えたけど、これ何？」

〔吉よし……〕

　通信ウインドウの、日下部の映像が砂嵐ノイズになる。

　星歌と日下部の位置を示す、マーカーに文字が重なっている。




　撃げき沈ちん、という文字が────。




　頭の中が真っ白だ──。

　いつもなら、ピンチになれば笑えるのに。

「え……？　あ……？　日下部も星歌ちゃんも、撃沈……？」

「──エルフッッ！　右みぎ回かい頭とう、緊きん急きゆう停てい止しだ！　急げ！」

「えっとっ、え、え？」

「僕がやる！　涙衣も航こう行こう停止！　残りの機体にありったけの対たい艦かんミサイルを積んで、フィールドを前進させろ。敵陣一番ベース周辺に駆く逐ちく艦かんが一隻せきいる。何としても沈しずめてくれ」

〔は、はい──〕

　回頭して侵攻ルートに対して横向きになる。これで涙衣とは一直線。エルフはタフが取とり柄えの超ちよう弩ど級きゆう巡じゆん洋よう戦せん艦かん。涙衣の盾たてになれる。

　すべての砲ほう塔とうを出す。

　射しや撃げきプログラムをスタートさせる。弾だん道どう計算、風力補正、コリオリの力……射撃管かん制せいのステータスに導どう入にゆうして、弾道の予測マーカーをカメラと連動させる。

「エルフ……」

　マックスＢＯＸのコントローラを渡す。

「三番砲ほう塔とうは任せる」

「師し匠しよう、でも……」

「イチかバチか、なんてのは僕のスタイルじゃないけど、いまはそんな状況じゃない。少しでも希望が欲しい」

　覆くつがえされた。こっちが必死で悩み抜いて、相手の先を読んで読んで読みまくって出した結論を、たった一つの要素でぶち壊こわされた。

　狙そ撃げき──。理論もない。戦術もない。理屈ですらない。センス、という言葉で片づけるにも、不可解な力。いままでは味方だからと、深くは考えずにいた──。

　でも、こうして敵に回れば、その不ふ条じよう理りさがよく判わかる。

　冗じよう談だんじゃない。希望なんてあるもんか。




　スナイパーアルマ──あいつは、柩きゆう艦かんの形をした《絶望》だ。




　緊きん張ちようで、口に溜たまった唾つばを吞のみ込こむ。

　落ち着け。

　理性で計れない力──。そんなものは幻げん想そうだ。

「相手がアルマだろうと、こんな不条理、認めてたまるか。世界はフェアで、理り路ろ整せい然ぜんとしてなきゃ……いけないんだよ」

　この不条理な世界を、ぶち壊してやる──。

　この痛みに満ちた世界を、ぶち壊してやる──。

「アルマまでもが不条理を強しいるなら、僕が悪あく魔まになって──、」

　言い終えることができなかった。

　ロックオンの警けい告こく音おんすらなく、それは襲しゆう来らいした。

　メインスクリーンに表示していた艦かん橋きようカメラの映像に、それが一いつ瞬しゆんだけ映った。凄すさまじい弾だん速そく。閃せん光こうしか見えなかった。

　爆ばく音おんと共に、床が揺れて。海かい図ずにある涙る衣いのマーカーに『撃げき沈ちん』の文字が刻まれる。

「────え──……？」

　そんなはずはない。そんなはずはないんだ。僕はエルフを盾たてにして──。

「師匠。いま、弾たまが曲がりました……」

「…………曲がった？」

「弾に羽根がついていて、それが動いて弾をカーブさせて……」

　こいつには見えたのか。あの一瞬で、弾の動きが？

　エルフの話を信じるなら、いまのアルマにはどんな戦術も通じない。迎撃しても、隠れてもムダ。あらゆる場所に弾が飛んでくるし、弾は必ず命中する。

　アルマが狙そ撃げき艦かんと呼ばれるのはダテじゃない。まさに、海のスナイパーだ。

　空を飛ぶ砲ほう弾だんが見えるなんて、海の向こうが見えるなんて、そんなファンタジィを受け入れるわけにはいかない。

　でも、アルマはやっているし、エルフには見えている。悔しいけど認めるしかない。

「…………弾たまの来た場所は見えたな？」

「はい。師し匠しよう……」

「撃うち返かえせ。ただひたすら」

　僕は射しや撃げき管かん制せいステータスを更新して、砲撃の弾だん道どうマーカーを再調整する。海面は荒れ、海は靄もやって先にある空くう間かん断だん層そうさえも見えない。レーダーは届かない。

　当てずっぽうで当てるしかない。これが理り路ろ整せい然ぜんの悪あく魔まのやることなんてね……。

「砲撃用意──」

　エルフがウインドウを慌あわただしく操そう作さしている。旧式な兵装なので弾を入れるまでに時間がかかる。アルマが撃ってこない。騎き士し道どうのつもりかよ。ふざけるな。

「できました。師匠」

「狙ねらいをつけろ」

　敵の弾道データをプルートーに解析して貰もらい、アルマの位置を割り出す。ラインマーカーを動かし、砲撃目標をそこに定める。

　ビポ、とあまり鳴らない電子音が鳴る。メインスクリーンに〔強制通信〕の文字が入り、アルマの幻げん体たいを模した全身ホログラムが現れる。

〔当たるわけがないのだ、スネイクたん〕

「師匠ッ、撃ちます！」

「エルフ!?」

　戦せん艦かん大和やまとのレプリカである主砲が火を噴ふき、その弾は視界外に吸いこまれるように消える。

　しばらくして、アルマの立体映像の方から爆ばく音おんが響ひびき、その姿が揺れる。

　アルマは静かな表情のまま、立ち続けている。

　覚かく悟ごを決めて、僕も砲撃ボタンを押した。撃ちまくる。何発も何発も。

　アルマの立体映像から着弾の爆音が聞こえ、揺れて、揺れて──当たらない。

　エルフも撃つ。でも、当たらない。コンソールに泣なき崩くずれる。

「…………ダメです、師匠……思ったように、弾が飛んでくれません」

「諦あきらめるな！　おまえには、敵が見えているんだ！　当たりさえすれば──」

　僕はボタンを押し続けようとしたけど、何度押しても砲声が起こらない。

　弾切れだ。水すい貨か切ぎれで充分な弾薬を買えなかったから……。

　水貨は充分にある。でも、ドックメニューは戦せん闘とう中ちゆうに出ない。カネがあっても買えないものもあるんだ。

　ホログラムのアルマが首を振る。

〔たとえ弾たまが充分にあっても、当たるわけがない〕

「──何でだよッ！」

〈わたしには判わかるのだ〉

　アルマは口を閉じている。なのに声が聞こえる。テレパシー……？

〈柩ひつぎと艦かんの魂たましいが調和しなければ、フュルギアとしての真価に目め覚ざめることはない。弾の道を見抜くことも叶かなわないどころか、柩も開かない〉

　柩ひつ区ぎく画かくのことか──？

　この区画にある柩を開け、聖せい骸がい機きを出さなければ天てん使しは葬ほうむれない。

〈戦乙女ヴアルキユーレの力を失ったままでは、柩は開かない〉

「ヴァルキューレの力……？」

　アルマは天才的なショットを決めたあの日、ヴァルキューレの領域に達したと僕に告げた。つまりエルフが備えていた勘かんは、ヴァルキューレと同じものなのだろう。

〈敵を見抜く目も、弾の道も、ヴァルキューレとなった者の力の一部。その力を失っては柩も開かず、聖骸機を出すことも叶わない〉

　つまりヴァルキューレでなければ、柩が開かない。柩が開かなければ、天使を倒せない。

　スランプのままにさせておいたら、アルマは助からないのだ……。

「そんな……どうしたら？」

　アルマはテレパシーの会話をやめる。

〔頭を冷やして考えろ。スネイクたんなら解わかるはずだ〕

　解る──？　僕に？　どうしてそう言い切れる？　スランプの原因なんて心当たりはない。

　いや、アルマがそう言うからには、よく考えれば解るのかもしれない。落ち着こう。

　エルフは亡なき骸がらの涙なみだ。アルマの記き憶おくを混ぜ合わされていた。人格が入れ混ざった状態で、センスだって似通っていて──……、

　……センス？

　アルマとエルフが、同じセンスを有している──そう思うのが間違いだとしたら？

　そのセンスが、アルマから〝借りていたもの〟だとしたら……？

　アルマは、もういない。肉体を得て、エルフの身体からだを出て行ってしまった。




　エルフは────借り物の才能を、失ってしまったのだ。




〔その顔……ようやく悟さとったようだな〕

「おまえの言っていることが本当だったとして、どうすればいい？」

〔明めい鏡きよう止し水すいを達しろ〕

「え……？」

〔目的は果たした。幕を引こう〕

　アルマが腕を、僕に向けて突き出す。

〔求めるなら与えよう。我わが手てには毒があり、海は腐るだろう。我が名は絶望。滅ほろびの預よ言げんを、いま放とう──《神かみの凶きよう弾だん》──〕

「……────葬そう技ぎ……？」

　滅びは、一いつ瞬しゆんだった。目の前が真っ白になったかと思った次の瞬間には、すべてのホログラム・ウインドウが消え、電源が落ち、床や壁かべ、天井にヒビが入り、砕くだけて、瓦が礫れきとなって宙ちゆうに浮かび、光の粒つぶとなって分解して──……、

「…………エルフ!?」

「師し匠しようは……エルフが守ります……どんなことがあって……も……」

　エルフの戦せん闘とう服ふくがすべてセルブレイクして、前のめりに倒れて。

　床がすべて消えて。僕は海に向かって投げ出されて。

　エルフリーデ轟ごう沈ちんを以もつて、試合終了。




　吉よし岡おか艦かん隊たいの第四回戦は、惨ざん敗ぱいに終わった。







[image: 第六章　風の声が聴こえる]
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　大窓に雨が降りつける。

　夏休みに突入しても滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんは行われている。一週間後には第五回戦。負けた僕らはアルマ艦かん隊たいに編成されている。絶ぜつ対たい命めい令れい権けんを握るアルマは何も言わない。

　最近は毎日三時頃ごろに元吉よし岡おか艦隊のメンバーだけで集まり、基き礎そ演習だけ続けている。まだ午前中なので、時間はある。ソファに寝ねっ転ころがって天井を見ている。

　玄関のドアが開く音がする。ばふ、と傘かさを何かに引っかける音がして「あっ」なんて言っている。アルマだな……。

　玄関に行くとアルマが傘を開いたまま玄関に入ろうとして、途方に暮れている。

「どうしたの？」

「ボタンを押しても戻らないのだ。どうしたものかと」

　真ま顔がおだよ……。

　あ、アルマの元の肉体は研究所を出られなかった。傘を使う機会もなかったのかも。

　僕が傘を閉じると、アルマが目を丸くした。

「ボタンではないのか」

「戻すときはね」

「現実とは不便なものだな」

「シュラフトの中とは違うよ」

「ふむ……」

　傘を使っているのに、ご丁てい寧ねいに着ていたレインコートを脱がせてから、居間に連れていってお茶とお菓子を出す。アルマはミニようかんをはむはむ食べて、お茶を飲む。

「美う味まいな」

「そか。母さん好きだから、買っておいたんだ。どこ行っていたの？」

「くにぽんが泣いてしまってな。励ましに行った」

「誰だれ？」

「デ・ラ・ペンネ級駆く逐ちく艦かんの国くに枝えだ里さと利り」

「ああ。闇やみ子こに吸われてボコられた……」

「滅葬選抜戦は辞やめるそうだ」

「ごめん。うちの妹のせいだね」

「スネイクたんのせいでも、闇子たんのせいでもない。もっと言えば誰のせいでもない。戦いとは本質的にそういうものだ」

　悟さとりきった意見だけど、言っているの小学生だからなぁ。見た目とのギャップが激はげしい。

「えっと、あのさ……アルマ。僕ら負けたじゃん？」

「今日、みかんとそのことも話し合った。くにぽんが辞やめるなら、みかんも辞めるそうだ。なので、うちの艦かん隊たいは事実上の解散となる。すべてはわたしに任すと」

「……そっか」

「絶ぜつ対たい命めい令れい権けんを行使する」

　不意打ちだ。まさに、いま訊きこうとしていた。アルマも僕に訊かれると見越して、先手を打ったのだろう。

「おまえの本音を聞かせろ」

　家中にある電化製品の電子表示モニタ、テレビの画面などが一いつ斉せいに『絶対命令権／実行』という文字を表示している。

「何の本音……？」

「わたしが大事だと言ってくれたな。嬉うれしくもあり、虚むなしくもあった」

「虚しい？」

「おまえが、わたしに抱く愛情というのは、シュラフトの中での〝アルマ〟であり、いまの、このわたしではないのだ」

「………………」

　答えようとしたんだ。

　でも、咄とつ嗟さに、否ひ定ていの言葉が出なかった。

　確かに僕はアルマに〝恋していた〟──そう、過去形として。

　過去形の恋を、いまのアルマに重ねていたのかも知れない。知れない、なんて思うのは僕ですら、それが本心なのか判わからないからで……。

　だからこそ、いまは否定したいのに、言葉が出ない。

「スネイクたんはこう言ったな──おまえのためだ。何もかも。おまえの命を救うために努力している──確かに、それも本音なのだろう。だがな。唯ゆい一いつの本音でも、ないはず」

「…………」

　言わなきゃ、否定しなきゃ。そう思っても、言葉が出ない。

　噓うそをつかないと、アルマが哀かなしむ。そう思っているのに、噓の言葉が出ない。

　絶対命令権のせいか──。

「わたしが死ぬことで泣き出す誰だれかがいる。その誰かを哀しませたくない。そういう人が、できたのだな……？」

　アルマの目が、潤うるみ始はじめる。




「スネイクたんの心の中心には、もうすでに、大事な者がいるのだな……？」




　答えられない。

　否ひ定ていしたいのに、言葉が出ない。

「ありがとう。すべて理解した」

　電化製品に映っている『絶ぜつ対たい命めい令れい権けん／実行』の文字が、『／完了』の文字に切り替わる。そして、すべて消える。

　自分のシャツの、胸のところをぎゅっと握る。

「……酷ひどいよ。アルマ……いまのはマジで酷い」

　アルマはうつむく。涙なみだが一ひと粒つぶ、落ちていった。

「すまない。だが、これも勝者の特権というものだ」

「アルマを傷つけたくないのに」

「わたしは傷つきたいのだ、スネイクたん。傷ついても、傷つけても相手の心に踏ふみ込こんでいく。わたしならそうすると、言ったはずだ」

「有言実行すぎるよ」

　冗じよう談だんめかして言ったけど、すぐに自じ己こ嫌けん悪おが込み上げてきて──ごめん、と謝あやまる。

「なぜ、スネイクたんが謝る？」

「恋したけど……憧あこがれすぎて、手が届かないとも感じていた。おまえは優やさしい。優しくあることに強くて、神様みたいで……弱い僕らは、どうしても世界を憎んで……」

「やめろッ！」

　大きな声で遮さえぎられたので、びっくりしてアルマを見つめる。

「もういい。スネイクたん。キスなどしてすまなかった」

「謝る必要なんてない」

「あれは、わたしのエゴだ。上書きなどできようはずもないのに」

「アルマ……」

　僕がかつて恋した人は、腕で目をこすって、顔を上げる。

　目に、強さが戻っている。

「いまのスネイクたんに完全な指し揮き権けんは譲ゆずれない。アルマ艦かん隊たいのままだ。編成はわたしが決める。スネイクたんとワゴンたんを副ふく司し令れい官かんとし、艦かん艇ていの運用一切と戦術プランを担当して貰もらう。ただし、天てん使し襲しゆう来らい下かにおいてはスネイクたんを唯ゆい一いつ司令官とした《吉よし岡おか艦隊》となり、全権を委任する」

　それだけ言うと、アルマは二階に上がっていく。

　僕はソファに寝ね転ころがる。

　目をふさぐように、顔に腕を乗せる。

「……クソッ」

　茜あかね子こはよく話し合えって言ったけど、そんなの関係なかった。やったところで結果は同じだったはず。アルマは、僕のことを見抜いていたんだから。見抜いた上で、この行動に出た。ヘタすると結果までも見抜いていたのかもしれない。

　僕の弱さも、僕の気持ちも、全部曝さらけ出だされた──。

　階段を下りる足音がする。

　あの音は……エルフかな。やっぱりそうだ。エルフは僕のいる居間に歩いてきて、ソファに腰掛けてうつむいている。

　アルマの言葉を考えていたかったけど、エルフの様子を見たらそうも言っていられない。重い悩みを抱えた顔だ。

　言い出すのを、じっと待つ。時計の秒針音と、雨音と、波の音だけが聞こえてくる。

「…………。師し匠しよう、ごめんなさい」

「何が？」

「負けちゃって……」

「エルフのせいじゃないよ」

「いいえ。エルフがスランプになったせいです」

「それは……」

　アルマが〝射しや撃げきの才能〟を持っていってしまったからだ──そう言いかけて、やめる。

「最初から、エルフには才能がなかったんです」

「違う」

「エルフの才能は、アルマの実力を借りていただけの……」

「違うってッ！」

　怒鳴ってしまってから、気がついたよ。エルフが泣き出す寸前の顔だ。

「……ごめん」

　泣きそうになるのをこらえるまで、じっと待った──。

　エルフが会話を再開する。

「大きいだけが取とり柄えじゃ、どうしようもありませんよね」

「みんな同じだよ。アルマ相手じゃ、誰だれだってどうにもならない」

　僕がシュラフトで生き残るために学んだのは、戦術だ。

　でも戦術なんてものは小手先でしかないのだと、思い知った。圧倒的な力量の差は、浅あさ知ぢ恵えでどうにかなるものじゃない。

「今後はやり方を変えればいいよ。細かいことはマトンにやらせて、オペレーションを早くこなせるようにして……」

　言葉が尻しりすぼみになっていったのは、言いながら虚むなしさを感じたからだ。そんなスタイルはエルフの持ち味じゃない。

「……見えていたんです。あのとき。水平線の果てに、アルマの影が。見えていたのに届かなくて──それが、悔しくて」

　言い終えたあと、エルフの唇くちびるが震ふるえる。

　何か言葉をかけてやりたいけど、いい言葉が思い浮かばない。ダメな師し匠しようだな……僕は。

　表情を笑顔に戻したエルフが、明るく言う。

「師匠の言う通り、航こう行こうウインドウからコツコツやっていきます」

「おまえぐらいだぞ。ルート指定で詰つまっているのなんて。日下部くさかべなんてスタビライザー調整まで駆く使ししているんだからな？」

「師匠、日本語はまだですか？」

「ずっと日本語だよ」

「あはは。師匠と居ると、楽しいですね……」

　エルフはムリして笑っている。それが判わかるから、胸が締しめつけられる。

「でも、それ以外は楽しくないです。この世界はやっぱり痛みに満ちていて……好きになれません」

　亡なき骸がらの涙なみだとして生まれたエルフには、この世界はそう見えるのかもしれない。僕もまた、そう思う。人はアルマのように強くはなれない。

　エルフがソファを立って、居間を去る。

　また寝ね転ころがって独ひとり言ごとを呟つぶやく。

「…………僕がすべきことって、何だろうな」

　アルマの言葉が、脳のう裏りを過よぎる。

『戦乙女ヴアルキユーレの力を失ったままでは、柩ひつぎは開かない』

　スランプのままでは、天てん使しを葬ほうむることはできない。

　一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。いますぐにでも、エルフをヴァルキューレにしなければ。

　問題は、そのために何をするべきか、だ────……。
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「…………明めい鏡きよう止し水すい、って何だ？」

　茜あかね子こが目を丸くする。

「はァ？」

「なあ、エルフ。明鏡止水って何？」

「物知りさんの師匠に判らないのに、エルフに判るわけないですよ」

「……検索かけてみる」

　あのあと、いつもの演習を始めようとしている。砂浜に集まって訓練内容を話しているときに、突然呟いたもんだから、みんなキョトンとしちゃっている。

「風のない日の、鏡のような水面に喩たとえて言うところの、心が澄み切った状態。これすなわち、明めい鏡きよう止し水すいってことね」

　茜あかね子こが非難がましい目で僕を見ている。

「あとでやりなさいよ。演習始めるわよ？」

「なあ、茜子、心って澄むかな？」

「はァ？」

「僕、そんなのとても信じられないんだけど。だって意い識しきって常に動いているし」

　沖おき三姉妹が一いつ斉せいに溜ため息いきをついている。

「月ちゃん、天才先せん輩ぱい壊こわれちゃった」

「変へん態たい先輩になったですかね、陽ちゃん」

「不可解先輩かもですね」

　茜子も溜め息をつく。

「どうしちゃったのよ？」

「アルマが言ったこと考えててさ」

　砂浜に落ちている流木に座る。

「アルマが僕らと戦った理由は、僕らが見過ごしている大きな問題があって、そのことについて考えて貰もらいたいから、だった。で、解決法としてアルマが提示したのが明鏡止水」

「本人に訊ききなさいよ」

「絶対、教えてくれないと思う。昔からそういうヤツだったじゃん」

「まあ……そうね。で、その明鏡なんとかが解わからないと、どうなるの？」

「それも解らない」

「何なのよッ！」

「あ。そっか。脳のうの問題なんじゃないかな？　アプローチとしては直感とか、そっち方面かもしれない」

「あとでやりなさいよ！」

「ごめん。ちょっと出かける。エルフ、一緒に来て」

　茜子が鬼おにの形相になる。

「ハァアアッ!?　演習はどうするのよ！」

「適当に頼む」

「待ちなさいよ、峰ほう介すけッ！」

　アンテナから電でん撃げき発はつ射しやされたけど、ギリギリ逃げ切って、海上のドアへ。

「小こ町まち！」

「小町でございます」

　いつの間にかウォーターバイクに跨またがった小町が併へい走そうしている。

「学園の図書館に転送！」

「茜あかね子こ様がお怒りのご様子ですが、よろしいのでございますか？」

「よろしいから早くッ！」

　虹にじ色いろの球面が発生して、学園の地下にある大図書館に転送される。転送先は、アナログブックの少なくなった現在でも蔵書数一〇〇万を誇ほこる、アンティークな雰ふん囲い気きの図書館だ。夏休みにも拘かかわらず多くの生徒の姿がある。

　僕は端たん末まつ機きに行って『脳のう』で検索した蔵書をプリントアウトし、探しまくる。

　見つけた本をエルフに渡す。

「えっ──師し匠しよう、普通は荷物持ちって、男の子がするものじゃ……？」

「虚きよ弱じやく体たい質しつの僕に肉体労働とか、殺す気なの？」

「そこまで!?」

「箸はしより重いものなんか持てないよ」

「エルフの夢は、ウエディングドレスでのお姫様抱っこなんですよ!?」

「そんな何トンもの加か重じゆうされたら、腕がもげる」

「キログラム単位ですよっ！　失礼なっ！」

　図書委員の人に「しっ！」とやられて、二人とも黙だまって本を探す。

　見つけた本をテーブルに置いて、片かたっ端ぱしから読む。

「エルフ。単語言うから、スマホでメモして。脳科学、活動電位、シナプス……」

　指が見えないほどの速さで打ち込んでいる。スマホの文字入力は、早いままか。

「直感のメカニズムは、この本に書かれている。要するにシナプス同士を結びつけるニューロンが収まるべきところに収まる状態が直感である」

「日本語で話すべきです！」

「日本語だよ。いいか？　イマヌエル・カントという哲学者は、その結論に至った経けい緯いを説明できないものの、考察すれば有効であったと証明できるものを、直感と定義している」

「──……」

　エルフが口をぱくぱくしている。脳が拒きよ絶ぜつ反はん応のうでも起こしているんだろう。

「脳科学においては尾び状じよう核かくの活動の強さ、と定義して……」

　また図書委員の人が来て「しっ！」とやられちゃった。

　速読で全部読破してから、今度はネットブースで情報をあさる。さっきメモした単語を検索にかけて補完する。

「ねえ、師匠。これ何の意味があるんです？」

「アルマのメカニズムを解明する」

「はい……？」

「おまえの〝失った直感〟を再構成するには、いままでのやり方ではダメだ。アプローチの手段を一八〇度変える。理り路ろ整せい然ぜんと不ふ条じよう理りを組み立てる」

「言ってることが矛む盾じゆんしてます……」

「──お。これ面白いな。禅ぜんの世界では『思考＝イコール迷い』として捉とらえるらしいよ」

「ほぇ？」

「思考を完全に払った状態を、無む我がの境きよう地ちと呼ぶらしい」

「呼ぶから、何ですか？」

「一番しっくりくる」

「何にです？」

「僕の中の、明めい鏡きよう止し水すいの定義」

　見過ごしている要素はこれだ。アルマがその能力をフルに発はつ揮きするとき、ヴァルキューレという言葉が出る。

　フュルギアの語源はゲルマン神話の霊れい的てき存そん在ざい。

　不定形であるフュルギアに〝武装した少女の姿を与える〟ことにより、ヴァルキューレが誕たん生じようするという伝承がある。

　ヴァルキューレになれば、エルフもアルマと同じ力を発はつ揮きできるはず。明鏡止水はヴァルキューレになるため、乗り越えるべきステップなのだろう。

「これはあの人の手を借りるべきだね。絶対に詳くわしいはず」

「誰だれですか？」

「そりゃ、おまえ……」

　妙な威い圧あつ感かんを感じて横を見たら、さっきの図書委員の人が、腕組みしながら僕らを睨にらみつけている。

　図書館をつまみ出されたよ。
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「なぜゆえに、貴き様さまらはここにおるのであるか？」

　袴はかまの稽けい古こ着ぎを着た、日下部くさかべ家けのお姉さんの方こと凪なぎさんが半はん目めで立たち尽つくしている。

　手には、竹刀しない。

　僕とエルフは正座している。場所は日下部無む念ねん流りゆう道場だ。小こ町まちに連れてきて貰もらった。

「是ぜ非ひとも凪さんのお力を」

「はぁ……」

「エルフ、おまえも頭下げろよ」

「師し匠しよう、どういうことです？　演習始まってます」

「いいから、下げろ」

「ははぁー……」

　凪なぎさんは僕らの土下座を見て、溜ため息いき一つ。

「で？　貴き様さまらは、何を研けん鑽さんしに参った？」

「明めい鏡きよう止し水すいについて」

　凪さんが眉まゆを上げる。

「ほう？　俗ぞく世せにまみれた者も、美しき言葉の一つや二つは使うものか」

「凪さんはどう考えていますか？」

「さん付けはよさぬか。貴様には舞まいの件で世話になった。凪でよい。敬語もやめよ」

　エルフが手を上げる。

「じゃあ、ナギナギって呼びますね！」

「フランクすぎだろッ!?」

　凪は頰ほおを赤らめて、もじもじしながら答える。

「ナギナギ……良い響ひびきだな」

「まんざらでもないッ!?」

　ナギナギは、咳せき払ばらいして語り始める。

「明鏡止水とは、悟さとりに通ずるものと考えておる」

「あ、やっぱり？」

「無む念ねん流りゆうそのものが陰おん陽みよう道どうの影えい響きようを受けた、いわば陰陽剣けん術じゆつであり──」

　エルフが手を上げる。

「日本語で話さないなら先に進んで下さ……あだッ！」

　後頭部はたいてやった。

「出しゆつ典てんは荘そう子しの言葉だよね？」

「荘子の思想そのものが、無む為い自し然ぜんを是ぜとするがゆえに、禅ぜんの思想と極きわめて近い」

「無為自然か」

「……師し匠しよう、それどういう意味です？」

「自然をあるがままに受け入れる、ってことかな」

「貴様らは明鏡止水を理解してどうするつもりか？」

「理解じゃなくて、エルフをその境きよう地ちに辿たどり着つかせないといけなくて」

　凪の口元がヒクッと引きつる。

「こやつを、か？」

「こやつを、です……」

「何ですか、その目はッ！　エルフだって好きでアホやってるんじゃありませんよ！」

「自覚あるんだ……」

　エルフの記き憶おく力りよくが悪いのは、アルマと記憶を混ぜられた副作用かと思っていたら、アルマが分離しても悪いままだし。こいつのアホはどうしようもないんだ……。

「師し匠しようもナギナギも酷ひどいですッ！」

　エルフが涙なみだぐみ始めたので、それ以上のツッコミはやめてあげた。

「凪なぎならどう教える？」

「こやつを道場に預けよ。性しよう根ねから鍛きたえ直なおす」

「任せた！　頼む！」

「ええええええええええええぇぇぇ──ッ!?　ちょっと師匠!?」

「毎日様子は見に来るよ」

　逃げようとしたエルフが竹刀しないで足払いされて倒され、凪に背中を踏ふまれている。

「猛もう特とつ訓くん的てきなものが始まる気がしますよおお！　そういう熱血的なのは、繊せん細さいなエルフにはムリですよおお！」

「安心しろ、おまえに繊細さを感じた瞬しゆん間かんは、一度もなかった！」

「そんなァ──ッ!?」

　よし、精神面は何とかなりそうだ。

　次は僕の方。まだ頭の中にしかない、あのシステムを──一週間以内で形にしないと。
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　それから二日後の朝──。

　靄もやの立ちこめる、江え戸ど川がわの河か川せん敷しき。早朝なので薄うす暗ぐらく、車の音以外は静か。江え戸ど海かいの潮しお騒さいも遠い。僕は土手の道を歩いている。左側には浄水場が見える。

　どこだろうなぁ。近いはずだけど……。

　ブォウンッと尋じん常じようじゃない音がする。橋の下の方か。

　歩いて行くと、やっぱり居た。

　武ぶ士し女おんな（本物）だ。

　スイングしているけど、剣けん圧あつが凄すごすぎて周囲の草が吹き飛びそうになっている。

　着ているのは灰色の着物と袴はかま。

　僕の足音に気づいて、スイングを止める。

「──え？　吉よし岡おかくんッ!?」

「やあ。武士女」

　そう。正体は凪さんじゃなくて、日下部くさかべ舞まいの方。すっかり勘かん違ちがいしていたけど、凪さんが帰っても目もく撃げき情じよう報ほうがやまないのでピンときて、茜あかね子こに調べて貰もらったんだ。

「…………。その呼び名、嫌きらいなんですよ」

「有名になっているじゃん」

「なりたくなかったです」

　僕は土手のコンクリート敷じきの上に座る。

「道場の跡あと継つぎがイヤなんだよね？　どうして練習、続けているの？」

「……吉よし岡おかくんって、やたらと首突っ込みたがりますけど、それ悪いクセですからね」

「はは。ごめん……答えたくないなら……」

「別に武道がイヤってわけじゃないですよ。それの活いかし方かたを考えているだけです」

「例えば、どんな？」

「わたしは自分が大切だと思う人を守るのに使いたいのです」

「前にも言っていたね。どうしてそう思うようになったの？」

　日下部くさかべは、半はん目めで僕を見下ろす。

「また悪いクセを」

「はは。ごめん……でもさ、アルマが僕に言ったんだよ。人生は短いから、傷ついても踏ふみ込こんでいく──って。僕もそうありたいと思っている。ブレているって言われても、考えなしって言われても、何もかも首を突っ込んで。それで失敗しても、たぶん首を突っ込まないよりか後悔しない気がする」

「……ヘンな考え方ですね」

「校則違反？」

　日下部の口元に微ほほ笑えみが浮かぶ。

「校則には、生徒の自主性を尊そん重ちようすること、ってありますから」

　ちょっとの間、言葉を切って──日下部は話し始める。

「父上は家族に厳きびしく当たりました。家訓を守らせるために。母上は身体からだの弱い人でした。労いたわらなきゃいけない人だったんです。それを、父上は──」

　だから日下部は父親を憎み、家訓を毛け嫌ぎらいするようになったわけだ。

「ムリが祟たたって母上は病やまいに伏ふせ、この世を去りました。父上のせいじゃないかもしれません。でも、母上に辛つらく当たる父上を、わたしは止められなかった。父上はいつもこう言いました。『力で止めてみせよ。さすれば聞き届けもする』と。わたしに力があれば、きっと母上を守れたはずなんです」

　かける言葉はいくつか頭に浮かんだけど、どれも相応ふさわしくないように思えた。

　間違っているのかもしれない。でも、これは日下部という魂たましいを支えるものの一つで、簡かん単たんに触れちゃいけない部分な気がするから、黙だまっておく。

　日下部は悔しそうに歯は嚙がみする。

「次は、救います。誰だれかが死にかけていたら、わたしの身を挺ていしても、絶対に救います」

　じっと僕を見下ろして、日下部くさかべは僕の答えを待つ。

　答える気がないのを示そうと、軽く肩を竦すくめたら、木ぼく刀とうを投げ渡してくる。

「吉よし岡おかくんのヤワっぷりは校則違反なので、鍛きたえてあげます」

「えぇ……僕、箸はしより重い物はちょっと……」

　睨にらまれたので、起たち上あがってビシッと構かまえる。

「あ、そういや、あれ教えて欲しいかも。凪なぎ相手に使っていたじゃん。こういうの」

　下からすくい上げるようにスイングしてみせると、日下部は呆あきれたように溜ため息いきをした。

「貴方あなたね、《無む塵じん双ぞう》は無む念ねん流りゆうの秘技ですよ」

「ダメかぁ」

「教えますよ」

「えっ？　秘技なのに？」

「身につけた戦いの技で、誰だれかを救うことができる。たったそれだけで、わたしは毎日が楽しく感じられます。道場ではこんな気持ちになれなかった……」

　日下部が見たこともないような優やさしい微ほほ笑えみを浮かべる。

　いつも風ふう紀き委い員いん長ちようとして厳きびしい顔ばかり見てきたので、とても新鮮に思えた。

「吉岡くんが教えてくれたんです。わたしが輝ける方法を──。だから、これはその恩返しですね。とりあえず、箸より重い物を持てるようにしてあげます」

「それは例え話だってば！」

「どうですかね。稽けい古こ始めますけど、バテたら校則違反ですよ」

　日下部は基本的な動作から教えてくれた。

　それからは日課として、早朝に剣けん術じゆつ稽古をすることになった。

　舞まいに僕が稽古をつけて貰もらって、凪にエルフが修行させて貰って、僕なんかよりも日下部家の方が、よっぽど〝師し匠しよう〟って感じだよな。
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　道場修行から五日後──。

　まあ、エルフの成果はこんな感じ。

　凪とエルフ。二人とも稽古着姿で、竹刀しないを構えている。

　静かに睨み合って、やがて戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされた──。

「あたっ、ほわあっ、ちょえい！　夜や叉しやの構えです！」

　竹刀をぷるんぷるん回すという、頭よくないガキみたいな動きで攻めるエルフ。

　凪にスパーンと顔面を叩たたかれて「ぎゃひん」と倒れている。

「ダメエルフのままだ……」

「相済まぬ。いくら言っても聞かず、教えたことを覚おぼえず、厳きびしくしようが褒ほめようが、ザルから水が抜けていくように育っていかず、いくら鍛きたえてもダメであり申した」

「安心して。それ、いつものエルフだから」

「酷ひどいな……」

「酷いよね……」

「然しかし、成果は在ありぞと」

「え？」

　凪なぎは稽けい古こ着ぎの胸に手を入れると、そこから何かを摑つかんで、バラ撒まく。

　お菓子……？

　エルフの目が鋭するどい眼光を放つ。

「────苺いちごマドレーヌぅぅうう──ッ！」

　倒れていた姿勢から、瞬しゆん間かん移い動どうみたいな速度で跳とび回まわったかと思うと、空中にあるお菓子を次々にキャッチする。一つも床に落とさなかった。

　ハムスターっぽいふんにゃりした顔でお菓子を食べているエルフを見ながら、凪に訊たずねる。

「……いまの動きは？」

「我われにも追い切れぬ。まさに天てん賦ぷの才さいと言えよう。あやつは我の手作りマドレーヌを異常に好いておってな」

　凪さん、他たの追つい随ずいを許さない和風すぎる風ふう貌ぼうでありながら、マドレーヌ焼くんだ……。

「マドレーヌを得るためならば、人智をも超こえる能力を発はつ揮きせしものぞ」

　凪は再びマドレーヌを投げる。

「────チョコマドレーヌぅぅうう──ッ！」

　エルフが野生動物な動きでジャンプ。凪は壁かべにあった斬ざん馬ば刀とうを取って斬きりつけたけど、エルフは空中回転して躱かわしながらマドレーヌをキャッチした……。

　エルフはふんにゃりした顔に戻って、もぐもぐ食べている。

「これ、どういうこと……？」

「マドレーヌを追っている間のみ、我がいくら斬ろうとも斬れん。技を変えたとて同じ。感覚を鋭えい敏びんに研とぎ澄すまさねば成なせぬ動きをしておる。すでにこやつの魂たましいには、明めい鏡きよう止し水すいの境きよう地ちがあるとしか思えぬ」

「すでに、ある……？」

「ああ」

　いままでは推すい論ろんにすぎなかった。でも、凪の一言で確信に変わったことがある。

「そうだよッ！　やっぱりだ！」

　興こう奮ふんのあまり大声になっちゃって、凪がきょとんとしている。

「マドレーヌ、まだ残っているッ？」

「残っておるが……」

「ちょっと待って！　いま準備するから」

「何のだ？」

　僕は一緒に転送して貰もらった機材を道場まで運んでセットする。

　マドレーヌを食べ終わって我われに返ったエルフが、自分に付けられた大量の電でん極きよくだの、計けい測そく用ようのヘルメットだの、ホログラムスキャナーなどの電子器具を見て、目を丸くする。

「──ハァ!?　師し匠しよう、何ですかこれッ？　お医者さんごっこですか？」

「遊びじゃない。計るんだよ」

「何をです？」

「おまえをヴァルキューレにする《三さん位み一いつ体たい》の基準点を──さ」

「はい…………？」

　エルフも凪なぎも、きょとんとした顔になったよ。
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　入道雲のある青空に、花火が上がる。

　向こう岸に詰つめかけたファンが、一いつ斉せいに風船を飛ばしている。

　僕とエルフは電でん子し指し揮き艦かん茜あかね子この艦上から、それを見つめている。

　奥の方の甲かん板ぱんに茜子の幻げん体たいが座っている。ウインドウを操そう作さしている。作業しながらテレビを観みているようだ。

　近づくとテレビを映したウインドウから、あのアナウンサーの声が聞こえてくる。

〔本日は全ぜん日につ本ぽん滅めつ葬そう選せん抜ばつ公こう式しき戦せんも、大詰めの第五回戦です！　何と今日だけでＡＢブロック両方の試合をご覧いただけます〕

〔八試合だけですからね〕

〔解説の生なま田た部べさん、ここまでくると強きよう豪ごう揃ぞろいですね〕

「──ああもう。あいつら何してるのよ。心配しちゃうじゃない」

「…………心配なの？」

「ひゃああう──んっ!?」

　茜子がびっくりして逃げようとして甲板を転ころがる。押し出されたウインドウが散らばって、一つが海の方まで行っちゃった……。

「何で、ここにいるのよ！」

「話したくて」

「転送で来なさいよ！」

「いまエルフを艦装クライドさせたら中継に映っちゃうかもだし」

　僕は舷げん側そくのへりから身を乗り出して、出ていってしまったウインドウを摑つかんで、茜あかね子この方に投げる。茜子は顔を赤くしながらそれを受け取る。

「何の用!?　あんたたちは、今日スタメンじゃないんだから」

「それ涙る衣いの艦かん載さい機きの自動プログラムでしょ？　やめていいよ」

「へ？」

「アルマに頼んで、昨日のうちに編成を変えて貰もらったから」

　前回、負けたことで僕らはアルマ艦かん隊たいの傘さん下かに入った。アルマが権限を持っているので、あいつが編成を書き換えることができる。

「…………はぁ？」

「だからぁ、編成変えたの。涙衣は出ない」

　しばらく、ぽかんとしていた茜子がみるみる青ざめていく。

「はぁぁああああ──っ!?」

「涙衣と日下部くさかべ、沖おき姉妹は外はずしたよ。代わりに闇やみ子ことエルフが入った」

「ちょっ、えっ──ええええええ何考えてるの!?　って、エルフの幻げん体たい、もうすでにセルブレイクしてるじゃないッ!?」

「そうなんですよ、茜子ちゃん。師し匠しよう酷ひどいです……」

　エルフの戦せん闘とう服ふくはもうボロボロ。

「こいつ本気にならないから、仮想ダメージモードを外して訓練させたんだけど、修理が間に合わなくてさ。だからギリギリまでテレビに映したくなくて」

「バッカじゃないの!?　いやいや、バカよね!?」

「あはは……バカついでに、もう一つ。絶対に、《静かなる海》を使わないで」

「え？」

「重要なんだ。これを言いにきた。葬そう技ぎを使うのは、僕が指示したときだけにして」

　エルフに向き直る。舷側にもたれて海を見つめている。

「……師匠。風の声が聴きこえます」

　茜子が「はぁッ!?」と、くってかかろうとしたので手で合図して止める。

「どうやら、やれるみたいだ」

「何を？」

「記録更新さ──」
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　すでにスターティングポジション。

　空を覆おおう赤い幕も、あと三分で晴れる。今日のフィールドには空くう間かん断だん層そうがほとんどない。

　周まわりは明るい。いつもの戦せん闘とう指し揮き所しよじゃない。僕とエルフの幻げん体たいは艦かん橋きようという場所に居る。大窓が並んでいる見晴らしのいい場所。しかも窓は取とり外はずしてある。

　水平線を見つめるエルフの目は、少しぼおっとしていて夢見るように佇たたずんでいる。

　胸に抱だき締しめるように、マックスＢＯＸのコントローラを握っている。

　妖よう精せいみたいな空気を出しているときのエルフは、本当に綺き麗れいだ。

　僕はコンソールの横にもたれて、横からウインドウを操そう作さしている。やることが少ないから、これで充分。

「……ねえ師し匠しよう。形のないものって、見えますか……？」

「…………何、どうしたの……説明して」

「エルフにも判わかりませんけど、ぼんやりと感情のようなものが、目に見えます」

「敵の？」

　エルフは頷うなずく。

「ヘンですよね。だから怖くて……」

「誰だれだって怖いよ。そんな能力あってもなくても、戦いは怖い。こんな時代に生まれて、怖くて仕方ないよ。自分が何を失うか判らない。でも、そうやって恐れて逃げ回っていたら、きっと……もっと多くを失う」

　敵の攻こう撃げきで、僕の家を灰にされたあの瞬しゆん間かんを思い出した。あの戦いでは大事な人を失いかけた──そう思うと、胸がきゅっと軋きしんだ。

「戦いたいヤツは、いっぱい居る。でも、選ばれたのは僕らなんだ」

「選ばれるって、誰にですか……？」

　……そっか。もうエルフの記き憶おくにスナイパーアルマは居ない。

　僕が導みちびく番か。

「判らない……神…………かもしれない」

　エルフが、くすっと笑う。

「師匠が宗教の勧かん誘ゆうしてるみたいです」

「僕は神なんか大だい嫌きらいだよ。だから悪あく魔まになってぶちのめしたい。こんなクソな運命をもたらしたあいつが、次じ元げんの彼方かなたに居る。だから精せい一いつ杯ぱい生きて、楽しんで、笑って、青春の神しん髄ずいってヤツを味わい続けてやる。僕はアルマみたいにこの世界が素晴らしいなんて言えない。その代わりに言うよ。この世界を変えるのは、僕らだ」

「……師匠」

「語りすぎた？」

　エルフは首をふるふるして、涙なみだぐみながら微ほほ笑えむ。

「カッコいい……です…………」

　カウントダウンの音。もうすぐ滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せん、スタートだ。

「エルフ、敵てき艦かんは見えるか？」

　エルフはコントローラをくるくる回し、拳けん銃じゆうのように構かまえる。

「見えますよ」

「一二秒だよ。それ以上は僕が許さない」

「五い十そ六ろくたんは言いました──やれと言われれば、ずいぶん暴れてご覧にいれます、と──。つまり──オープニングから、ぶちかませってことですよ」

　水平線を見つめるエルフの目が、鋭するどく据すわる。

　通信ウインドウに、茜あかね子この顔が映る。

〔ちょっと、作戦はどうするの！〕

　別の通信ウインドウに映るアルマが、茜子のウインドウの前に出る。

〔させておけ、ワゴンたん〕

〔へ？〕

〔今回の作さく戦せん指し揮きは、スネイクたんに一任する。存分にやれ〕

　胸がほんのり温かくなって、胃の痛みも忘れて笑った。

「……ありがと。アルマ」

　茜子のウインドウが、アルマのウインドウを押しのけて遠くに飛ばす。

〔通じ合ってるみたいでムカつくわね！　でも命令だから従うわよ！　ほら、あたしたちへの指示を出しなさいよ！〕

「うどんでもこねてろ」

〔ハァアアア!?〕

　通信の『無視する』ボタンを押す。

　残り二〇秒。準備しておいたプログラムを起動する。

　その名は、《三さん位み一いつ体たい》──。

　起動と同時に、エルフの幻げん体たいが無数のホログラムの電子回路を纏まとう。エルフを上から下まで輪切りするようにスキャン光が走る。

　ウインドウに、心しん拍ぱく数すう、体温などのバイタルサインや、ｆＭＲＩという脳のうの活動領域を示す診しん断だん図ずや、アルファ波などの脳波のモニタリング情報がリアルタイムで表示される。

　三位一体の正体は、エルフの生命活動を映し出すプログラム。

　発想の転換だよ。エルフが従来の柩きゆう艦かんに当てはまらないのなら、風力データなどを与えたって仕方がない。エルフ自身を解析し、ベストな状態にしてやれば、弾たまは自然に当たる。

　僕の出した明めい鏡きよう止し水すいへの答えは────無む心しん。

　自分という意い識しきがない、思考を一切持たないという状態のことだ。

　三位一体は、この無心に一番近い精神状態へと、エルフを導みちびくようにできている。

「ベータ律りつ動どうが高い。気を静めて」

「でも……」

「教えたろう。深呼吸だ。焦あせらなくていい。自信を持て。おまえならできる」

　エルフは深呼吸する。

　モニター画像の横に表示されている三角のグラフが、徐々に正三角形になっていく。

[image: ]

　この三角形が三さん位み一いつ体たいと名付けた理由。

　エルフが無心になるとき、完全な正三角形に収まるよう調整してある。

「いいぞ……その調子だ。思考を払え。けど、研とぎ澄すませ。憎んで戦うな。どこまでも優やさしく世界と寄り添え」

　──カウント・ゼロ！　空を覆おおう赤い幕が、一いつ瞬しゆんで消える。

　バトルフィールドは、空くう間かん断だん層そうがほぼゼロに近い、だだっ広いただの海。敵は水平線の彼方かなた。目視などできない距離にいる。だけど、こいつには見えるはず。

　一〇〇％の三位一体が完成する。

「エルフ────ファイア！」

　全ぜん主しゆ砲ほう、一いつ斉せい砲ほう撃げき。竜りゆうの咆ほう哮こうを思わせるような砲声と、巨大な砲ほう炎えんが放たれる。

　艦かん橋きようから見ると、砲撃の瞬間、衝しよう撃げき波はで近くの海面がクレーターみたいに抉えぐれるのが判わかる。それほどまでに、この主砲は強力だ。

　艦橋内に砲煙が傾なだれ込こむ。

〔……ちょっとあんた、これッ──〕

　無視するボタンを解除すると、茜あかね子この怒りの声が響ひびき渡わたったけど、尻しりすぼみになる。

　試合残り時間のカウントダウン・タイマーが停とまったからだ。

　静かだ──。

　空に浮かんでいる空中スタジアムと呼ばれる飛行船からの歓声が、急に止やんだ。

　軍ぐん艦かん学がく園えんの対岸にいる、大勢のギャラリーたちも、静まり返っている。

　聞こえるのは潮しお騒さい。水鳥の羽音や鳴き声。カメラボールの音。ヘリの音。

　見える人々、すべてが凍こおりついている。

　凍るだろうね。僕らがいまやったのは────本物の奇跡、ってヤツだからさ。




　空に、花火が上がる──……‥




　歓声が、花火の音を打ち消すぐらいに、上がる。

　狂きよう喜き乱らん舞ぶ、だ。岸がお祭まつり騒さわぎになって、飛び込む人まで現れている。カメラボールやヘリが一いつ斉せいに僕らに集まってきている。

　空に『記録達成おめでとうございます！』の巨きよ大だいホログラム文字が出現し、壮大なファンファーレが流れる。軍艦学園の屋上から、何百個もの風船が放たれる。

　中継アナウンスと、爆ばく音おんのようなスタジオの歓声が聞こえてくる。

『これはあの伝説の再現ではありませんか!?　わたしたちが目にしたのは、シュラフトで語りぐさになっている、あのスナイパーアルマの開かい幕まく撃げき沈ちん劇げきの再現です！　ありえません！　信じることなどできません！　あの伝説のフィニッシュタイムを、一秒半も縮ちぢめたのです！　いまわたしたちの目の前に現れたのは新あらたな奇跡です！』

　通信映像の日下部くさかべたちは声を失い、ぽかあんとしている。

　茜子に至っては、青ざめている。

　エルフとハイタッチする。

「…………一〇・三四秒だ」

「余裕です、師し匠しよう」

〔冗じよう談だんでしょ……？　相手には、原げん子し力りよく空くう母ぼも居たのに〕

「バンカーバスター砲ほう弾だんだよ。クローディア戦用に開発した改造砲弾さ」

　茜子の顔から怒りが消える。

〔……演習抜けたりとかしてたのも、最初からこれを目指して……なの？〕

「うん」

〔邪じや魔まして悪かったわ」

「いや、茜子が居たからムチャできた。いつも助けてくれてありがとう〕

　茜あかね子この頰ほおがほんのり染まって一いつ瞬しゆん笑顔になりかけたけど、プツ、と通信切られた？　何で？

　通信ウインドウにエントリーしていなかった日下部くさかべや沖おき姉妹、涙る衣いが映る。

〔やりましたね、エルフさん、吉よし岡おかくん！〕

　エルフがじわああと目に涙なみだを溜ためる。

「くさかべぇぇええ──っ！　初めて、初めてですうう！　エルフが、エルフがああ、選抜戦で勝てましたああ！」

　そっか。天てん使しには勝っていたけど、選抜戦は全部負けだよなぁ。不遇な強きよう豪ごう艦かんだった……。

〔ちょっと、エルフさん、泣きすぎですよ〕

　沖三姉妹が、通信映像の中でポーズをキメて──、

〔星ちゃん、月ちゃん行くよ？　せーの！〕

〔〔〔頑がん張ばりましたね、皆さん！　おめでとうチャージ☆〕〕〕

「チャージ満タン……えぐぅ、だよっ♪　ふぇええん」

　エルフが号泣しながら、沖三姉妹のアイドル寸すん劇げきに参加してるし！

　涙衣が溜ため息いき混じりに話し始める。

〔よくやりましたね〕

「えっ、おめでとうとかじゃないのッ？」

〔先せん輩ぱいは逆転の大敗くらってるのですから、これでチャラというか、削そぎ削ぎをカンベンするぐらいですね〕

「削がれかけてたんだ……」

〔でも見事でしたよ。茜子様が認める実力、とくと拝見しました〕

　これで褒ほめているつもり、だろうね。涙衣らしいなぁ。

　テレビ放送に、『戦せん艦かんエルフリーデ、奇跡の勝利！』というテロップが表示されているのを観みて、胸に実感が込み上げてくる。

　遂ついに勝った──。

　エルフのステータス・ウインドウを確認する。『レベルアップ』の文字が点滅している。購こう入にゆう解かい除じよされた未来兵装は全部で一七──どれも喉のどから手が出るほど欲しい兵装ばかり。

　水すい貨かも充分にある。ドックメニューのウインドウを開いて、その中のいくつかを購入して、改修しておく。前から絶対欲しかった、あの〝妖よう刀とう〟も迷わず買った。この購入を見越して配置してあるので、数時間で改修は終わるだろう。

　戦艦エルフリーデはここからだ。選抜戦の女王になる、だけじゃない。

　天てん使しが襲しゆう来らいする滅めつ葬そう戦せんにおいても旗艦フラグシツプとなり、フュルギアたちを勝利に導みちびく女神──、




　────滅めつ葬そうのエルフリーデを、目指す。




　闇やみ子こから通信が入った。

〔……お兄ギャん。来ます〕

「何が？」

　軍ぐん艦かん学がく園えんのサイレンと、江え戸ど川がわ区くの防災放送が一いつ斉せいに鳴り出した。

　テレビの映像が、空中スタジアムから報道フロアに変わる。

　青ざめた顔の女性アナウンサーが、原げん稿こうを握る手を震ふるわせながら、読む。

〔臨りん時じニュースです。本日、一〇分前にイギリスのシー・クレーター跡地において、幽ゆう艦かんが出現し、第二の天てん使しが侵攻中とのことです。ロンドンにあるフロッテン海かい洋よう術じゆつ科か兵へい学がく園えん、イギリス校の生徒が出しゆつ撃げきし、これに応戦しています。メーア・シュロス財団の公式見解は以下の通りです。『各国政府は厳げん戒かい態たい勢せいを発令し、新あらたな次じ元げん壊かいを警けい戒かいせよ』とのことで──〕

　心しん臓ぞうが早はや鐘がねのように打ち始める。

「…………イギリスか」

　あそこには、あいつが居る。シュラフトの女王、クローディア・エンフィールド。

　シュラフト時代、僕とアルマと茜あかね子こが、全力でやって勝てなかった相手だ。




　でも、あいつでは天使を倒せない──。
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　　　　▽△




　イングランドのシー・クレーターは、日本と同じ直径二二二・二キロメートル。

　北端をシェフィールドとして、南端がロンドンになる。両市は市し街がい地ちを刳くり抜ぬかれ、ケルト海を望むミルフォード・ヘヴン岬みさきの沖に移動させられてしまったという──。




　小こ町まちによる転送が終わると、異国の街まち並なみが目に入った。

　赤い月に照らされた、セントポール大だい聖せい堂どうの前に僕らは立っている。夜だけど、辺りを見渡せるほど月光は明るい。

　崩くずれる前はきっと美しい建物だったろう。いま残っている壁かべだけでもそれが判わかる。

　大聖堂の周まわりには戦車が置いてあるけど、どれもドロッと溶けて炎えん上じようしている。

　小町が申し訳なさそうに告げる。

「これ以上、先へは行けません。迎えを呼びましたので」

　転送でイギリスに渡ったのは、僕とエルフ、茜あかね子こ、アルマ、闇やみ子こ、最後に日下部くさかべだ。

　ヘリが一機、広場に下りてきた。乗員が英語で何か言っている。

「乗れ、って言ってるわ」

　小町が頭を下げる。

「ご武運をお祈り致しております」

　乗り込むと、ヘリは素早く上昇して北に向かって飛行する。

　近づくにつれ、被害の多さが目に入ってくる。妙だな……軍隊の居るところだけ、精せい密みつ爆ばく撃げきされている。敵の幽ゆう艦かんは、よほど精度の高い兵器を搭とう載さいしているんだろうか。金属がドロドロに溶けているのもヘンだ。炎上ぐらいでここまでは溶けないはず。

　日下部が声をかけてくる。

「吉よし岡おかくん、雲と霧きりがヘンじゃありませんか？」

　確かに、妙だ。雲が枝分かれして、放射状に広がっている。

　霧は、雲の下に固まって漂ただよっている。

「本当だ……どんな風が吹いたら、こんな形になるんだろう」

　日下部が鼻をくんくんさせる。

「イヤな臭においがします。おそらく罠わなの臭いです」

　海が見えてくる。海上には霧がある。その光景がどうも妙で、ある場所は霧が漂っているのに、ある場所は晴れている。だから月も出ているわけだけど。

　霧の中では海戦が行われているらしく、閃せん光こうや爆音が上がっている。

　ここも霧の上には必ず黒雲がある。やっぱり自然現象にしてはおかしい。

「着いたわ！」

　ヘリは護ご岸がんの近くに着陸する。

　海の向こうに城が見える。フロッテン海かい洋よう術じゆつ科か兵へい学がく園えん、イギリス校だ。向こうの校舎は、アーサー王伝説にあるキャメロット城をモチーフに建造された、中世の城。城門から、プロペラ音を響ひびかせながら第二次世界大戦期の爆ばく撃げき機きが発進している。

　ヘリから出て護岸からジャンプしながら言う。

「みんな、艦装クライドして！」




「「「「「──《艦装クライド》ッ！」」」」」




　空中にいる五人の少女の身体からだが閃せん光こうを放ち、消える。海上に五隻せきの戦せん闘とう艦かんが出現する。

　リーゼ級巡じゆん洋よう戦せん艦かん──エルフリーデ。

　ブルーリッジ級電でん子し指し揮き艦かん──茜あかね子こ。

　セイルフィッシュ級レーダーピケット潜せん水すい艦かん──闇やみ子こ。

　シュフラン級駆く逐ちく艦かん──アルマ。

　ルン級地じ面めん効こう果か翼よく機き艦かん──日下部くさかべ。

「茜子、転送リクエスト頼む」

　まずは茜子に乗り込む。転送が終わり、戦せん闘とう指し揮き所しよを走ってコマンダーシートに着いて各種ウインドウを展開する。

　アルマから全ぜん指し揮き権けんが委任されて《吉よし岡おか艦かん隊たい》になる。天てん使しの現れた滅めつ葬そう戦せんにおいては、僕が司し令れい官かんになれるんだ。

「──データリンク、最大出力！」

　茜子は従って、戦闘海域のすべての艦とデータリンクを繫つなげる。

　海かい図ずが一気に広がり、戦場の全ぜん貌ぼうがマーカーになって映し出される。フィールドは円形。自じ陣じんベースは中央にあるけど、敵陣ベースは両サイドに位置している。敵ホームベースは中央反対側。うわっ、攻めやすいな。

　でも、敵ホームベースには味方艦が居ない。フィールド中央に集合している。

　幽ゆう艦かんは両サイドに陣取っていて、遠えん距きよ離り攻こう撃げき戦せんになっている。

　戦況報告を読む。イギリス校の損害が酷ひどい。すでに撃げき沈ちんが九隻も出ている。

「みんな、中央の海域に向かって。闇子は潜せん行こうして」

　警けい告こく音おんが鳴り、海図に幽艦の色違いマーカーが映る。深度表示がある。潜水型幽艦だ。

　ソナーの探たん知ち範はん囲いから逃げようとしている。

「茜子、オーシャンホーク発進」

「任せて！　逃がさないわよッ」

　ＳＨ─60Ｆ、オーシャンホーク。対たい潜せん任にん務むをこなす茜あかね子この艦かん載さいヘリコプターだ。ディッピングソナーという特別なソナーを積んでいるので、静せい粛しゆく性せいの高い潜せん水すい艦かんでも逃のがさない。

　闇やみ子こから通信。

〔音おん紋もん分ぶん析せき終わりました──ズールー型攻こう撃げき潜水艦〕

　敵である幽ゆう艦かんも、僕らと同じルールで戦っている。不気味な生物的な外観にアレンジされてはいるけど、モデルとなる艦かん艇ていがある。

　ズールー型は旧ソ連のミサイル潜水艦。闇子と同じ第一世代型。第二次世界大戦のすぐあとに建造された世代の艦、って言えば旧式さが伝わるかな。当然、性能は劣おとる。

「楽勝かも。日下部くさかべ、潜水艦を追って！」

〔了解です〕

　海かい図ずの中で、柩きゆう艦かん日下部のマーカーが先行し始める。

〔どこまで行けばいいんです？〕

「潜水艦の真上じゃなければいいよ。囮おとりだから」

〔えッ!?〕

「いや、そんな青い顔しなくて大丈夫。宙ちゆうに浮いているウィグに、魚ぎよ雷らいは当たらないから」

〔……あ。潜水艦の攻撃って魚雷のみでしたっけ〕

「スカッドミサイルはあるけど、浮上しなきゃ射うてない。安心していいよ」

　通信ウインドウを寄せて、闇子に指示する。

「魚雷攻撃できる？」

〔心配ありません、お兄ギャん……〕

　おっと──、警けい告こく音おん。潜水幽艦が魚雷発射してきた？　まだ遠いだろ？

　って思ったのに、魚雷のスピードがありえないほど速い！

「スーパーキャビテーション魚雷だ！　茜子、デコイ！」

「判わかってるわッ」

　油断した──。

　第一世代型は旧式だから、弱いと踏ふんでいたけど、幽艦も〝改修することで強くなる〟システムを搭とう載さいしているってわけか。

　柩艦茜子の艦かん橋きようカメラの映像を見る。発射装置が海側に向かって狙ねらいをつけ始める。

　この場合のデコイというのは、魚雷防ぼう御ぎよシステム《ＴＣＭ》だ。日本が開発した自走の囮で、魚雷の注意を引きつけるのに使う。

「アルマ、マスカーを放射しながら取とり舵かじ」

〔違う……スネイクたん〕

「え？」

　通信映像のアルマが緊きん張ちように満ちた表情をしている。

〔おかしい。罠わなかもしれない〕

〔……師し匠しよう、敵意は魚ぎよ雷らいに込められていません〕

「敵意──？」

　エルフたちに敵意を見抜く能力があるとしたら、魚雷に敵意がない、というのはどんな意味になる？

　ミカエルの預よ言げんを思い出す。

『黒雲が天を覆おおい、血けつ気き盛さかんな子こ羊ひつじは死に絶えるであろう』

　……──まさかッ！

「──茜あかね子こ、デコイ発射を中止しろッ!!」

「えっ？」

　遅かった！

　茜子の艦かん外がいカメラの映像を見る。舷げん側そくから発はつ射しや煙えんが噴ふき上あがり、海にデコイが投じられる。

「茜子、ステルスモードにして機き関かん停てい止し、及び電でん子し静せい粛しゆく！　エルフ、空に向けて主しゆ砲ほうボンボン撃うちまくれ」

〔ほへ？　雲以外、何もないですよ？〕

「おまえが居てホントに助かったよ。こんなとき頼れる素晴らしい柩きゆう艦かんだなあ」

　エルフのほっぺがぱああと赤くなる。

〔えっ？　えっ？　うふふ、それほどでも……ありますよねッ！　こうなったら師匠のために撃ちまくります！〕

　喜び勇んで撃ちまくってやがる。うん、アホ最高。

　茜子の幻げん体たいが詰つめ寄よる。

「その他の艦は、エルフから離れて」

「どういうことよ？」

「フェイントだ。見ろよ。魚雷の誘ゆう導どうがブレ始めている。当たるようには発射していない」

「デコイの発射を誘さそったってこと？」

「正解。この戦場の真の敵は、あの不自然な雲だ」

「雲？」

　カメラ映像を見る。柩艦エルフの上空の黒雲だけが渦うずを巻き、そこから矢のような閃せん光こうが放たれた。

　稲いな妻ずまだ。だけど、自然現象のそれじゃない。

　六本の稲妻は放射を持続し続けている。エルフの艦かん橋きように、だ。

〔…………え……師匠……頭、ビリビリ……しま？　す？〕

「エルフ──戦いに犠ぎ牲せいは付きものだ」

〔……あれぇ？　そのフレーズ、二回目……〕

　言葉の途中で、それは起こった。




　稲いな妻ずまが球体になったかと思うと、エルフの艦かん橋きようが爆ばく発はつしたのだ。




「──コロナ放電かッ！」

　局きよく部ぶ破は壊かい放ほう電でんとも呼ばれる。発光放電が太陽のコロナに似ていることから、コロナ放電の名がついた。このコロナは火か炎えんを纏まとっている。高周波でコロナ放電を行うと、火炎コロナという状態になるのだ。

　これが〈神かみの雷らい光こうバラキエル〉の正体。

　血けつ気き盛さかんな子こ羊ひつじは死に絶えるであろう──、つまり撃うったヤツから死に絶えるってこと。

　こっちの攻こう撃げきそのものを霧きりで探知して、黒雲からコロナ放電という裁さばきを下す。こんなの、完全にムリゲーじゃないか。

〔あだだだだ──だああああァァ──っ!!　死ぬ、死にます！　師し匠しよう！〕

「大丈夫。エルフならノーダメージ」

〔ダメージいってるでっしょおお！　って、前にもこんなことありましたよねッ!?〕

「おまえいないと撃げき沈ちん増えるから、心の底から言うよ。おまえが必要だ」

〔その必要とされ方は、めっちゃイヤですよおっ！〕

　エルフは頭ちりちりで、胸が思いっきりセルブレイクして、片手で胸を隠している。あんなのくらって小破だとか。まさに鉄てつ壁ぺき。

「闇やみ子こは魚ぎよ雷らい撃っていいよ」

〔大丈夫ですか？〕

「水中でコロナ放電は起こらないからね」

　オーシャンホークの誘ゆう導どうで闇子が魚雷を発射。潜せん水すい幽ゆう艦かんを沈しずめる。海面に稲妻が放たれたけど、闇子には届かない。

　さて、イギリスの連中を助けなきゃ。茜あかね子こに質問する。

「茜子、もう一度データリンク最大出力。海域全艦に向けて通信回線開いて。全艦、撃ち方やめ、って英語で言って」

「いいわ。回線オープン──」

　茜子が英語で砲ほう撃げきを止やめるよう指示。通信が山のように来て、茜子に詰つめ寄よっている。

　その中にどう見てもクローディアな、巻き巻きブロンドヘアーなリンゴほっぺちゃんが映ったので、そのウインドウを手前にして叫さけぶ。

「クローディアだろ、おまえ！」

〔What's!?　なっ、なんですの、そこの日本人！　吉よし岡おか艦かん隊たい……？　もしかして日本校で幽艦撃退したっていう……？〕
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「そうだよ。僕は司し令れい官かんの吉よし岡おかだ。よく聞いてクローディア。一発も撃うっちゃダメだよ」

〔どういうことですの？〕

「おまえらの艦かん隊たいは、幽ゆう艦かんじゃなく雷かみなりで沈しずめられているんだよ。その証拠に、いま攻こう撃げきが当たっていないでしょ？」

〔…………あ……〕

　海かい図ずを見る。幽艦の攻撃は続いているものの、命めい中ちゆう弾だんの報告は一発もない。

〔意味が判わかりませんわ〕

「この天てん使しは、攻撃の意志を《目》とする。幽艦の攻撃は危機感を煽あおるフェイントでしかない。おまえらが無事なのは……」

〔──空くう母ぼだから、ですのね？〕

「そ。艦かん載さい機きが攻撃するからね。あとは任せて撤てつ退たいして」

〔わたくしは残りますわ〕

「なら、こっちの艦隊に編成するよ」

　クローディアに編成リクエストを出して、承認を貰もらう。

「茜あかね子こ、エルフに転送頼む」

「コマンダー転送、僚りよう艦かん、エルフリーデ・ヴェンデルガルト・藤ふじ原わら──」

　転送されて、エルフの元に。

　コマンダーシートに着き、海かい図ずに目を走らせて戦況を確認する。

　幽ゆう艦かんは左右のフィールドに二艦ずつ。全部、江滬ジヤンフー型がたの〇五三Ｈフリゲートだ。艦対艦ミサイル搭とう載さい艦かんなのに、電子装備が弱い上、射しや撃げき指し揮き装そう置ちも自動化されていない。なのに、こんな長ちよう距きよ離り戦せん闘とうしている。当たるわけないじゃないか……。

　それなのに沈しずめられたから、イギリス校の生徒も混乱してるんだろうな。

　幽艦は高級防空ターレットを周辺に山ほど侍はべらせている。攻めるには厄やつ介かいな待まち伏ぶせだね。でも、対艦攻撃に特化しているエルフなら問題ない。

　中央の海域に到着した。いよいよ、決戦だ。

「主しゆ砲ほうすべて展開。一番を東の敵に、二番を西の敵に向けて。同時に狙ねらえる？」

「師し匠しよう……これ撃うったら、また痛いの来ますよね？」

　ああもう、ゴネ始めやがったよ。

「アルマの命が懸かかってるんだぞッ！」

「エルフの命も懸かってませんかッ!?」

「そういう艦だよ、おまえは。装そう塡てんはこっちでやる。左右ワンショットで二隻せきずつ仕留めろ。外はずすなよ。外した回数だけコロナ放電をくらうことになる」

　エルフが身み震ぶるいして、必死な顔で狙いをつける。コントローラを二個持って、アサシンっぽく腕をクロスさせてショットの構かまえ。

　余計な演出入れやがって。あんなんで当たるのかよ……？

　三さん位み一いつ体たいのウインドウを見る。クソ、完かん璧ぺきじゃねえか。天才め。

「準備できたら撃て」

　エルフの幻げん体たいは右を見て、左を見て──。

　その瞳ひとみが静けさを宿す。




「波が…………導みちびいてくれました……」




　ショット──。

　砲声が轟とどろく。

　一いつ斉せいに放たれた六発の砲ほう弾だんは、やけに低い弾道で、途中で高い波を突き破ってから、江滬ジヤンフー型がた幽艦たちに襲おそいかかり──……‥




　……──四隻、撃げき沈ちん！




「ひゃほーいッ！　連続キルですよ！」

「ナイスだ」

　幻げん体たいのエルフとハイタッチ。

　クローディアが驚おどろきの声を上げる。

〔ありえませんわッ！　こんなのって……〕

　艦かん外がいカメラの映像に稲いな光びかりが映ったので、僕はカメラの一つを真上に向ける。エルフの真上に渦うず雲ぐもが発生している。

「来るぞ、エルフ！　ダメージコントロールはこっちでする。心の準備をしろ！」

「はわわわわ──っ、やっぱ怖いですよぅ！」

　甲かん板ぱん上じようの兵装を収納して装そう甲こうハッチを閉じ、被害が予測される場所のマトンを避難させ、艦内の隔かく壁へきも全部下ろす。被害が出たら消火、排水などの指令を出す。これがダメージコントロール。被害を最小限に抑おさえる作業だ。

　稲いな妻ずまが放たれ、またエルフの艦かん橋きように当たる。

「あああああああビリビリしちゃってますよお！　怖いィイイ！」

　火花散らしているエルフの幻体が泣きながら僕の方に走ってきて……って、オイ！

「バカ、やめろ、抱きつくな──あがががががが」

　僕にまで電でん撃げきがァアアアア──ッ！

　目の前が真っ白になって……。




　　　　▽△




　歌声が聴きこえる。外国語の……聖せい歌かだろうか？

　フュルギアたちの声も聴こえる。

　最初は聴き取れなかったけど、だんだん鮮明になってくる。クローディアの声だ。

〔対艦ミサイル直撃してもビクともしませんわ!?〕

　茜あかね子こも喋しやべっている。

〔バリアがあるのよ！　前の天てん使しも使ってた〕

　日下部くさかべが悲鳴のような声を上げる。

〔茜子さん、迎撃してもキリないですよッ！〕

〔集まっているとやられるから、操そう舵だで回避しながら散開して！　アルマとクローディアは時間を稼かせいで！〕

〔わたくしは巡じゆん洋よう戦せん艦かんの盾たてに入りますわ。アルマ様はあのバケモノを威い嚇かくして下さいませッ〕

　アルマは少し苦しそうな声だ。

〔闇やみ子こはどうしたのだ!?〕

〔まだ通信途絶よ！〕

　意い識しきがぼおっとして、聞こえてくる内容がぼんやりとしか理解できない。頭を振ってみる。

　胸に、何か柔らかいものが押しつけられている……？

　見てみたら、白い肌だ。そっか……エルフのおっぱいか。

「──って、おっぱいかあああああああ──ッ!?」

「ひゃわッ!?」

　目を覚さましたエルフの幻げん体たいが、自分の胸を見て真っ赤な顔になる。そりゃ、なるよ。上半身のほとんどがセルブレイクしているし。

「師し匠しようォォオ！　見ましたね!?　責任取ってくれますよね!?」

　茜あかね子この怒鳴り声が通信ウインドウから飛んでくる。

〔あんたたち起きたなら動きなさい！　全滅するわよッ！〕

　急いでシートに戻る。そこで目にしたのは、トンデモない状況だった。

　霧きりが晴れているので、バトルフィールドはすぐに見渡せた。

　柩ひつぎから出たであろう何かが、海を疾しつ走そうしている。

　ミイラ化した巨きよ人じん天てん使し〈神かみの雷らい光こうバラキエル〉──。

　この天使の顔の大半は、クチバシだ。オオハシって鳥に似ている。

　首にはコルセット型の分厚い鋼こう鉄てつ装そう甲こうを巻いている。明らかに斬ざん首しゆ防ぼう止し対たい策さくだ。

　全長は三〇メートルくらいあるけど、四よつん這ばいになり、ケダモノのように走りながら背中の連れん装そう砲ほうで砲ほう撃げきしてくる。翼つばさは鉄の輪がたくさん集まったもので、その輪の中心に電光が集まり、火か炎えんコロナとなって発射される。コロナは空を覆おおうほど舞まい上あがって、各かく艦かんに向けて放たれる。弾だん速そくは遅いけど、とにかく数が多い。雨のように降りそそいでいる。舵かじを切きり損そこねたらアウトだ。

　茜子は操そう艦かんを巧うまくやって逃げながら探知を維持している。いまステルスしたら他の艦に集中するし、レーダー支し援えんも弱くなるからだろう。クローディアはコロナをくらいながらも艦かん載さい機きを飛ばしている。エルフの前に来て、エルフがくらうコロナを引き受けている。

　絶対絶命の状況だ。一気に目が覚めた──。

「エルフ、エンジン回せ！　回避しながら全速前進！」

「了解です──あっ、」

　大量に降ってくるコロナのうち一つが、ゆっくりと柩きゆう艦かんエルフに迫せまってきている。カメラ映像でそれを見たエルフが、素早く航こう行こうルートを書き替え、ギリギリで躱かわす。

　エルフに操艦を教えておいて良かった。僕じゃ、このコロナの嵐あらしを避よけ切きれない。

　クローディアが切せつ羽ぱ詰つまった声で忠告してくる。

〔迎撃を！　誘ゆう導どう弾だんが混じっていますわ〕

「コロナ放電なのに誘導とか、どうなってるんだよッ!?」

　機き銃じゆうをマトンに任せて対空砲火を放ち、追いすがるコロナを撃げき墜ついする。このコロナは結びつきが弱いらしく、砲ほう弾だんが命中すると爆ばく散さんする。

　通信映像の女王がほっとしたような顔を見せる。

〔遅いですわよ！〕

「すまない」

　マトンに音声コマンドを告げる。

「全主砲解放、主砲一番に三式通常弾・改、装そう塡てん！　主砲二番にクラスター機き雷らい砲ほう弾だん、装塡！主砲三番にバンカーバスター砲弾、装塡！」

　言い終えたあと、轟ごう音おんがして、床が震ふるえる。エルフの右太ももがセルブレイク。天てん使しバラキエルの攻こう撃げきだ。エルフが狙ねらいをつけようとしたけど、もうそこに居ない。

「何だ、あの素早さ!?　あれじゃ柩ひつぎを開けても首を刎はねられないぞ」

　茜あかね子こがヒステリックに叫さけぶ。

〔できるわけないでしょ！　守るだけでも──〕

　言葉の途中で砲撃をくらって、悲鳴を上げている。左肩から胸までセルブレイクしている。

　多くのコロナが茜子に向かっているのに、茜子は痛みで動けなくなっている。

　エルフのスピードじゃ援えん護ごに駆かけつけられない。

〔わたしがフォローに入ります！〕

　聞こえたのは日下部くさかべの声だ。茜子がうろたえる。

「でも、あんたの方が装そう甲こう薄うすいじゃない」

〔守りたいんです……茜子さんお願いです。わたしに守らせて下さい〕

〔日下部……〕

　通信ウインドウに映る茜子が息を吞のむ。それほど、いまの日下部には鬼き気き迫せまるものがある。

　あいつは言った──。

『貴方あなたが〝誰だれも死なせない〟艦かん隊たいを目指すのであれば、それはわたしの望みでもあります。どこまでも支えます』

　日下部は、仲間を死なせたくはないのだ。母親を失った後悔が、その想おもいを鋭えい利りに尖とがらせている。誰よりも強く覚かく悟ごを決めてしまっていて、だからこそ歯止めが利きかない。

　いまの日下部は無む謀ぼうだ。

「ダメだ、おまえは回避を続けて──」

〔聞けませんッ！〕

　ウィグの位置を示すマーカーがぐんぐん加速する。フォローに入るつもりだ。クソッ。

　また命令無視。でも、日下部は初うい陣じんや第四回戦でも命令無視をやって成功させている。いまは手て詰づまりだし、その技量に期待するしかないか……。

〔死者の声を聴きけ。死の風を孕はらめ。亡ぼう霊れい船せんの航こう跡せきを辿たどり、冥めい海かいを越え花咲かせよ──《彼ひ岸がん花ばなの道みち標しるべ》ッ！〕

　自じ陣じん三番ベースにいた日下部くさかべが、葬そう技ぎのあと、茜あかね子この居る敵陣二番ベースに瞬しゆん間かん移い動どうする。そして柩きゆう艦かん茜子の後方に滑すべり込こむように入り、追ってきているコロナに高こう角かく砲ほうを撃うち込こみ始はじめる。大量のコロナが爆ばく散さんして、天が電光と火花に包まれる。

「茜子はステルスしろ！」

〔でも……、いま隠れたら日下部に、全部のコロナが……〕

　茜子の戸と惑まどいも判わかる。

　僕はかつて、仲間の命を切り捨てて勝利する《生いく盾たて戦せん術じゆつ》というものを考案し、非道な戦いをしてきた。これは、その状況に酷こく似じしている。

　誘ゆう導どう弾だんが柩艦茜子に迫せまる。電でん子し艦かんは装そう甲こう強度が弱く、電でん子し機き器き満まん載さいなのでこれ以上当たれば無事では済まない。

「ムリだ、ステルスしろ！」

　茜子は頷うなずいて、柩艦をステルスモードにする。茜子を狙ねらっていた誘導弾コロナが日下部に追いすがっている。

　スピードを上げて躱かわしつつ、撃うち墜おとしていたけど、バラキエルが日下部に砲ほう撃げき。当たらなかったものの、海面に水柱が立ち、ウィグの姿勢が崩くずれて誘導弾に追い込まれる。

「マズいッ！　日下部を守るぞ」

　コントローラを四個出し、その一つを一番主砲に連動させて、エルフの幻げん体たいに渡す。

「コロナが固まっている場所に撃て」

「了解です！」

　エルフが素早く狙いをつけて、撃ったのは三式通常弾・改──対たい空くう砲ほう弾だんだ。空中爆ばく発はつして四方八方に一〇〇〇発もの弾子をバラ撒まいて、大量のコロナを迎撃した。

　だけど墜としきれない。茜子のカメラ映像を貰もらって見る。ウィグにコロナが迫り、アクティブ防ぼう護ごシステムが作動し、機体ギリギリで爆散させたものの、電光がウィグの上部にかかり、エンジンの一つが爆発する──。

〔きゃあああああぁぁ──ッ!!〕

　エンジンが連れん鎖さ爆発して、右う翼よくに亀き裂れつが入り、胴どう体たいにも破片が食い込んでそこでも爆発が起こる。日下部の幻体が次々とセルブレイクを起こし、腕から始まり、胸、肩、腹はらとその肌が露ろ出しゆつしていく。

　エルフが目を見開いて叫さけぶ。

「日下部ッ!?」

「クソッ、日下部、ダメージコントロールだ！　燃料の供給を断って──」

　ダメだ。通信ウインドウに映る日下部がうずくまったまま動かない。

　茜子が叫ぶ。

〔あたしがリモートコントロールするわ！〕

「やめろ！　誘ゆう導どう弾だんが残っている。リモートするためにステルスを解いたら、おまえも日下部くさかべの二にの舞まいだ」

〔でも──、〕

　ウィグは海面に突っ込んで一回バウンドし、転てん覆ぷくしそうになりながら、何とか留まって着水。

　海かい図ず上じようの日下部に『大破』の表示が出る。

　重い損害だけど、何とかこの程度で済んだ、とも言える。撃げき沈ちんの可能性の方が高かった。

　でも、助かったわけじゃない。動かなくなった日下部に誘導弾が迫せまっている。

「エルフ、アルマ、撃うち墜おとせ！」

　電でん磁じ砲ほうで誘導弾を爆ばく散さんさせたけど、まだ三発迫っている。

　このままじゃ、日下部が死ぬ。……どうすればッ──、

〔魔ま性しようの誘いざないを聴ききなさい。水の底へと沈しずみなさい。魅み了りようは甘かん美び。死は赦ゆるし──《ローレライの歌》！〕

　窮きゆう地ちを救ったのは、クローディアだった。

　日下部を追っていたコロナが、いきなり海面に墜ちていく。まるで重力がねじ曲がったかのような不自然な光景だ。

「…………た……助かった……？」

　そうだ、忘れていたよ。

　女王クローディアの葬そう技ぎ。一いつ定てい範はん囲い内ないなら、飛行物だけではなく敵てき艦かんも問答無用で沈められてしまう。これがあまりに強いため、シュラフトでは敵なしだったわけ。

　よし、ディフェンスに成功。これで天てん使し攻こう略りやくを開始できる。

　まずは滅めつ葬そう零ゼロ式しきを発進。二つ目のコントローラを、エルフに投げる。

「フルアタック・モードでコロナを墜とせ」

「了解です！」

　未み来らい型がた水すい上じよう機きは、フィールドの中央まで到達してから、ハリネズミのような形に変型する。兵装のハッチを開けたのだ。ステルス性は失われる。でも、代わりに得るのは──絶大な攻撃力だ。

　零式から百発ものミサイルが飛び出し、コロナを次々と撃げき墜ついしていく。さらに女王のローレライの歌で残りは片づけられて、フィールドからすべてのコロナが消える。

　三つ目のコントローラを、エルフに投げる。

「天使の進路を予測して、海面に撃ち込め」

「了解です！」

　エルフは狙ねらいをつけて撃つ。

　海面に届く寸前で弾たまは空中爆発して、海面に何かバラ撒まかれる。

　四よつん這ばい走ばしりをしてきたバラキエルの足元で大爆発が起こる。エルフが主砲で撒いたのは機き雷らいだ。天てん使しは吹っ飛ぶ。その先でも爆ばく発はつが起こり、海面を転ころがっていく。

　四つ目のコントローラを、エルフに投げる。

「バリアを破る。天使に撃うち込こめ」

「待ってました！」

　エルフは狙ねらいをつけて撃つ。

　転倒している天使に、砲ほう弾だんが届く。一いつ瞬しゆん、バリアが展開したものの、バンカーバスター砲弾は、それを砕くだき、穴を開ける。右の翼つばさが砲弾でもげる。

「──アルマ！」

〔求めるなら与えよう。我わが手てには毒があり、海は腐るだろう。我が名は絶望。滅ほろびの預よ言げんを、いま放とう──《神かみの凶きよう弾だん》──〕

　静かな一瞬のあと、狙撃スナイプ──。

　バリアの穴を綺き麗れいにすり抜けた砲弾が、天使の左の翼をもぎ取る。

　バラキエルは目を怒りに歪ゆがめ、自みずからの手でバリアを砕き、クチバシを大きく剝むいて吼ほえる。

　すると、天使の歌声が大きくなり、ウインドウがノイズになって死に始める。

「──来たかッ！　茜あかね子こ、闇やみ子こ！　指示したタイミングで、あいつに葬そう技ぎをくらわせろッ」

〔闇子は通信途絶よ!?〕

「大丈夫、あいつなら聴きいている！」

　僕は足元を見る。さっきからそこに、血文字の魔ま法ほう円えんがあるんだ。

　艦かん橋きようカメラの映像を見る。天使の胸に、金属のハッチがある。そいつが開いていく。

　ミカエルの預言を思い出す。

『生いき延のびたくばジェリコを陥かん落らくせよ。心しん臓ぞうに《真実の耳》が開くそのときに、吹き鳴らせ』

　ジェリコとは旧きゆう約やく聖せい書しよに出てきた都市のことだ。預言者ヨシュアが人々に命じて一いつ斉せいに吹かせたラッパの音で、城じよう壁へきが崩くずれた──。

　音でしか攻略できない天使、ってことだ。

　天使のハッチが開く。その中に、渦うず巻まき状じようの器官がある。あれが《真実の耳》か！

「──いまだ、葬技発動！」

〔閉ざされて凍いてつけ。絶望に打うち拉ひしがれよ。煉れん獄ごくの電波を聴き、深海で跪ひざまずけ──……、

《静かなる海》ッ！〕

　キィィイインと耳鳴りするような音が響ひびく。バラキエルがもがき始める。

　闇子の通信が回復する。

〔呻うめくもの、潜ひそむもの、水みな底そこの昏くらきもの、怨えん恨こんよ冥めい府ふを満たせ……《亡ナキ叫靡サケビ》……〕

　さらに息いき継つぎのない呪じゆ詛その声が響き、バラキエルはふらふらとして、震ふるえ始はじめる。首を覆おおっていた分厚い装そう甲こうがひび割れて、砕ける。

〔────滅します──〕

　水中から飛び出てきた潜せん水すい艦かんがアッパーカットをくらわして、天てん使しを吹っ飛ばす。

「エンジン急速始動、エルフッ！」

「判わかってますよ！　妖よう刀とう衝しよう角かく──《ムラマサ》──展開」

　艦かん橋きようカメラの映像を見る。エルフは双ふたつの胴どう体たいを持つ柩きゆう艦かんだ。その胴の間にあたるスペースから、真っ赤に赤せき熱ねつしたブレードが突き出る。

　カエシという、フック状の形をした刃やいば──敵に突き刺されば、灼やき尽つくすまで抜けない灼しやく熱ねつの刃、それがムラマサだ。

「巡じゆん洋よう戦せん艦かんエルフ──突貫しますッ!!」

　全速前進で天使に向かう。エンジンも最上位に入れ替えてあるから、見るからに速い。

「どんな不ふ条じよう理りも、この僕が許さない」

　腕を前に突き出して、拳こぶしにする。

「認めない。譲ゆずらない──たとえ相手が、天使であっても。神であろうとも」

　手の甲こうにある柩きゆう章しようの写しから、閃せん光こうが生じる。

「世界をフェアに染め、理り路ろ整せい然ぜんとさせる。それこそが僕の悪あく魔ま──」

　僕の着ている制服が消えて、再構成される。

　黒い戦せん闘とう服ふくだ。この瞬しゆん間かんから、僕は幻げん体たいとなり、剣けんの方が本体となる。

　僕の隣となりに、ふわりと降り立つ少女が居る。

　幽ゆう霊れいのように透けた身体からだだけど、その姿に覚おぼえがある。スナイパーアルマだ。




「──貴き様さまの〈《魂成りし剣ガイステイゲス・シユヴエルツ》〉────確かに預かった」




　アルマはそう言って、僕の腕を撫なでる。腕に、柩章を長くしたような紋もん章しようが刻まれる。

　ここは柩艦の戦せん闘とう指し揮き所しよだ。なのに、その天井が割れて、荒れる海上と雨に曝さらされる。

　天使はもう目の前だ。

　そびえ立つ巨きよ大だいな天使が、赤い目を、驚おどろきに剝むいて。

　後ろで軋きしむ音がする。

　エルフ艦内にある巨大な柩ひつぎの蓋ふたが開き、巨人が起き上がる。

　聖せい骸がい機き──。

　天使と同じ、半はん人じん半はん艦かんの存在だけど、その姿はむしろ悪魔に近い。




「滅めつ葬そうを完かん遂すいする」




　幽ゆう体たいアルマが静かにそう告げると、聖骸機の手に悪魔の剣が生じる。それを見て怯おびえた天使は、立ち上がろうとするけど、遅い。

　ムラマサが天てん使しの腹はらに突き刺さり、身動きできなくなり、海をこすって引きずられていく。

　幽ゆう体たいアルマが叫さけぶ。

「スネイク、剣けんを振れッ！」

　僕は地を抉えぐるようなアンダースイングの動作をして──、

「──無む念ねん流りゆう立たち居い合あい、秘技《無む塵じん双ぞう》ッ！」

　日下部くさかべに教わった、無念流の技。キレもイマイチだし風ふう圧あつも出ないけど、動作だけは同じ。

　次の瞬しゆん間かん、巨きよ人じんが僕と同じ動きをして──、

　その腕が握っている巨剣が──、







　天使の首を────刎はねた。







　聖せい歌かの歌声が止やむ。

　天使が崩くずれ、水となって、滝となって、海に流れ落ちていく。

　閉へい鎖さ空くう間かんが晴れていく。

　空も晴れていく。

　雲の隙すき間まから差し込む朝日が、神こう々ごうしく降りそそぐ。

　巨人が柩ひつぎに戻り、その蓋ふたが閉まる。

　幽体のアルマが、手を振りながら消えていく。

　ふり返ると、エルフの優やさしい笑顔がある。

「…………やりましたね、師し匠しよう」

「ああ。やった……もうマグレなんて言わせない。僕らの力だ」

「誰だれもマグレだなんて言ってませんよ」

「……そっか」

　不思議だな。痛みに満ちたこの世界も、いまは許せる気がする──。

「…………ありがとう、スネイク」

　アルマの声が聞こえた。目を向けると、そこに奇妙な光景がある。

　小さい方のアルマだ。でも、幼女とは言いがたい姿。八才くらいだろうか。少女、とギリギリ呼べるような年とし頃ごろになっている。

「天使化の第二段階になり、状態を少し補完できた」

　アルマの背に、白い翼つばさが翻ひるがえる。

　ひとまずこれでアルマの延命ができたわけだ。

　クローディアが心からホッとした顔をしている。

〔……やりましたわね〕

　通信映像の茜あかね子こは深く息をついてから、汗を拭ぬぐっている。

〔リペア・ターレットを買って、日下部くさかべを修理しなきゃ〕

　咄とつ嗟さに通信ウインドウを見たけど、日下部の映像が煙に包まれている。

「あ、そうか……ッ！　日下部！」

　ウィグの浮いている場所まで移動する。煙が見える。まだ火はくすぶっているけど、かなり収まっている。

〔……大丈夫ですよ〕

　映像に映っていた煙が晴れて、日下部が姿を見せる。頭に怪け我ががある。

「──その怪我ッ！」

　幻げん体たいが血を流すということは、すべてセルブレイクして撃げき沈ちん寸すん前ぜんということになる。

〔これくらいは、道場でしょっちゅうでしたから、何ともないです〕

「そういうこと言ってませんよ！　日下部、ムチャしすぎです」

　日下部が訊たずねてくる。

〔それより天てん使しは？　吉よし岡おかくんとエルフさん以外の通信が切れてますけど、茜子さんは無事ですよね？〕

「無事だよ」

　日下部は優やさしい微ほほ笑えみを浮かべた。

〔…………そうですか。良かっ────……〕




　‥……──そこまで、だった。




　雷かみなりじみた閃せん光こうと、爆ばく音おん。

　通信ウインドウに表示された『通信途絶』の文字。

　何もできなかった。

　動けたとしても、結果は同じだったろう。

　誰だれも、何も言わなかった。

　叫さけべたとしても、相手には届かなかったろう。










　──────柩艦日下部ウイグが、爆発した────……。










　ウィグの翼つばさの破片が、僕の目の前に飛んできて、指し揮き所しよのコンソールを砕くだく。

　破片は六メートルぐらいあったし、押おし潰つぶされる危険だってあったのに、その恐きよう怖ふは湧わかなかった。日下部くさかべを失う恐怖の方が勝っていた。

「………………え……？」

　エルフは何度も瞬まばたきをしている。

　目の前で燃えている、ウィグの残ざん骸がいを呆ぼう然ぜんと眺めている。

　やがて震ふるえ始はじめる。

「……日下部……？」

　唇くちびるをわななかせながら、掠かすれた声を出す。通信ウインドウを摑つかむ。

「いまの爆ばく発はつは何ですッ!?　日下部ッ!?　返事して下さいよッ！」

　エルフが、沈しずんでいく〝日下部〟を見ながら泣なき叫さけぶ。




「日下部ェェエエエエエエエ────ッッッ!!」







　僕は何もできず、ただ立たち尽つくしているだけだった。




　ふと思うときはないだろうか。

　このまま永久に卒業せず、大人にならずに学園生活を送れないか──って。

　クラスメイトが誰だれ一人欠けることのないまま、笑い合って過ごしていけないか──って。

　そういう考えが、世の中をあまり知らない僕らの身勝手な妄もう想そうであることは間違いなくて、ときどき物もの凄すごく痛い現実となって襲おそいかかってくるわけだけど。










　今日が、その日だった──。










　戦って、負ければ、死ぬ。

　滅めつ葬そう戦せんが、本物の《戦争》であるという現実を────心の底から、思い知った。







　　あとがき




　実はエルフリーデには、モデルとなる艦かんがあります。

　昔から故トム・クランシー氏の大ファンでして、『日米開戦』でイージス艦が出てきて「現代海上戦、面白い！」と思いまして、色々艦かん艇ていのことを調べ始めました。

　調べていて物もの凄すごく惹ひかれて、瞬またたく間まにファンになった艦があります。アメリカ海軍アイオワ級戦せん艦かん三番艦、ミズーリです。

　戦艦なんです。でも、第二次世界大戦終結から湾岸戦争まで戦っています。

　このミズーリこそが、柩きゆう艦かんエルフリーデのモデルです。

　レーダーを更新したりトマホークを発射できるようになったりと、ある程度の現代改修は行われていますが、不十分だったかもしれません。ミズーリはその運用コストの高さもあり、一九九二年、時代の波に吞のまれるように退たい役えきとなりました。

　この退役が、僕にはとても悔しかったのです。退役すべき艦ではないと、強く思いました。もっともっと、ミズーリを活かつ躍やくさせてあげたかった。それには大幅改修して、イージス艦に代表されるような最さい新しん鋭えいの現げん代だい艦かんと互角に戦える戦艦にする必要があると考えました。

　それをきっかけに書き始めたのが『滅めつ葬そうのエルフリーデ』です。エルフリーデの改修シーンを書きながら、ミズーリへの想おもいがようやく叶かなったと感じました。

　興きよう味みが出た方はどうか映画『バトルシップ』を観みて下ください。ミズーリの勇姿があります。

　ミズーリがモデルでどうして双そう胴どう艦かん、って言われそうですが、未み来らい艦かんという設定上、艦影描写はスウィフトＨＳＶ２という高速船に似せてあります。

　アルマのシュフラン級駆く逐ちく艦かんはレドームがデカくて丸くて面白いです。雑誌『世界の艦船』で見て印象に残り、ずっと名前を覚おぼえていました。

　日下部くさかべのウィグですが、昔のニュース番組で『カスピ海の怪物』と呼ばれる旧ソ連の極ごく秘ひ兵へい器きの映像として紹介されて衝しよう撃げきを受け「いつか使おう」と心に決めていました。いまは『ルン級』で画像検索すると、艦影がありますので興味ありましたら是ぜ非ひどうぞ！　機き銃じゆうとアンテナの形がレトロで痺しびれます。

　茜あかね子このブルーリッジは『艦隊をリモートコントロールできる凄い艦がある』とテレビで紹介されていて、一発で中二心をくすぐられました。電でん波ぱ干かん渉しようの発生源となるような兵装を排除して電子戦に特化している素敵な艦です。

　以降スペシャルサンクスです。遊ゆう歩ほ新にい夢む先生、デビューおめでとうございます。

　鷹たか山やま誠せい一いち先生、さはらあきら先生、箕み崎さき准じゆん先生、三み門かど鉄てつ狼ろう先生、諸もろ星ぼし悠ゆう先生、いつもツイッターで絡からんでいただいてありがとうございます！


二〇一三年　一二月一八日　茜あかね屋やまつり
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茜あかね屋やまつり

首都圏の駅の構内にある自動販売機が、完全に未来仕様なんですが、全然新鮮味がなくて、僕の知らないどこからか、未来と現代の境界が入れ替わっているのを感じました。

もうロボが戦闘を始めてもおかしくないような。
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ふとももも好き







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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